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序 文

鎌倉市教育委員会

教育長 尾崎 賓

近年、鎌倉の街は、古い家屋や庖舗の建て替えが相いついでいま

す。その中で、埋蔵文化財に影響を及ぼす様な大規模な工事も多く

なってきました。そのため、工事に先だって発掘調査を実施する件

数も多くなりました。このため昭和59年度からは国庫 ・県費の補助

を受けて個人専用住宅等については鎌倉市教育委員会が独自に発掘

調査を実施するように して来ました。

しかし舎、速な都市化 ・再開発が進む中で調査が順調に進んできた

とは言えません。

郷土の文化財を守るということは市民の責務でありますが、当市

のように市街地の中心と遺跡の中心が全く重なってしまうという条

件のもとでは、特に市民の皆様のご理解なくしては、埋蔵文化財の

保存や発掘調査は不可能であるといえましょう。皆様の御協力をお

願い申し上げる次第です。工事計画作成に当ってはできるだけ早く

から当委員会との協議を行い、文化財の保護の方策を煮てめて行っ

て頂きたいと思います。

本書は昭和62年度に国庫 ・県費補助を受けて、鎌倉市教育委員会

が実施した、個人専用住宅 ・庖舗併用住宅建設に伴う発掘調査の記

録です。本書が鎌倉の歴史を明らかにするのに少しでも役立つこと

を祈念すると共に、調査実施に際してお世話になった調査員をはじ

め多くの方々に、心からお礼を申し上げます。
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例 日

1 .本書は昭和61年度及び62年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊急調

査にかかわる発掘調査報告書である。

2. 本書所収の調査地点等は別表のとおりである。

3. 発掘調査及び出土資料の整理は鎌倉市教育委員会文化財保護課

が実施した。

4. 出土遺物及び写真 ・図面等の資料は、鎌倉市教育委員会文化財

保護課が保管している。

5. 各調査内容の詳細は、各々の報文を参照されたい。
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62年度調査の概観

昭和62年度に実施された緊急発掘調査は 9件で、対象面積は1257m'で、あった。前年度と比較する

と、件数で 2倍強、面積で約2.3倍となる。また、その他の事業者負担による発掘調査を含めると 、

全体の調査件数は30件にも上り 60年度からの増加傾向に変化はなく、63年度以降も同様と思われる。

これについては様々な要因が考えられるが最も大きな理由として、昨今の地価情勢を反映し最大限

の土地の有効利用を図る傾向が定着 したことが挙げられよう。61年度の調査例をみても、 自己専用

住宅の高層化や地下利用、或は庖舗併用等の多目的化など、新たな土地活用の傾向が顕著に見受け

られる。従って、今後はこのような動向に即した有効な対応方法の策定が急務であろう。

次に各調査の実施に至る経過等を、順次記す。

1 .妙本寺遺跡 (大町一丁目1158香 1地点)

日蓮宗長興山妙本寺の旧境内域と目されるよヒ企谷を中心とする区域内の、鎌倉市大町一丁目1158

番1に所在する。

昭和61年11月、建築確認申請に伴う個人専用住宅建設に係わる相談があっ た。当該地は妙本寺か

ら常栄寺、八雲神社にかけて南北に走行する旧道の東側にあり 、道路から約170cm程高まった所に

位置する。建物本体の基礎工事掘削深度は30cm-40cm程で、埋蔵文化財に対する特段の影響は無いも

のと判断されたが、車庫予定地については道路面と同一レベルまで掘下げる計画であるため、 当該

部分の試掘調査を実施することと した。

向調査は11月9日と 10日に行われ、掘削範囲内に遺構等が検出されたため設計変更要請を含めた

協議を重ねたが、事業計画の変更は困難と判明した。このため県教育委員会と協議したところ、個

人専用住宅の建築に起因する行為であるので国庫補助事業発掘調査として実施する方向で対応する

ようにとの指導を得た。

12月5目、事業者との協議の結果、次の諸点で合意に達した。

(1) 車庫予定地の鎌倉市教育委員会によ る国庫補助事業発掘調査の実施。

(2) 61年度の調査実施は予算執行上困難であるので、翌年度の早い時期に着手する。

(3) 事業者は当初の工程を変更して本体工事を先行し、車庫については調査終了後に施工する。

(4) 調査に際しては、 表土掘削及び搬出等の土木作業を事業者が行う 。

昭和62年4月6日、文化財保護法第57条の2の届出書が提出され、これに対し 4月17日付けで県

教育長から発掘調査の実施を旨とする通知書が送付された。

以上の経過を経て細部にEる協議を整えた後、 62年4月22日から 5・月14日にかけて調査が実施さ

れたものである。
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2.玉縄城跡(城廻字中村654番l他地点)

永正九年 (1512)北条早雲により築造された、典型的な戦国期の山城である玉縄城跡の域内、鎌

倉市玉縄字中村654番 l他に所在する。

昭和61年9月17日、個人専用住宅建設計画を内容とした開発行為に伴う事前相談があった。当該

計画には宅地造成による大幅な地形変更が予定されているため、試掘調査を経た上で協議を継続す

ることとした。

10月2日-4日に実施された試掘調査によって、山腹部に曲輪等の山城遺構の存在が確認された。

調査結果に基づき設計変更要請を含めた協議を重ねたが、事業計画の変更は困難で、あることが判明

した。このため、県教育委員会と対応策を協議したところ、個人専用住宅建設に係わる行為である

ので国庫補助事業発掘調査を実施すべきであるが、その時期については予算執行上62年度に着手す

るのが望ましいとの指導を得た。

11月19日、開発行為に伴う各課協議に於いて上記の内容を伝えるが、事業者側から調査経費が自

己負担であっても年度内の早い時期に調査を実施し、直ちに工事に着手したい旨の意思が表明され

た。その後数度の協議を経過した後、昭和62年 1月13日に文化財保護法第57条の 2による届出書が

提出され、 2月3日付けで県教育長から事前発掘調査の実施を旨とする通知書が送付された。これ

にもとづき、事業者の全面的な協力の下に市教育委員会による発掘調査を 3月に実施することで一

旦は協議が整ったが、開発許可期日の関係で着手日が延伸し、改めて62年4月に国庫補助事業とし

て行うことになったのである。そして細部の問題点を調整した後、 4月27日から 5月19日にかけて

調査が実施された。

3. 若宮大路周辺遺跡群(小町二丁目 12番18地点)

若宮大路を中心とした区域を占める遺跡群の中で、大路東側の鎌倉市小町二丁目 12番18に所在す

る遺跡である。

昭和61年12月、点舗ビル建築計画に伴う事前相談があり、周辺の状況等から推して設計内容によっ

ては事前の発掘調査が必要であることを説明する。翌62年2月、事業の基本計画が提示され、自己

用庖舗の他賃貸事務所を伴う鉄筋三階建(一部地下)ピルであることが判明した。このため県教育

委員会と取り扱い方法について検討を重ねると共に、試掘調査を実施し遺構等の状況を把握するこ

ととした。そして 3月17・18日に行われた試掘の結果、遺構は良好に遺存されまた事業計画の変更

は困難であることも判明したため、事前調査の実施が不可避であることが改めて確認されたのであ

る。これらの経過等を踏まえ直ちに県と協議したところ、自己用庖舗を主とする事業であり国庫補

助事業調査としての実施を基本とするが、賃貸事務所が含まれている点を鑑み事業者に対し相応の

協力を求めること等の指導を得た。
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3月27日、県の指導内容に沿って事業者との協議を行い次の諸点で合意した。

(1 ) 調査は国庫補助事業調査として鎌倉市教育委員会が実施する。

(2) 事業者の協力内容は作業員賃金の負担及び現場事務所と光熱水施設の提供、並びに表土掘削と

残土搬出工事の実施等とする。

(3) 調査期間は昭和62年5月下旬から40日間とする。

(4) 杭打工事は立地及び工法上の制約で調査に先立ち実施せざるを得ないが、当該箇所については

先行調査を行うこととする。

4月2日、文化財保護法第57条の 2による届出が提出され、 4月11日付けで県教育長から調査実

施を旨とする通知書が送付された。以上の経過を経て 4月22日から 7月10日にかけて、先行調査を

含めた発掘調査が実施されたものである。

4. 長谷小路周辺遺跡(由比ケ浜三丁目 194番25他地点)

大町大路の名残とされる国道134号線の内、長谷寺から六地蔵に至る道筋が長谷小路と推定され、

その周辺に所在する遺跡内の由比ケ浜三丁目194番25他に位置する。

昭和62年3月9日庖舗併用住宅建設に係わる事前相談があり、当該地の試掘調査を実施の上協議

を進めることとした。 3月12日から16日にかけて行った試掘の結果、提示された計画内容では事前

発掘調査の実施が不可避で、あることが判明したため、設計変更を含めた対応措置の検討を依頼する。

これに対し 3月25日に事業者から現計画案で施工したい旨の回答を得たため、直ちに本調査実施を

前提とした協議を開始した。そして 5月14日に文化財保護法第57条の 2に係わる届出が提出され、

対応方法を県教育委員会と検討した結果専用住宅部分の面積分を対象にして国庫補助事業調査を実

施すべきとの指導を得た。 これを受けて 6月5日、事業者との協議を行い建築予定地面積の内、 専

用住宅部分の60m2を国庫補助事業調査の該当地とし、残余の敷地を事業者による調査対象地とする

ことで合意に達した。6月17日付けで県教育長名による通知文が送付され、 続いて昭和62年 7月13

日から8月31日にかけて発掘調査が実施されたものである。

5. 今小路西遺跡(扇ガ谷一丁目131番 1地点)

若宮大路に平行する今小路の西側一帯に広がる遺跡の内、扇ガ谷一丁目 131番 1に所在する。

昭和62年6月15日、 f占舗併用住宅建設に関わる事前相談があり 直ちに試掘調査を実施することと

した。6月29・30日に行われた試掘調査の結果、掘削予定深度の範囲内に遺構等の存在が確認され

たため事業計画の設計変更を依頼したが、現計画案で施工したいとの意向が表明されたので、直ち

に事前調査の実施を前提とした協議を開始した。7月6日県教育委員会と事業計画及び試掘結果等

にもとづいて協議したところ、調査については国庫補助事業発掘調査として対応すべきとの指導を
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得た。同日、事業者側とも協議し表土掘削及び残土搬出、給排水施設の提供等の協力の下に国庫補

助事業発掘調査を実施することで合意に達した。また、文化財保護法第57条の 2による届出も提出

される。続いて 7月10日付けで県教育長から調査実施を旨とする通知文が送付され、 7月12日から

8月14日にかけて調査が行われた。

6. 長谷小路周辺遺跡 (長谷一丁目284番 1他地点)

長谷小路周辺遺跡の北西端、 高徳院南倶IJの長谷一丁目284番 1に所在する。

昭和62年4月15日rn舗併用住宅建設の確認申請に伴う事前相談があ り、鉄筋 3階建の計画である

ので試掘調査を経た上で協議を進めることとした。5月18・19日に実施した試掘調査によって遺構

等に影響があることが確認されたため、設計変更を依頼したが事業計画の変更が困難であることが

判明した。これにより 5月初日に事前調査を前提とした協議を行い 5月29日に文化財保護法第57条

の2による届出が提出される。同時に県教育委員会から自己用住宅部分に関しては国庫補助事業発

掘調査を実施し、貸庖舗部分については事業者による相応の協力の下に調査するようにとの指導を

得た。

6月17日、 事前発掘調査の実施を旨とする県教育長名の通知書が送付された。これを受けて直ち

に県の指導にもとづく協議を行い、 事業者による作業員の派遣等の協力を得て鎌倉市教育委員会に

よる調査を実施するこ とで合意に達した。

以上の経過を経た上で、昭和62年8月14日から 9月9日にかけて調査が行われたのである。

7 .台山遺跡(台字西ノ台1730香 1他地点)

鎌倉市内で最も先史時代遺跡が豊富な地域の一つである台山遺跡のほぼ中央域、台字西ノ台1730

番1他に所在する。

昭和62年7月1日、開発行為 (社宅建設)に伴う事前相談があり、開発協議会等の推移をみて然

るべき時期に試掘調査を実施し協議を進めるこ とと した。そして9月16日に調査が行われ弥生時代

を中心とする遺構等を検出し、事前調査の実施が不可避であることが確認された。また、 事業者が

個人に変更されたため県教育委員会の指導により、 今後は国庫補助事業発掘調査を前提として協議

を進めることとした。9月18日に文化財保護法第57条の 2に基づく届出書が提出され、 その事業計

画内容を検討した結果、調査は掘削により地下遺構に影響が及ぶ L型コンクリ ート擁壁部分を対象

として実施することで協議が整った。以上の諸経過を経て10月22日から10月28日にかけて調査が実

施されたのである。

8. 若宮大路周辺遺跡群 (小町二丁目39番6他地点)
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通称小町通りの西側、小町二丁目39番6他に所在する。

昭和62年2月、自己用住宅に係わる建築確認申請にもとづく事前相談があり、鉄筋コンクリート

造で杭打ち工法計画であることから試掘調査を実施し協議を進めることした。3月3日一 3月5日

に行った試掘調査によって中世遺構が良好な状態で検出されたため設計変更を依頼したが、事業計

画の変更が困難であることが判明 し事前調査の必要性が確認された。この経過を踏まえて行った県

教育委員会との協議により、 専用住宅計画に鑑みて国庫補助事業発掘調査と して実施すべきとの指

導を得た。 3月10日、 事業者と協議の結果、調査開始を 6月中旬頃として準備を進めることとした

が、逮築計画工程の変更等の事由により実施予定日を延期せざるを得なかった。8月7日、建築計

画内容がほぼ確定したため文化財保護法第57条の 2による届出書が提出され、併せて具体的な調査

実施方法についての協議を再開した。続いて 8月31日付けで県教育長から調査実施を旨とする通知

書が送付される。10月22日、事業者との打合せにより 、杭打ち箇所を先行して調査し杭工事終了後

に改めて本格的発掘調査を実施することで協議が整う 。以上の諸経過を踏まえた上で11月16日から

の先行調査を経て、昭和63年 1月14日から 2月20日かけて発掘調査が行われたのである。

9 .明月院旧境内遺跡(山ノ内字東管領屋敷明月谷187番6地点)

臨済宗明月院の旧境内域の、山ノ内字東管領屋敷明月谷187番6に所在する。

昭和62年11月26日、自己用住宅建築計画に係わる事前相談があり、掘削深度数値に鑑みて試掘調

査が必要であることを説明する。その実施方法として、既に着手している建物背面山腹部の防災工

事と並行して事業者側で行うこととした。 12月18日、防災工事に用いられている重機を使用し試掘

調査を実施する。その結果、 16世紀一17世紀代の削平岩盤遺構等が検出され、当該部分が車庫用地

として設計変更が不可能なことから事前調査の必要性が確認された。12月28日、文化財保護法第57

条の 2による届出書が提出された。この過程で、 早急に工事に着手せざるを得ない事業者の諸事情

が判明したため、県教育委員会と協議したところ、専用住宅に鑑み緊急に国庫補助発掘調査を実施

も止むな しとの指導を得た。これを受けて直ちに準備を整え調査を実施することで、事業者と合意

し、昭和63年 1月4日から 1月9日にかけて発掘調査を実施したものである。
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本書所収の昭和61年度調査地点

No 遺 跡 名 所在地 事業者 調査原因 種目リ 面 積 現地調査期間

1 北条時房 ・顕 雪ノ下一丁目 鈴木 忠一 庖舗併用住宅 自富 200m' 6l.5.20-

時邸跡 273番口 6l. 7 .21 

(No278) 

2 若宮大路周辺 由比ケ浜一丁 鬼頭貞夫 庖舗併用住宅 都市 100m' 6l.7.17-

遺跡群 日128番 7 他 6l.8.30 

(No242) 
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昭和62年度調査地点一覧

(*印は木書所収遺跡)

No 遺 跡 名 所在地 事業者 調査原因 種別 面 積 現地調査期間

* 妙本寺遺跡 大 町 一丁目 石岡忠広 専 用 住 宅 寺院 50m2 62.4.22-

(No232) 1158番 1 62.5.14 

* 2 玉 縄城跡 城廻字中村 渡辺 j青 専用住宅 城 500m2 62.4.27 -

(No63) 654番 1他 62.5.19 

3 若宮大路周辺 小町二丁目 12 石井 清 自己 用 庖舗 都市 130m2 62.4.22-

遺跡群 番目 62.7.10 

(No242) 

4 長谷小路周辺 由比ケ浜三丁 秋山 茂 庖舗併用住宅 都市 60m2 62.7.13-

遺跡 (No236) 目194番25他 62.8.31 

5 今小路西遺跡 扇ガ谷一丁 目 宮市 妙子 庖舗併用住宅 都市 87m2 62.7.12-

(No201) 131番 1 62.8.14 

* 6 長谷小路周辺 長谷一丁目 小林哲雄 庖舗併用住宅 都市 150m2 62.8.14-

遺跡 (No236) 284番 l他 62.9.9 

* 7 台山遺跡 台1730番 l他 粟田口次雄 専 用住宅 集落 50m2 62.10.22-

(No29) 62.10.28 

8 若宮大路周辺 小町二丁目39 上条 j原 専用住宅 都市 130m2 62.11.16-

遺跡群 番 6他 63.2.20 

(No242) 

I 9 明月院旧境内 山ノ内字東管 中川 明男 専 用住 宅 寺院 100m2 63.l.4-

遺跡 (No139) 領屋敷明月谷

187番 6

調査実施件数9件総対象面積1257m2

- 7 -
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1 .北条時房・顕時邸跡

雪ノ下一丁目273番口地点
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11リ 巨司

1 本報は鎌倉市雪ノ下一丁目273番目に所在

する鶴岡旅館新築に伴う発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、昭和61年5月20日から同年 7

月21日にかけて実施した。なお、同調査は北条時

房 ・顕時邸跡発掘調査団による発掘調査と併行し

て行なわれたものである。

3 本報の執筆に際しては、前括調査団主任調

査員原 康志の協力を受け、第 1・2・3章、第

4章(2)・(3)・(7)を原 康志が、 第4章(1)・(4)を福

田誠が、第 4章(5)・(6)を佐藤泉があたった。

第5章は執筆者の討議のもと原が文責を負った。

図版作成は原 ・福田・ 佐藤があたり原がこれを編

集した。

4 写真撮影は遺構写真を調査員が、遺物写真

は木村美代治が行なった。

5 発掘調査及び本報の作成にあたり下記の

方々よ り貴重な御教示を賜わった。記して深く感

謝の意を表する次第である。(敬称略・ 順不同)

三上次男(故人) ・貫 達人 ・吉田章一郎・ 大三

輪龍彦 ・石井 進 ・中野政樹 ・三浦勝男 ・鈴木

亘 ・宿先銘 ・江崎武 ・手塚直樹 ・河野真知

郎 ・斎木秀雄 ・宮田 真 ・馬淵和雄 ・大河内

勉 ・田代郁夫 ・玉林美男 ・永井正憲

6 調査体制は以下の通りである。

調査担当者松尾宣方

調査 員 原 康志 ・福田 誠 ・木村美代

治 ・田代郁夫

調査補助員 j頼回哲夫 ・佐藤 泉 ・新国哲也

-及川加代子 ・高田静子 ・小林

康幸
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第一章 調査地点及び歴史的環境

鎌倉の街の中央には、鶴岡八幡宮から海に向かつて一直線に延びる若宮大路がある。若宮大路は、

治承4年 (1180)に源頼朝が鎌倉に入府して改修を始めた鎌倉の重要な街路の一つであり 、寿永元

年 (1182)には妻政子の安産祈願のために、大路の中央部に「段葛」を築いている。調査地点は、

若宮大路北端の西側に位置し、「北条時房 ・顕時邸跡」と推定される一角に所在する。「北条時房 ・

顕時邸跡、」は北を横大路、 東を若宮大路に接する東西約110m、南北220mの長方形の区画にあたる。

北条執権宗家の「北条泰時・時頼邸跡」又は「若宮大路幕府跡」ともいわれる場所と若宮大路を挟

んで向かい合った位置にあたり、中世当時の枢要な区域であったことは疑いない。

調査地点はこのような場所の一角 を占めている。この付近で、 若宮大路沿いの西側を本格的に発

掘調査するのは本調査が最初であった。 その後、本地点よ り約20mほど南側の大路沿いの一角が発

掘調査 (図 1-2地点)されており、 ここからも本地点で検出された大路西倶IJの側溝の続きが確認

されている。また若宮大路を挟んだ東側「北条泰時・時頼邸跡」と考え られる大路沿いの発掘調査

は数箇所で行なわれており、図 1-5・6地点では若宮大路東側の側溝と考えられる南北海が確認
註 1

されている。 さらに本地点の所在する「北条時房 ・顕時邸跡」のい くつかの発掘調査の内で、図

1 -4地点では大路側溝と似た構造を有する南北講が検出されている。註2これらの調査成果は若宮

大路の様相を知る手掛かりであると共に、鎌倉の街割 りを復元して行く上で今後重要な課題となろ

つ。

北条時房・顕時についての概略を以下に記すことにする。北条時房は前名を時連といい、後に連

署 ・相模守に任ぜられる。父は時政で、義時の弟である。安元元年(1175)出生して、仁治元年 (1240)

に66歳で死去 した。文治五年 (1189)の奥州征伐、元久二年 (1205)の畠山重忠追討、建保元年 (1213)

の和田合戦にも参加している。承久の乱 (1221)に際し東海道箪の将と して上洛して、後に南六波

羅探題となり 、甥の執権泰時を扶けて連署となっている。

北条顕時は引付衆 ・評定衆などの要職を務めた。父は金沢氏を名のった実時である。弘安八年

(1285)年の霜月騒動では安達泰盛を岳父とするために縁座として、下総の埴生庄に幽閉された。

その後出家して父の偉業を継ぎ、武蔵国六浦荘金沢郷の称名寺を整備し、 一層文庫(金沢文庫)の

内容を充実させた。

註

I 馬淵和雄 r北条泰時 ・時頼邸跡 雪ノ下一丁目371番 l地点発掘調査報告書』同発鋸調査問、鎌倉市教

育委員会1985、馬淵和雄「北条泰時 ・時頼邸跡 雪ノ下一丁目372番7J r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告

書l 昭和59年度発掘調査報告』鎌倉市教育委員会1985

2 i北条時房 ・顕時邸跡 雪ノ下一丁目233番9他地点J r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書3 昭和61年

q
J
 



o 300m 

1 .雪ノ 下一丁目 273番ーロ地点遺跡 (調査地点) 7.雪ノ 下一丁目 374番ー2地点遺跡

2.雪ノ下一丁目 274番一2地点遺跡 8.雪ノ下一丁目 419番-3地点遺跡

3.雪ノ下一丁目 271番ーl地点遺跡 9.二ノ鳥居西遺跡

4.雪ノ下一丁目 233番 9地点遺跡 10.小町二丁目的番 21地点遺跡 (松秀ピル用地)

5 雪ノ下一丁目 371番ー1地点遺跡 11 小町一丁目 116番地点遺跡

6 .雪ノ 下一丁目 372番 7地点遺跡

図1 若宮大路周辺の主な発掘調査地点
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度発掘調査報告J 1987 

3 白井永二編 「鎌倉辞典』東京堂出版1976及び貫達人 「北条氏亭祉考J r金沢文庫研究紀要』第 8号1971

年3月

4 註 3 r鎌倉辞典』

第二章 調査の経過

本遺跡に対する発掘調査は、鎌倉市教育委員会による試掘調査を経て実施した。

市の試掘調査結果をもとに、本調査は昭和61年 5月20日より撹乱土層を含めた表土に重機で掘削し、

以下手掘りで遺構検出の調査にはいり、同年 7月21日に現地調査を終了した。調査にあたって、敷

地内を 4mX4mの大きさのグリッドで分割した。グリ yドは若宮大路の中央ライン (南北線)を

基本として設定した。敷地の北西隅から東へアルファベ ット(A-G)、南へアラビア数字 (1-5) 

を附した。グリッドの名称は各グリッドの北西隅の交点杭の名称、を使用した。グリ y ド南北軸は N

-32050'-Eである。調査対象面積は建築にかかる約400m2で、あるが、この内国庫補助による調査

はE軸から東側の約200m'で、ある。

A B C D E F G H 

¥ 
2-

3一

斗 一| 16m l

5-
一一一一一--'

若
宮
大
路

ミ3

。
I 
占

図 2 闘査地点位置図 ※ 4軸は I点から北へ40m，H軸は I点から酉へ16m
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主早一一一
信
用 検出された遺構

I 上層遺構

地表下約O.7-1.2m前後まで及んで、いる近 ・現代の整地層を除くと、 H音茶褐色粘土の中世包含層

が現われる。この包含層はかわらけ片、土丹粒を含み、厚さ20-40cmで、ある。これを掘り下げる と

上層遺構面が検出されるが東端ではこの包含層が見られず、灰褐色砂質土とその下に土丹版築面が

認められ、すぐに黒褐色粘質土の中世基盤層が現われる。黒褐色粘質土は若宮大路に向かつて高ま

り、土丹版築面構築の際に削平を受けたものと考えられる。

上層遺構面に伴って検出した遺構は、掘立柱建物、網代壁建物、柱穴列、溝、土墳などである。

A?ヤ ー一色10 叫 虹-9Pl

唱13 UP11 ⑨P8 ⑥P5 らP2

C竺i7一一+ ⑦J一位7ーのP3

A 8.00m 

V一一一-V---V----ijIJ
B 

V
 

C 

v ート一一寸r-v一寸J
図5 建物 1
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1 .暗茶褐色砂質土 (土丹粒、炭化物少量含む)

2 黒灰色砂質土 (土丹少量、炭化物多 し)

3.黒色砂質土(炭化物多量、黄砂ブロック若干混入)

4. " ( 。 、貝ガラ ・土丹を少量含む)

5 茶褐色弱粘質土 (フショク土、木器を多く含む)

6 暗褐色 。 (員ガラ、土丹角がやや多く 含む)

7. /" 砂質土 ( . 。 を多量に含む)

8.00m 
a -ー一ー一一一一一一

建物2
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a 建物

建物 1

C-E-3・4にあり、 4間X2間の規模を持つ東西棟の掘立柱建物である。

規模は桁行 (東西)876cm、梁行(南北)390cmである。桁行の柱聞は、東から184cm. 193cm . 230cm . 

270cm、梁行は北から200cm. 190cmで、ある。柱穴聞の寸法や柱穴芯々を直線で結ぶと若干ずれる柱

穴もあるが、いずれも掘 り方が深く 、覆土も共通しているため、一棟の建物として捉えた。柱穴の

平面形は、円形もしくは楕円形を呈 しており、直径は40-50cm、深さは検出面から70-90cmで、ある。

柱穴底面には礎板を 1、2枚又は礎石が据えられていた。 底面の標高は6.1-6.4mである。 P3か

ら吉州窯産の梅花天目茶碗が出土している。

建物2

E . F -4・5で検出された 2間四方の網代壁をもっ建物である。切り合い関係から見て土嬢 l

よりも古い。

この遺構は市内調査で検出される方形竪穴建築跡と同様に生活面よ り掘り 下げられ、半地下式の

掘り 方を持ち、側壁に板組がなされている点は同様であるが、内部に 9口 (推定)の柱穴を伴って

いる点で、異なった構造をもっ建物と考えられる。

掘り方は南北403cm、東西372cmの長方形を呈 し、深さは検出面から25-60cmで、ある。底面の標高

は7.4m前後で平坦で、ある。構築物の規模は、西壁と南壁に異存する網代壁からlO-15cm外に掘り

方が認められるこ とから、南北390cm (13尺)、東西360cm(12尺)ほどのものと推定される。

建物壁の板組みは良好な残存部分から復元すると、掘方のlO-15cm内側に幅lO-15cm、厚さ 2-

3 cmの板を網代に組み合わせ、 2-3重に立て掛けた壁板を、下部の横板 (横桟)と壁直下の側柱

で=内側への倒壊を押さ えている。また横板にはずれを防止する杭が内と外に打ち込まれていた。こ

の柱穴は直径が25-40cmの円形を呈すもので、深さは遺構面下40cm前後で、ある。柱穴内には礎板や

礎石が残っている。建物内から建築材の一部と思われる板材や角柱、曲物などが出土 している。

b 南北港 1. II、柱穴列

調査区東壁沿いに、若宮大路と並行して東西に走る 2時期の大規模な木組み溝と柱穴列を検出し

た。この南北海と柱穴列は、その規模や構造から察して、若宮大路の側溝とそれに伴う柵列または

塀といった構築物と考えられる。

南北溝I

掘り方が上端で、幅約340cm以上、 下端290cmで、ある。断面形は上部の開いた逆台形状を呈 し、深さ

は遺構検出面・から約50cmで、ある。溝の底面の両側には長さ394-397cm、幅 9-12cm、厚さ 7-9 cm 

の柄穴を有する角材が置かれている。角材には35-40cmの間隔で、長さ12-15cm、幅 4-5 cm の柄穴

が穿たれており 、両端は半分の長さの柄が切られている。その直下には水平と沈下を防ぐ為の礎板
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E
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図7 南北溝 I
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や土丹塊が敷かれており、横方向のずれを止める目的で杭が打ち込まれていた。向かい合う両角材

の間隔は芯々で、幅266-270cmで、ある。角材の継目と柄穴の位置はそれぞれ対応している。この継目

と継目の聞には長さ260cm、幅10-13cmの梁 (突張り )が 6本並んでいる。また角材の上には厚 さ

2 -3 cm、幅約30cmの土留めの横板を木端が角材の外端に接する形で 2-3重にして立てられてい

た。底面の標高は、北壁際で6.97m、南壁際で6.90mになり、南に向かつて緩やかに傾斜している。

南北溝E

掘り方は上端で、幅約370cm、下端で、約320cmと南北溝Iよりやや広いが、断面形はやはり逆台形で

ある。深さは遺構検出面から85cmで、ある。底面の標高は北壁際で6.69m、南壁際で6.62mで南北溝

Iより30cm程深い。掘り方底面に遺存する角材は長さ400-430cm、幅12cm、厚さ 7-9 cmで、ある。

柄穴は約60cmの間隔で、穿たれてお り、長さ14-16cm、幅4-5 cmで、ある。平行に残存する両角材の

間隔は芯々で、幅296cmで、ある。この内側には束材と土留めの横板が重なり合い、倒壊した状態で (南

北溝Iの改修の際に倒されたものか)検出された。東材は長さ145-150cm、幅16-20cm、厚 さ12-

14cmで、あり、両端には長さ 8-10cmの柄が造り出されている。横板は長さ約210cm、幅20-25cmで、

厚さ 4cm程で、ある。南北溝Iと同様に角材の下には礎板を敷き、その内外に杭が打ち込まれている。

南北溝 1. IIは構築方法に殆ど変化が見られない点から両者の年代の接近を示唆するものと考えら

れる。

柱穴列

南北溝 1. IIに平行して並んだ三期以上の柱穴列を検出した。この柱穴列は、南北溝 1. IIの東

側肩に沿って南北に走ることから、この溝に伴う柵列または塀といった構築物と考えたい。柱穴列

1は浅い掘り方を残し、礎板を東西に横たえている。調査区内の現況では8問分が確認され、 柱聞

は各々150cm(5尺)である。柱穴の底面に大型の礎板を残すのみで、掘り方のほとんどを削り取

られている。東西方向に据えた礎板は長さ30-70cm、厚さ約 7cmで一本の材を分割 したもので、す

べての礎板を接合することができた。

若宮大路

梁(突張り)
土留め板(繍板)

角 材

図9 南北溝 1• n復元模式図
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柱穴列 2は調査区内では 7間の規模が確認された。柱穴聞は各々160cm(5.3尺)である。柱穴列

lよりも古し、。柱穴平面形は、ほぽ円形のものが多く、直径は約40-50cmで、ある。底には南北方向

に長さ30-40cm、厚さ 3cm程の礎板が遺存する。

柱穴列 3は調査区内で9間が確認された。柱穴間は各々138cm(4.6尺)である。柱穴平面形は、

ほぽ円形を呈し、直径が40-60cm、深さは遺構確認面から20-30cmで、ある。南から 3穴目の底面に

は、扇平な土丹が礎石がわりに置かれていた。

c 土壌 ・溝

土壌または土壊状を呈したものは 8基検出している。この内特長的なもの 3基について述べる。

土墳 IはF-4交点付近にある。建物 2より新しい。東西に長い隅丸肩形を呈し、断面は逆台形

である。東西約120側、南北85cmで、ある。底面は平坦で、、深さは遺構確認面から40cm程で、ある。

土墳 2・3 F-5交点付近にある。2は円形を呈 し、直径は1l0cm、深さ45cmで、底面がやや血

状である。土旗3よりも新しし、。3は楕円形を呈した大型の土壌である。東西210cm以上、南北130cm

前後で、深さは確認面から65cmで、底面は平坦である。
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7.500m 

ドー

呂

モヨ
1 .暗褐色粘質土(土丹粒、 貝粒を多量)

2.淡褐色粘質土 (炭化物、土丹粒を含む)

3.暗褐色砂質土 (炭化物、土丹粒を含む)

4.腐蝕土 (有機物を多量に含む)

図10 土墳 1
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溝

F-2-4に位置する南北方向の講を検出した。規模は長さ 5m以上、 幅25-30cm、深さ20cm、

底面幅15cmで、講の断面形はU字を呈する。

下層遺構2 

下層遺構は地山の黒褐色粘質土上面で確認した遺構である。検出した遺構には、掘立柱建物、i葬

井戸、井戸状遺構、土壌、囲炉裏などである。

建物a 

建物3

3問X2聞の規模をもっ南北棟の掘立柱建物である。E'F-2-4にあり、

規模は桁行 (南北)594cm、梁行(東西)372cmである。柱聞は桁行が各198cm、梁行が198cmと174cm

これらは尺寸で、桁行19.6尺、梁行12.3尺となる。柱穴の平面形は、円形もしくは楕円形である、

を呈しており、 直径は40-60cm、深さは遺構検出面から40-50cmで、ある。底面の標高は6.70-6.80m

とほぼ一定している。

桁行南側の4柱穴は平均して大きめに掘られている。桁行方向は若宮大路と平行関係にある。
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建物4

E-2~5 に位置し、建物 3 に重なる形で検出した。 4 問 x 2間の南北棟の掘立柱建物である。

規模は桁行 (南北)762cm、梁行436cmで、柱聞は桁行が南から210cm・174cm. 189cm . 189cm、梁

行が各218cmで、ある。柱聞の尺寸は桁行が25.4尺、梁行が約14.5尺である。柱穴の平面形は、円形

もしくは楕円形を呈し、直径は40~60cmで、ある 。 深さは遺構検出面から60~90cm程で、ある底面の標

高は最も浅いもので6.60m、深いもので6.25mである。柱穴15口のうち、 P-4 .13・14を除く 12

口には 1~4 枚の礎板と礎石が据えられている。 建物 3 と同じく桁行方向は若宮大路と平行関係に

ある。

b 溝

東西溝I
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図13 建物4

@ ⑬ P 1 P6 

@ ⑬P2 
P7 3 

母夢 ②P3 
P8 

69 OP4 
P9 4 

⑫ ~P 5 
PI0 

5m 

調査区の北壁に沿って走る木組溝で、両端は調査区外へ延び、ている。布掘 りした側壁に横板を沿わ

せ、その内側に直径 5~ 7 cmの自然、木を杭にして打ち込んで木組の溝としている。幅は上端で、約90cm

で、 遺構確認面からの深さは25~35cmで、ある。底面の標高は東端で6 . 60m 、 西端で6.45m と東から
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西に向かつて流れている。若宮大路に対して概ね直交する。

東西溝E

調査区北端にあり、両端は調査区外に延びている。東西溝I及び南北溝1. IIなどに切られてい

るがさらに若宮大路に向かつて延びている。切り合い関係と覆士、遺物からみて、本調査地点の遺

構中最も古い段階のものである。

規模は幅3.5-3.8m、断面型は整ったV字形(薬研堀) を呈する。深さは遺構検出面から1.1m

前後ほどであり、底面の標高は東端5.95m、西端5.7mで西に向かつて流れていたと思われる。

覆土は概ね中世基盤層の黒褐色粘質土を多く含み、出土遺物からみて13世紀前葉まで遡らせるこ

とができる。また東端が若宮大路に向かつて延びてい くことが確認されており、 E軸付近の議中で

は、橋脚状の木組みを検出している。

東西溝E

D-F-3軸付近に位置する。規模は長さ6.3m、幅約30cm、深さ約20cmで、ある。部分的に土留

め板と木杭が打ち込まれている。底面はほぼ平坦である。

c 井戸

F-4の交点付近に位置する。遺構の確認面は黒褐色粘質土上面である。

掘り方は南北に比べ東西のやや長い隅丸方形を呈し、規模は上端で東西1.4m、南北1.25m、下

端は約80cmで、 i奈さは遺構確認面から1.7mであ

る。壁面は切 り立っており、断面は全体として箱

形に近い。覆土は上層が暗茶褐色土で、以下は青

灰色の主として砂質のもので、木片を多く含む。

d 井戸状遺構

井戸状遺構 1・2はG-5にあり、 2基が切り

合った恰好になっている。

井戸状遺構 1の規模は東西1.25m、南北 1m、 7.500m 

深さは遺構確認面から1.5mである。遺構の平面

形は楕円形を呈し、底面は平坦でなく丸みをも っ

て側壁に立ち上がっている。

井戸状遺構2の規模は東西90cm、南北 1mであ

る。深さは遺構確認面から1.4mである。底面は

ほぼ平坦で、側壁は切り立っており、断面形はほ

ぼ箱形である。

井戸状遺構3・4はG-3の交点付近にあり、

隅丸方形の井戸状遺構である。

井戸状遺構3の掘り方は南北85cm、東西80cmで、

ハ
U

nべU

4ライン

。 2m 

図14 井戸



ある。深さは遺構確認面から1.25cmで、底面で、は平坦で、ある。壁面は切り立っており、断面形はほぼ

箱形である。

井戸状遺構4は3の北側にあ り、掘り方は南北95cm、東西105cmで、ある。深さは遺構確認、面より

155cmで、ある。内壁は二段に落ち込んでおり、底面には円形及び隅丸方形の深い窪みが見られた。
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E-2の東域に位置する。一辺の長さが、東西60cm、

南北55cmで、ほほ方形を呈す。枠に沿って縦板が一部遺

存し、枠内には浅い掘り込みが認められた。覆土は上

層に灰層があり、下層に炭化物と焼土が堆積している。

南壁上には曲物底が置かれていた。上層遺構の調査区

a-西端では、建物に付随する形で良好な遣存状態の囲炉

裏遺構が検出されている。

以上黒褐色粘質土の中世基盤層上面で検出した下層

遺構について概要を述べてきた。以下、調査区北東隅

の黒褐色粘質土中で表出した多量の木材について若干 7.40m 白

一一一一一ー-a

触れることにする。

1 .灰層

2 焼土・ 炭化物

東西溝Eの東端の底面を精査していた段階で木材の

一部が確認されており、新たな遺構の存在が知られた。

その為に東西i韓日の調査終了後に黒褐色粘質土を掘り

1m 。
この木材の検出を行なった。これらの木材は下げて、

囲炉裏国16板材、角材、丸太材などで、

南北に置かれた丸太材の上下

2 

3 

H
ー

ー

には、直交する形で板材、角

材が折り重なった状態で検出

された。この遺構は出土遺物

を伴っていないため、年代観

かったが、少なくとも東西溝

である黒褐色粘質土中からの

Eより古 くしかも中世基盤層

出土であることは中世以前に

を知る手掛かりは得られな

遡りえる遺構と考えたい。

5m 

図17
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第四章 出土した遺物

1 舶載陶磁器 (図18・19、図版 9) 

南北溝、東西溝、井戸などから中国産の青磁、白磁、青白磁が出土している。 中でも建物 1の掘

立柱柱穴から吉州窯梅花天目茶碗、 下層遺構面上から定窯白磁鉢が出土している。

青磁碗・鉢・章

1は口径16cmで、ある。イ本部から口端部にかけて内湾しながら立ち上がる。外面は無文で内面には

蓮華唐草文を配する。素地は淡灰色を呈し粕|生が強し、。柚は淡黄緑色で透明。井戸出土。 2は口径

15.1cmで、ある。内湾ぎみに立ち上がる体部は口端部でやや外反する。外面は無文で、内面には 2条

の沈線、体部に飛雲文を配している。素地は灰色を呈し粘性が強い。柚は淡黄緑色を呈し透明。井

戸出土。 3は口径15.8cmで、ある。体部から口端部にかけて内湾ぎみに立ち上がる。外面は無文で、

内面には口縁に 3条の沈線、体部に飛雲文を配している。素地は灰色を呈し粘性が強い。紬は淡緑

色で透明。東西溝H上層出土。4は口径12.2cmで、ある。体部の内湾が強く全体に丸みを帯びる。外

面は無文で内面に蓮華文を配する。素地は暗灰色を呈し粘性は強い。粕は暗緑色で透明。東西溝H

上層出土。5は口径14.5cmで、ある。体部は口端部でやや外反する。外面は無文で内面に 2条の沈線、

飛雲文を配する。素地は灰色を呈し粘性が強い。粕は淡黄緑色で透明。東西溝H上層出土。6は底

径5.7cmで、ある。内底面に蓮華文を配する。素地は灰色を呈し粘性が強い。紬は暗緑色である。E

-3区下層遺構面出土。 7は底径5.9cmで‘ある。内底面に蓮華文を配する。素地は灰白色を呈し粘

性が強い。粕は淡緑色である。E-4区下層遺構面出土。 8は底径5.7cmで、ある。内面に蓮華文を

配する。素地は灰色を呈し粘性が強い。紬は淡緑色で透明。東西講E下層出土。 9は口径15.8cmで、

ある。イ本部は内湾ぎみに立ち上がる。外面は無文で内面には飛雲文と櫛掻きを配する。素地は灰色

を呈し粘性が強い。秘は淡緑色で透明。東西海H下層出土。 10は口径10.7cm、底径4.4cm、器高2.4cm

である。内底面には櫛掻を配する。素地は灰色を呈し粘性が強い。粕は淡青緑色で透明。E-2上

層遺構面出土。11は口径12.7cm、底径 5cm、器高3.2cmで、ある。口端部はやや外反する。外底面は

墨書があるが、判読はできない。内底商に花弁条のスタンプが配される。素地は灰色を呈し粘性が

強い。粕は淡黄緑色で透明。G-1 . 2区下層遺構面出土。12-21は蓮弁文である。 12は口径9.8cm

である。内湾して立ち上がる外面に蓮弁を配する。素地は灰白色を呈し粘性が強い。紬はi炎青緑色

で透明。南北溝H下層出土。13は口径lOcmで、ある。素地は灰白色を呈し粘性が強い。紬は淡緑色で

ある。E-3区上層遺構面出土。14は口径12.4cmで、ある。外面に細い蓮弁を配する。素地は灰白色

を呈し粘性が強い。紬は青緑色である。南北講H出土。15は口径12cmで、ある。素地は淡灰色を呈し

粘性が強し、。紬は青緑色である。南北溝E出土。16は口径14.9cmで、ある。素地は灰白色を呈し粘性

が強い。柚は青緑色である。南北溝H下層出土。17は口径16cmで、ある。素地は灰白色を呈し粘性が
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強い。紬は青白色である。南北溝H下層出土。18は口径2l.3cm、底径10.7cm、器高4.9cmの鉢で、ある。

内面は無文で外面に蓮弁を配する。素地は灰色を呈し粘性が強い。紬は青緑色である。E. F -3 

区下層遺構面出土。19は底径9.4cmである。素地は灰白色を呈し粘性が強い。 紬は青緑色である。

上層遺構面出土。20は口径21.6cmで、ある。内湾しながら立ち上がる体部が口端部で強く外反する。

素地は灰色を呈し粘性が強い。柚は青緑色で透明。南北溝E出土。21は底径4.1cmで、ある。素地は

灰白色を呈し粘性が強い。紬は淡緑色で透明。南北溝E出土。35は口径5.5cmの小型の無頚査で、ある。

素地は灰白色を呈し粘性が強い。紬は青緑色で透明。南北溝E下層出土。

白磁碗・皿

22は口径12.2cmで、ある。口端部が軽く外反する。素地は白色を呈し粘性が強い。紬は透明。南北

議E下層出土。23は口径13.9cmで、ある。口端部が外反し、内面に l条の沈線が廻る。素地は白色を

呈する。紬は透明。南北溝H出土。24は口径12cmで、ある。素地は白色を呈する。紬は透明。上層遺

構面出土。25は口径1l.5cm、底径6.3cm、器高3.2cmでLある。内碗しながら立ち上がる体部は口端部

で大きく外反する。素地は灰白色を呈する。南北議E下層出土。26は底径8.4cmで、ある。底部まで

厚く粕がかかる。素地は白色を呈する。 粕は透明。南北講E出土。27は底径6.4cmで、ある。素地は

白色を呈する。28口径10.2cmで、ある。素地は白色を呈する。粕は透明。南北溝E出土。29は口径 9cm 

である。口端部はやや外反する。素地は白色を呈する。 E-2区上層遺構面出土。30は口径9.9cm、

底径6.4cm、器高1.8cmで、ある。口端部はやや外反する。素地は灰白色を呈する。紬は透明で、厚くか

けられている。E-3区上層遺構面出土。31は底径5.4cmで、ある。素地は灰白色を呈し粘性が強い。

紬は青白色である。 F-4区上層遺構面出土。

青白磁皿・合子

32は底径3.4cmで、ある。薄い器壁で素地は白色を呈する。南北溝H出土。33は口径5.4cm、底径 5cm、

器高 2cmの合子で、ある。素地は白色を呈する。柑は白色で透明。建物 2出土。34は口径6.5cm、器

高2cmの合子葦で、ある。上面に唐草状の文様を配する。素地は灰白色を呈し粘性を強し、。紬は青白

色を皇し粘性が強い。上層遺構面出土。

吉州窯梅花天目茶碗

36、口径1l.6cm、底径4.2cm、器高4.4cmで、ある。体部下半と高台は箆状工具で削り出されている。

口端部内面に段差が付き、黒色の梅花文様が付く 。素地は淡灰褐色を呈する。粕は外面の上半に黒

粕がかけられる。上層遺構建物 1柱穴 3出土。

定窯白磁鉢

37、法量は小片のために不明である。全部で3点出土している。まっすぐに立ち上がる体部の内

面に蓮華文を配し、外面に輪花状の切れ込みが見られる。素地は白色を呈し粘性が強い。A.B-

2区上層遺構面出土。
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2 国産陶器 (図20・21・22、図版10)

国産品には山茶碗、山皿、 常滑、渥美などがあり 、上 ・下層遺構の包含層や遺構から出土してい

る。

山茶碗・山皿

7・8は渥美系の山茶碗、山皿である。胎土は粗胎。無紬で素地に石粒や砂を多く交え暗灰色を

呈する。妬器に近い質感のものである。7は口径14.2cm、器高5.2cm、底径 7cmで、ある。底部から

やや内湾して立ち上がり、口縁で外反ぎみになる。口唇肥厚し、端部が縁帯状になる。底部は糸き

り後低い高台を貼り付けた籾高台である。 8は口径8.7cm、器高3.1cm、底径4.1cmで、ある。7と同

様に内湾ぎみに立ち上がり、口縁部や外反し、端部外側が縁帯状を呈する。カーボンが付着してお

り、燈明皿として使用している。7は建物2、8はG-1・2区下層遺構面から出土している。

渥美

15-17は渥美窯の斐で、東西溝H出土。胎土は精良土で砂粒を含む。焼き締り粘性が強しミ。色調

は灰褐色を呈し袖薬の刷毛塗りが見られる。

15は口縁部片で端部を下方に折曲げている。16は口縁ー頚部片である。頚部はくの字に外反し頚

部と肩部の接合部に指頭痕を残す。口縁部折り返し上部に沈線状の軽い窪みが付く 。17は口縁ー頚

部片で頚部は大きくくの字に外反する。頚部と肩部の接合部に強い指頭痕を残す。東西溝E上層出

土。

常滑

出土妬器の中で最も多く出土している。そのほと んどが大歪である。この他に査、担鉢が出土して

いる。

9は口縁~頚部片。口径49.5cm、外方に折れた口縁端部に軽く上方に引き伸ばした縁帯が付く 。

内、外面に淡緑色の降灰が見られる。岩石質に焼きあがっている。10は聾口縁~肩部片。口径39.6cm、

口縁部は直立ぎみになり、 N字状に折曲げた縁帯が付く 。外面に灰緑色の降灰が見られる。胎土は

砂を含む粗胎。南北議H出土。11は歪口縁ー肩部片で、N字状に折曲げた縁帯が付く 。端部と外面

に淡緑色の降灰。胎土は長石、砂粒は含んだ粗胎である。南北溝I出土。12は斐口縁部片。端部上

縁に凸帯が付く 。胎土は粗く岩石質で、 長石、砂粒を多く含む。外面に灰緑色の降灰がある。E-

1区下層遺構面出土。 13は口縁ー頚部片。外方に折れた口端部に、上下に引き伸ばした縁帯が付く 。

内面に淡灰緑色の降灰が見られ、 胎土は粗く長石、砂粒を多く含む。E-3区下層遺構面出土。 14

は輩口縁~肩部片。端部は僅かに上方に向く 。胎土は灰色で岩石質に焼きあがっている。外面に暗

灰緑色の降灰が顕著である。E-4区下層遺構面出土。18は鳶口査である。口径6.4cm、器高9.2cm、

底径8.2cmで、ある。口縁部に箆押しした片口を残す。底部から緩やかに聞き、肩部の張る形で肩部

に1条の沈線が巡る。頚部はくの字に外反し口縁から肩部にかけて灰緑色の厚い降灰が見られる。

表土掘削中出土。
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握鉢

lは片口が付き口径36.2cmで、ある。口縁は丸み

を帯びやや肥厚する。胎土はきわが粗く、灰黒色

を呈す。G-3区上層遺構面出土。2は口径29cm、

口縁は丸みを帯びやや肥厚する。胎土は粗く岩石

質で灰色を呈す。F-3・4区上層遺構面出土。

3は片口が付き口径29.4cm、器高12.6cmで、ある。

口端部は丸く外側直下が肥厚する。胎土は灰色で

岩石質を呈す。F-2区下層遺構面出土。4は体

部下半ー底部片。高台は薄く、外反している。胎

土は大粒の砂礁を含み、灰色で粗い。E-3区上

。
10cm 

図22 常滑鳶口重

層遺構面出土。5は口径28.6cmで、ある。口縁部はやや肥厚し、端部に沈線を巡らす。胎土は岩石質

で、灰色を呈す。南北溝 I出土。6は口径30cm、口縁部はやや外反し端部を丸くおさめている。胎

土は灰色を呈し、岩石質を多く含み粗い。南北溝E出土。

3 土器及び土製品 (図23-26、図版10-12)

手熔り

1 -3は瓦質の鉢形を呈した手熔りである。側面観は逆台形を呈 し、底部は砂底である。外傾し

た側胴は口縁に到り肥厚する。 1は口径42.5cm、器高9.4cm、底径31.7cmで、ある。口端部は内側へ

張り出す。外面は指頭痕と横位のナデを施す。南北溝H出土。2は口径42.8cm、器高1O.3cm、底径

32.5cmで、ある。口端部は内面に張り出す。外面胴中位には指頭痕と木口状工具によ る縦位の掻きナ

デがある。南北溝H出土。3も鉢形の手焔りである。南北溝I出土。

瓦器

4は口径10.7cm、器高3.1cmで、ある。胎土は精良、 全体に黒灰色を呈す。内面に横位の暗文が巡り 、

内底面に菊花文が描かれている。外面下位に箆の押込みで輪花状を呈する。F-4区上層遺構面出

土。5は口径9.7cm、器高3.3cmで=ある。胎土は精良で、あり 、炭素吸着が不完全の為か灰白色を呈す

る。内面及び外面上端に横位の暗文が巡り、内底面に菊花文が描かれる。輪花状を呈する。F-3

区下層遺構面包含層出土。

白かわらけ

7 -10は口縁を内折れにつくる小皿で、ある。口径7.6-7.9cm、器高1.2-1.4cmの手控ね成形で、あ

る。外底面は指頭痕をとどめている。7はF-1区下層遺構面上、 8・9はE. F -3区下層遺構

面包含層、10はE-4区下層遺構面上から出土。11・12は小型の手担ね形成の皿である。 11は口径

8.5cm、器高2.3cm、12は口径 9cm、器高 2∞lで、ある。共に胎土は精良で、、 乳白色を呈す。口縁部は

ハU
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やや丸く内湾気味である。13は口径13cm、器高3.8cmで、胎土は乳白色を呈し、精良で、ある。外底面

は指頭痕を残し、外面上半は横位のナデを施す。12は建物 2、13はE'F-1・2区下層遺構面上

出土。

6は早島式土器の碗である。口径11.7cm、推定器高3.7cm、胎土はやや砂っぽく小石粒を含み、

焼成は良好である。胴中位にやや弱い稜を造り、口縁は外反気味になる。南北海E出土。

墨書・穿孔かわらけ

14・15は墨書かわらけである。14は口径7.8cm、器高2.8cmでL内底面と側壁に菊花文様を配し、そ

の聞に唐草文様を描いている。外側壁にも文様がある。E-3区上層遺構面包含層出土。15は口径

8.2cm、器高l.4cmで、平仮名の墨書とも考えられるが判読できなかった。南北講E下層出土。

16・17は焼成後に穿孔されたかわらけである。16は中央部に1.3cmの孔を持つ。 17は手担ねかわ

らけで、中央部の穿孔は途中で終わっている。G-1・2区下層遺構面上出土。

かわらけ (図24-26、図版 ー )

かわらけは南北溝1. IIや東西海Eなどの遺構に伴って良好な資料が出土している。以下、上 ・

下層遺構面の各遺構による大別に沿って述べていくこととし、記述は各遺構で出土したかわらけの

形態の主たる傾向について説明しておきたい。

南北溝1. n出土のかわらけ (1-42) 

この溝に伴って出土した遺物は手担ねかわらけを一点含む以外はすべて聴纏成形によ るものであ

る。

南北溝I

大型のものは器壁がさほど内湾しないもの(2・3)と、器壁が内湾するもの(1 )があり 、底

径はやや小さめである。小型のものは全体に器高が低く、底部壁がやや薄くなる。(22-25)。

南北溝E

大型のものは口径が12.4cm-13.3cmで、器高が3.5cm前後のもの (4-20)、小型のものは口径が

7.7-8.5cmで、器高がl.5-2 cmのもの (26-45)である。この他に極小ともいえる口径4.6-5.2cm、

器高0.8-1 cmのもの (45-52)がある。大型のものは全体的な特徴として、器高がやや浅く器壁

は厚手で内湾傾向を示しているが、底部壁は若干薄くなる ものが大多数を占める。小型のものは全

体的に内湾傾向を示し、器高は低めであり大型品同様に底部壁がやや薄手に作られたものが多く見

られる。21は中型の手控ねかわらけで、口縁端部が丸く稜の弱い厚手のものである。これは混入品

であるかも知れない。

建物2出土のかわらけ (53-62)

すべて擁擁成形のものである。大型のものは53以外すべて器壁全体が厚ぼったくなり、 全体的に

内湾傾向が強い、 口径 ・底径比が少ない。器高の深いもの (54・55) と、浅いもの (56・57)があ

り、口径は13cm前後で、ある。小型品は器高が低く 、器壁が内湾するが、口径 ・底径比が大きいもの

(58-60・62) と、口径 ・底径比が少ないもの (61)とがある。
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井戸出土かわらけ (63-66)

小型の擁櫨成形のかわらけ 1点以外はすべて手控ね形成のものである。糠櫨成形のもの (63)は、

器高が低く、底径が大きくて直線的な器壁を持っている。手担ね成形は中型で口端部がさほど尖ら

なく、体部の稜が不明瞭なもの (66) と、 小型で、外底部中央が窪み、体部の稜の弱し、もの (64)と、

体部の稜が強 く口端部が尖るもの (65)がある。

東西溝I出土かわらけ (67-70)

聴磁形成と手控ね成形がある。小型の線櫨形成 (67)は体部直線的で、内底面が厚くなる。手担

ね成形の大型 (68) は体部の稜が強く、口端部が尖る。小型 (69・70) は体部の稜が強く聞き気味

に立ち上がるもの (70) と、稜が弱く 口端部を丸くしたもの (69)がある。

井戸状遺楕 1出土かわらけ (71-74)

すべて手担ね成形である。大型 (71・72)は大部に稜をもち、口縁部に沈線状の凹線が巡り、口

端部は尖る。小型 (73・74)は口縁部に沈線を巡らす (73)と大部の稜が強い (74)があり 、とも

に口端部が尖り、外底部中央に窪みが見られる。

東西溝E出土かわらけ (87-110)

溝中の上 ・下層からは、聴車庫形成と手担ね成形のかわらけが出土している。

上層出土 (87-100)の鞍櫨形成のかわらけには、内底面及び休部内外面に穂櫨痕を顕著に残し、

底部糸きりの糸目が粗く 一部に静止糸切りが認められる。大皿の深いもの (87・88) と小皿で、底部

が厚いもの (89・92・93)がある。(94) はこれらと共通する幾つかの特徴を兼ねそなえているが、

内底面に横位のナデ調整が施され、外底部に板圧痕を残す点で異なる。また口径と底径比が小さく

立ち上がり気味の大部をもつもの (90・91・95)がある。 (95) は口端部を擦っており、内底面に

は糸切り痕を残す。

手控ね成形のかわらけには、大型 (96-98) と小型 (99・100) に分けられる。大型のものはす

べて大部に明瞭な稜を持ち、口端部が尖り、内面は内底部に横位ナデ後、体部内面を横ナデする。

(96)は厚手である。(97・98) は薄手で底部が平底状を呈する。小型は大部の稜が顕著で、口端

部が尖る。

下層出土(101-109)の糠轄成形かわらけは、上層で出土した (88・89)と同じ大皿の深いもの

(101)と、 (93) に代表される小肌の底部が厚いもの (102)がある。また器形は (89) に類似す

るが内底面中央部に横位ナデを施し、底部糸きりの糸目が細かしりj、皿 (105)がある。この他に器

高が低く厚手で底径の大きな皿 (103・104)がある。内底面は粗い横位ナデを施し、底部糸切 りの

糸目は細かい。

手控ね成形のかわらけは、大型(106・107)と小型 (108・109) に分けられる。大型は器壁がや

や薄く 、器高の低い底部平底状を呈し、口端部は尖るが、体部の稜線は不明瞭である。内面のナデ

は (96-98)と同じであるが、焼成は甘い。小型は体部の稜が顕著で口端部を尖らす。焼成は甘い。

図25(76-85) は下層遺構面上から出土したものである。
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4 金属製品 (凶27・28、図版)

I 野沓 〔のぐっ〕

外国の外側は銅の薄い板で、芯は鉄製である。銅板の縁を折曲げて鉄芯に巻き付けて被躍 してい

る。長さ23.9cm、中央部の幅2.8cm、厚さ約 4mmて、ある。左右対象形で|向端は兜の鍬形先端の形に

似る ・問端にはそれぞれー孔の目釘孔が穿たれている。南北溝H下層出土。

野沓は湾具である。鞍の下に敷かれる切付の保誰と跨がるJtの滑りを良く するために、 切lJの下

部に付けられる金具である。

( ~ミ Jζ三~

ヒ士二コ;，.~ 
3 

4 

A
H川
川
川
川
川
川

U
I 。 lOcm 

図27 金属製品
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1 筒元通宝 同左 2 戚平元宝 3.祥符元宝 3-b 

ゆ 信議 争
3-c 4.祥符通宝

5 .天鵡通宝
5-b 6 景祐元宝

，ιτ支i:l:.l勘

。C診
6-b 7.至和元宝 8.至平日通宝 9.嘉祐元宝 10.治平元宝

11.烈寧元宝 11-b 14.紹聖元宝 12.元豊通宝 12-b 

12-c 13 元祐通宝 13-b 13-c 15 聖宋元宝

15-b 15- c 16.大観通宝 16-b 16-c 

図28 出土古銭拓影
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主主 f通 時代 初鋭 尚北様 I 南北W;;日 ヒ居 その他 イTU十 備 .~ 

開元通宝 P干 621 2 加T$:12̂(!)

2 Iri!(平元'主 北米 998 

3 祥n元宝 北米 1008 3 4 

4 祥符J並宝 北:，t-': 1008 

5 天候J並宝 北米 1017 2 2 力ILI銭A(!)

6 i日;祐:lL:宝 北米 1034 2 建物 21!)、川1.1銭AB(2) 

7 :全相15e宝 北米 1054 1JILIJ:12A(]) 

8 :宇和通宝 北米 1054 

9 嘉祐元宝 北米 1056 

10 治:-y元宝 jヒ米 1064 

11 即日寧元主: 北米 1068 2 )JII ~ 1 主主BII)

12 7C笠通宝 北米 1078 2 3 

13 7C祐通宝 北米 1086 2 4 

14 tfi聖元宝 北米 1094 l 

15 m主I米九7一じr玉」 jヒ司王 1101 4 4 

16 大観通宝 北米 1107 2 3 東開講 日(1)

25 5 2 33 

※ 力[I~1銭は、AがJ/抗手、 BがイL

表 I ，'L¥士山銭一覧表

2 飾り金具

銅製の分銅型の金具である。 7ヶ所孔が穿たれ 2ヶ所に釘が残る、 弧を描く !討縁に花弁が刻 まれ

る。用途は不明である。東西海H下層出土。

3 火打ち金

鉄製で、長さ約 7cm、幅2.3cm、厚 さは上部で 1mm、下部で3.5mmで、ある。組通しの干しが lケi~r \，þ 

たれている。 F-2区下層遺構而上出土。

4 短万

刀長20cm、柄長12.8cm(茎 9cm)、刀幅2.4cmで、ある。万長と茎の境には刃区、棟区が十jく。反り

はほと んどつかず、万の両面には鏑筋がない平造りの短刀である。東同溝 日下!再出土。

5 鎌

鉄製で三 日月形である。内側に刃が付 く。 F-2区下層遺構面上出土。

6 銭

遺構、遺構面から33枚の銭が出土している。そのほとんどが南北i持日からの出土である。 2枚の

開元通宝の他はすべて北米銭である。
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5 石製品・骨貝製品 (図29、図版13)

硯 (1-4) 

5点出土しているが、 1を除いていずれを粘板岩製の長方硯である。

lは滑石製で実用性はな く、雛形であろうか。中央部に鉱物の突出がある。E-2区下層遺構面

より出土。

2はj古j縁及び海部は欠損しているが、 i毎音11が狭ま る台形型のものであろう。陸部中央はかな り磨

滅して凹而を主す。E-3区下層遺構面包含層 より出土。

3は2と同様の台形を是す形で、周縁に波状の文犠を彫っている。建物 2より出土。

3は出土した 5点の中で、は最も大型のもので裏耐には線彫の沈線がある。南北議Hより出土。

砥石 (5-9) 

5は長方形を民し、厚い板状のもので、片方向がかな り磨滅して薄く なっている。両側面も研磨

されている。比較的硬質の砂岩質の石材で、荒砥に用いられたものか。建物 2より出土。

6は硬質の泥11&製で、長方形を呈し、板状。砥而は極めてなめらかで、裏面は比較的研磨が弱い。

側而は鋸断の痕跡、が認められる。仕上げ砥に用いられたものか。南北溝Iより 出土。

7は凝灰日;製で、長方形を呈すO 中心部がかなり摩耗しており、側面も良く研磨されている。中砥

に用いられたものか。 r~j北議 日 よ り出土。

8は硬質のJ挺!天料製で、比較的大きな石材から作られた ものか。中心部に向かつてかな り摩耗し

ている。1!!1J[自jも良く 研磨されている。荒砥に用いられたものか。E-2区下層遺構面よ り出土。

9は硬質の泥岩製。仕上げ砥に用いられていたも のと思われるが、紙面にV字の議状におい哨リ痕

がある。1WJ-r剖及び裏rfrIの研磨はごく弱し、。E- 1区下層遺構面より出土。

滑石製鍋 (10)

口径15.4cm、器高8.4cmで、ある。r骨石製鍋としては比較的小型のも のである。底面は剥離 してい

るが、その[ftIにも煤が付着しており、底面剥離後も使用されていた可能性がある。口縁部外周に小

槌状のレリ ーフ を装飾的に 3ケ所施しており、ごく特ー異な資料である。南北禅E下層より出土。

骨製品 (11-17)

11 . 12共に鉾。南北講Hより出土。13は南北議Eより出土。鉾の先端を削 り二次的な加工を施し

て転用したものか。用途は不明である。14もこれとほぼ同棟。E-3区上層遺構面より出土。15は

針状に力ruされた製品である。一方の先端は欠損しており 、用途は不明である。 南北溝H最下層よ

り出土。16は1ft角と覚しき ものを、部分的に滑らかに研磨 しており、製品に加工する途中のもので

あろ うか。G-1区下層遺構凶包含層 より出土。17は16と同様に鹿角を製品に加よしする途中のもの

か。v字形の鹿角を角柱状に削っている。E-2区下層遺構而より出土。
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貝製品 (18)

!字さ 2mm弱、直径約2.5cmのほぼ円形に加工された製品である。表は光沢を持ち、裏面は貝日JLを

残す校度に弱く削られている。 E- 1区上層遺構面より出土。

6 漆器・木製品 (凶30・31、凶版14)

漆器 (凶30-1 -10) 

小)'，-は多く出土したが、比較的残存状態の良い物を載せた。なお、ここに挙げたものはいずれも

祉目材を用いて作られた製品で、 黒漆を地として木地に直塗りをしている。

lは碗で、土圧によりかなり歪みを正じている。おおかたの法量は、 口径14.9cm、器高 5cm、底

任6.8cmで、ある。 内外iiliに朱漆で、格子、菊花の文様を施している。輪高台で休部への立ち上がり

はなだらかである。南北溝Hより出土。 2は皿で口径9.8cm、器高1.2cm、!ま径7.9である。|付成!面

に朱漆で菊花の文様を描いている。外面の文様は、剥がれ落ちたものか明瞭でなし、。総高台状に残

した底面iを削って上げ底夙にした、薄手のもの。建物 2よりげl土。 3は1[!lで口径10.9cm、器IGziは概

ね2.5cmで、ある。 内外面に朱漆で萩 ・染 -IZの文様を描いているが、小片のため全体の図柄構成は

知りえなし、。高台部は欠損しているが、輪高台をなすものと観察される。南北j韓日よ り出土。 4は

皿で口任9.9cm、器高1.5cm、底径7.6cmで、ある。内底Uiiに米漆で、施文されていた痕跡があるが、磨

滅しており凶柄は不明瞭で:ある。松高台で、底而を粗 く削って僅かに上げ底風にしている。 E-2

区遺構i町包合l肩より出土。 5は椀の低音1Iを花弁状に力11工 したもので、底径7.8cmで、ある。内!まiffiに

は米漆で花弁が描かれている。この中心部を穿ち、制部を削って台状にしている。欠損も見られる

が、 8弁をなしていたものであろうか。用途は不明である。 E-3区下層遺構面より出土O

6 -10は無文の椀 ・1J1lである。

6 は腕で底径7.7cm 、 気候は概ね6.5cmで、ある 。 木地の仕上げは比較的粗く ì~1jられており、漆も J埠

く施されている。総高台で、底面iを削り 窪められ、胴下部の器肉は厚し、。南北議H下層よ り出土。

7は椀で口径14.4α11、器高 5cm、底径 7cmで、ある。輪高台を持ち体部中程に3条の凹線が巡ってい

る。器肉は薄手で、漆は比較的厚 く塗られている。 E-2区下層遺構而包含層より出土。 8は1lllで

口任12.9cm、器高3.2cm、h'(符6.9cmで、ある。 輪高台で器|勾は薄し、。j奈は厚く塗られている。 E-3

区下層遺構面より 出土。 9は椀で底任7.4cmである。高台の形態は 6に近似しているが、胴下位か

ら胴部にかけての器肉の厚みが比較的均等である。底面に円形の圧痕が見られるが、聴櫨痕であろ

うか。東同i持Hより出土。10は胴音1¥から口縁部が欠損 しており口径、器高共に不明の椀である。極

めて特異な器形で、!戊斉1¥が丸く削られる。 胴下位は段茶を削 り出している。東西溝 口より出土。

栴 (凶30-11、 12)

2点ともいずれも黒漆塗りの積櫛で、南北講 Iより出土している。

11は欠損のため幅は主"り得なし、。棟の尿みは、約 9mm、I病問は約 2mmと組し、。12は幅8.5cm、棟
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のりみ 9mmで、ある。棟が!よくその両隅を切り落とした六角形別で、市内遺跡出土の備としては非常

に珍しし、o I~ìl自j にごく後Jである 。

人形 (凶30-13)

こけし状の武人像で、ある。烏帽子の先端部は欠出している。*11し哨IJりで成形され、 )J先で浅く!日、

目、口を削り込んでいる。東丙祷日より出土。

棒秤 (1三130-14)

棒状に削られた木製品で、 i去さ 18.7cm、最大任1.1cmで、ある。約1.4cmの間隔に大きな目盛りが刻

まれ、さらにその間を四等分する小さい目雌りが主Ijまれている。先端から 1-3.3cmの問に 3ケ所

の穿孔があり、先端;f〕.りの 2孔が貫通している。

先端よりの 2イしに利1を通してJll1に下げ、残りの l孔にもfdtを通してこれを支点として用いたもの

であろうか。土峨 1より出土。

墨書木製品 (1究131一 1-5) 

l は:L.，f:さ 62cm 、 i比大 ~JM3 .4cmで、ある。上音liを主頭状に削り、下部を先細りに した礼状のもので、

川 IÍli に思弐:がはられる 。 rÎ~Jχは「見」、「法」又は「従」と覚しき 二字が比較的明瞭であり、こ

の上下にも出子?の痕跡が認められるものの判読は難しく、従って三字の意味も不明である。リ〈内海

によりけ'1:1.0

2はiとさ 16.3cm、紋大幅2.3cmである。上部"JlliJ端に切れ込みを入れ、 F音1¥は先制りにi'ilJったもので、

前札として用いられたものか。芸者:は判読できなし、。南北i品I下回より出土。

3は似の本米の大きさは欠損のために知り得なし、。片l自lに嬰書が見られる。嬰告は比較的明瞭で

あるが、文字であるか、戯画的なものであるか判断できなし、南北溝口下層出土。

4 は耐2.5cmで、土古lí を j~頭状に整形しその阿1WJ に二ケ所ずつの切れ込みを入れる、紋僻ÍL;。 出

子jは 'i付記釈迦」と見える。裏i白lには，字書はなし、o *附議H下層より出土。

5は何34.1cm、りさ約 3mmの似lこ「田J '日 J 'ー」状の明書がはられる。文字というよりは符ひ

として用いている 11]"能性が強く、呪符であろうか。表1f1iにも思弁があるが不鮮明で、判読はで、きない。

7 その他の遺物 (凶版15)

ぷ:J1i'ばIJ41!!1J、E'~Ih より同の凋ft区で出土した主な遺物について記すことにする 。 なお、定R'iの白

磁については出土した遺物 l舶載陶磁器(凶19-37、凶版 9-9) に凶示したO

和鏡 (3) 

B -3 Ix~ 下!村遺構 1111 上 /li合同町土。 1[~::.'~:松館蝶鏡。 lúl任 llcm、治j さ 0.8cm、外区任10. Zcm、|付民

作8.2cm、キIf附 2cmをil!lJる。紺!併は菊花丈状に作る。丈繰は内外区に -Nの鶴と蝶がIrlJかい介って

配され、松が界線を1)(んでj坐っている。

鏡箱葦 (2) 

:11 
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8-4区下回遺構IAI上包合!民間土。錫蒔絵の鏡箱蓋である O 直径12.1cm、|付・外面に蒔絵を描く 。

外|自lの文係は大半を欠くが力強い祭運びで、黒j奈地に流水丈と波紋を描いている。内而は水辺の小

向に市水が'1'.え、 7Rに!罷が飛ぶ姿は、自然、の空間を構成し事i詑さが加わっているようである。同縁

には上葉のrnj起の1史跡、がはられた。

双六盤 (1 ) 

8-4区上層遺構1M上11'，土O

!iiさ1cm;f'j'の祉日付を使用した双六階である。半凶iを欠損するが、復元可能で、あり、縦35.8cm、

償27cm紅をiWJる。表1(11の盤中央部に「※」印を入れ、左右を均等に六つ割りした線彫に塁入れされ

ている。去Ifriには 「控六喬也・・・ A'S為・・」・花1111 のlE書が認められる。この望書はおそらく、

双六位の作者の手によるものであろう 。遺存する双六盤の四隅には木釘穴が穿たれており(一部水

釘千fり)、計i物のこしらえと思われる。

鞍 (4) 

0-2区下層J針転ili上包合同出土。蝶制造軍鞍の後輪nーである。後輸の11二才一上背11が残存し、幅16cm、

高さ 10cm、下部JV4.5cmをiWJる。県漆による地にキHIかな螺銅を飛雲丈状に11占り付けている。欠損凶i

は焼け焦げている。

珠玉 (5 ) 

Aー li><:下層遺構 lilI土柱穴/P，土O 十元製の数珠は大・小31点出土した。大別のものは 1点で直待

2 cm、りさ 6mmで、あた、小)¥'/のものはi白j壬1.2-1.4cm、114さ5mmを測る。形状はti盤玉を早し、中

央に小さなイしをもうける。
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第五章 ま と

上 ・下層遺構の年代観について

上層遺構

め

この面で検出した遺構は、南北に走る木組溝(南北溝1. n) ・柱穴手IJ (柱穴1iJl-3)と、そ

れに直交又は平わ方向に位置する建物(建物 1・2)や講(調奈区北峨直下) などである 。 南北i~~

1 . nは木組の構造や規模から推察して、若宮大路の側溝(西似11) と考えられる大講であり 、この

西側肩上で検出された柱穴91J1 -3は、大講側i非とセ ソト になる柵列又は塀と いった構築物が想定

されよう 。南北講 1. 11の構築方法は逆台形の箱状に掘った基底部の両側に納穴をもっ角材を、各

柄穴の位置が対応するように平行して置き、両側に納のある束柱の各材を建てて、その裏側に横紋

を並べて土問めとしている。束材の上部(下部にも使用か)にはいj部への倒壊を防止する為の梁(突

張り)をわたした構造を持っていた。また南北溝1. 11は後代の改修や削平により壊されているが、

南北議H検出の束材(角柱)の長さから推定して、大路側溝の深さは150cm程になる。議肩は現在

の若宮大路歩道の標高とさほどかわらない高さまであった と推測される。この大路側溝の構造は、

~~ヒ野天神縁起』註 1 の菅原是善邸前の溝や『蒙古襲来絵詞」註 2 の安達泰盛邸前~-の溝などに出てくる
木紺議と似た構造を持っており 、当時の講の構築方法の一端を伺い知ることができた。

建物 2は地而を浅く掘り込み、板を網代に組んだ側壁に立ち上け、た建物で、中に 2間X2問の柱

穴が見られたことは、その構造から見ていわゆる方形竪穴建築跡とは異なった尉住施設と考え られ

る。

この上層遺構に伴う遺物は、蓮弁文青磁 ・口冗白磁JIll等が多く、またかわらけは厚手で器高の低

いものが中心である。新干年代的に混乱しているように思うが、こ ういった諸様相は、およそ14世

紀前半代を前後した年代が考えられる。

下層遺構

上層遺構下から確認された遺構群のすべてを、この下層遺構出 (中世基盤層上)で検出した。こ

の而で検出した遺構は銅立柱建物(建物 3・4) ・溝(東四溝1. 11)や井戸 ・井戸状遺構 ・囲炉

裏なとである。

建物 3・4と東西溝 [などの遺構は、若宮大路を基調1，とした地割 り(街割 りか)の方向性を持っ

ており 、この地割りは先述のごとく上層遺構にも踏襲されていた。 しかし調査区北端検出の東丙講

Hは、軸方位が岩宮大路を基軸とした地割りの方向性とは異なる遺構である。この様は黒褐色粘質

土(中|止基撚層)をベース にした締まりの強い覆土で、出土する造物から見て も概ね13世紀前葉ま

で遡り.得る遺構であることは、若宮大路の整備や計画的な街制りが形づくられる以前の様相を示し

ているのかも知れない。

開炉裏は小型の方形を呈するもので、板来日の下部構造のみが検出された。l剖炉裏に関しては、未
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幸R{+;-分の調査区内端の上層遺構で建物に伴う例を含めて 3基の遺存状態良好なものが検出されてい

る。この囲炉裏の構造は、四隅に支柱 (杭状に打ち込む)を建て、各支柱に横桟を囲桁状に波す。

横桟の内に売し込む形で縦板を横に並べている。本例もこれに近い構造を持っていた囲炉裏と思わ

れる。

この下層遺構に伴う遺物で、舶載陶磁器の主体が龍泉窯系劃花丈碗と|司安窯系梢l描丈皿にあり、

国産品で、は渥美や常滑斐の口縁に縁帯を持たずに、口端部を上万へつまみだしたものである。かわ

らけを見ると、手担ね成形は薄手で器高のm:いもの、体部下半に強し、稜をもち口端部が尖るもの、

休部稜が剥く丸みをもつものなどがある 。 聴櫨成形は内底i面無調整で線韓日の ~gl しリ底部が高台状に

残るもの、器高が{氏く!反伐の大きなものや、体部に強い丸みをもち底部の厚いものなどである。こ

ういった出土遺物の諸様相は、およそ13世紀前半~中葉を中心とした年代が考えられる。

以上簡単に上・下層遺構の年代を述べてきたが、本地正点点り~:の中世伊計iそ7遺構群は1日3世紀-14世紀中葉頃に

1件;

若宮大路側j溝著について

ここで、は本地点東端で、検出した若宮大路側溝と思われる木組大溝の規模などについて触れ、さら

にこの様と似た構造を有した溝が周辺の発侃調査によって傑認されており、この点も含めて茄干述

べて行くことにしたい。

まず本地点の南北議 1. nについてみる。南北議 1. n の l隔は、両角材問の芯々でì~1jると、 I が

約270cm 、 H が約300cm程になり、これは}~寸に直すと I が 9 }亡、 Hが10尺(1丈)となる。深さは

Iが不明であるが、 日は束材の高さから150cm程で、あり、約 5尺ということになる。

つぎに凶32を見ながら本地点検出溝と、 B-E地点(本報告のみの仮称、)の木組講を対比させて、

若;守大路の幅員や街割りについて触れたし、。五目大路の幅員は本地点の側溝東肩(肩は角材の意味

であり、以下同様)から C . D (雪ノ下一丁目327-7・同371-1地点)地点で篠認された側溝西

肩までのMfi.l維が33.6mであり、中')112尺 (11.2丈)となる(現在の幅員約25.5mJoE地点(雪ノ下

一丁目233-9他地点)両端検出の南北講東肩と、本地点側溝西肩までは南北講 Iで、測ると 64.4m、

21引く強 (21.5丈)で、南北議日で測ると64.3m、214尺強 (21.4丈)程であり、また本地点側溝東

!丙までの距離は、 67.3mで、 224尺強 (22.4よ)程である。この数値は、多少の誤系を考慮に入れ

でも、1;'宵人間の幅員のはほ倍に相当している。このことは、本地点及び周辺の調査地点で検出さ

れた遺構の紬方伎が若広大路基軸と対応関係にあることと考え合わせて、大三輪龍彦氏が指摘して

おられる鎌合の丈尺制の問題を、今後検討してし、く必要があろう 。

尚、 中国陶磁空窯今肋跡、li日山』

J折行i導幕をいただいたが、鎌合で御指導いただいた最後の遺跡となってしまった。博士の御冥福を心よ

りお祈りしたい。
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i!'<iJ(f，)X六 ・日本常民文化研究所制 r新版絵巻物によ る日本市民生活絵引』第 l巻三I'J-L村1984年、 1201-;<1

『象山袈米絵詞」魁1\奉行1伝達若手盛I~I) の|作j前に似橋と とも に拙かれている。2 

未報?可分の上回遺構で淵登院西端検出の阿炉裏をもっ建物と鎖似する。また、 鶴I;(;J八幡';;'，"I"J発制調査報3 

合ー書 『研修道場用地発品1:湖盗報itI-古』苅木秀雄 「検出された遺構J Fig 15の第 2方形竪火建築跡、と、規m

ぞ干異なるが構造的には近いものがある。

大三輪龍彦 「中|什都市鎌倉の地訓制試論J r仏教畿術J 164-~J 初円新聞付 1986

尚、才'~'~j' 大路側溝に関しては、 ，I!jì胤手Il kít氏から多大な1制l教示を受けた。 記して感謝する次第である。
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南北溝I 幅 2，7m (9尺)

Hー 今 2.96m (約10尺)

B-Eは各地点の仮称である。
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¥ 

※ 

調査地点付近の溝検出例
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現地指導を行う故三上次男博士
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....， 上層遺構調査区西側全景 (束力、ら)

""2 上層遺構調査区東側全景 (束力、ら)
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図版 1
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梅花天目出土状況(建物 1) 
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図版 3
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図版4

"'1 南北溝1I (束力、ら)
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図版5



図版6

....1 下層遺構調査区西側全景 (束力、ら)

"'2 東西溝E 東端 (束力、ら)
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図版7
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図版8

"'2 東西溝 Eの橋脚状遺構
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図版9
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図版10

"'1 山茶碗

企 2 握鉢

企 3 常;骨・渥美

"'4 常滑鳶口蓋
"'5 瓦器・早島式土器
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国産陶器，瓦 ・土製品
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図版11
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図版12
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図版15
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2 .若宮大路周辺遺跡群

由比ケ浜一丁目128番 7地点
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第一章 調査地点の位置と環境

由比ヶ浜一丁目 128番地点は、 「若宮大路周辺遺跡群J (県遺跡台帳番号242)の西南隅にあって、

国道134号線に臨んで、いる。東の若宮大路まで、直線距離で、約230m、西の今小路までは、 同じく約40m

を測る。この付近は海岸沿いの砂丘地帯の北辺に相当し、本地点の北約70mに位置する由比ヶ浜一

丁目 118番地点の調査註I (図 lの32)では砂の基盤層が検出されているのに対し、同地点から通り

一本挟んだ北側の今小路西遺跡 (仮称社会福祉総合センタ ー建設予定地)の調査，iJ2(図 1の13)

では黒色泥炭質の基盤層が認められるので、確かに本地点のすぐ北側付近に砂丘地帯の北限がある

と思われる。

従来まで、鎌倉市内の発掘調査は駅付近から鶴岡八幡宮にかけての若宮大路沿いに多く 実施され

る傾向にあったが、近年は国道134号線の長谷小路付近とそれ以南の、長谷、由比ヶ浜といった辺

りにも調査が増えており、この近辺の砂丘地帯の様相は徐々に明らかにな りつつある。長谷小路南

遺跡註3 (図 1の4)をはじめと して、一辺 4-6mに及ぶ大きな方形竪穴建物が必ずといってい

い程検出されるのがこの一帯の遺跡の特徴で、その性格と分布、年代、 市内の泥炭質土上に築かれ

る方形竪穴建物との明らかな構造の差異は何に由来するのか、等々の解明は急を要する課題である。

ところで、中世にあって、由比ヶi兵一帯は前浜と呼ばれ、民衆の自由な活動が許されていた場で

あり、葬地でもあった。1953年に鈴木尚、 三上次男氏らが行なった簡易裁判所敷地内の大量の人骨

群の調査制(図 1の9)はそれを裏付けるが、この前浜の範囲も早くに明らかにされねばな らない。

海岸砂正地帯の北限に位置する本調査地点は、このように、大型方形竪穴建物の分布や葬地の範

囲を特定する上でも軽んじることのできない場所にある。

中世以前に目を転じると、鎌倉郡街と覚 しき古代の大規模な掘立柱建物群を検出した今小路西遺

跡 (御成小学校用地)註5は目と鼻の先であり、また幾つかの古代の竪穴住居が検出された鎌倉駅周

辺や長谷小路周辺、下向原古墳群といわれる古墳群が存在 していたという和田塚周辺等、いずれも

指呼の距離にあり、これらの遺跡に挟まれた本地点が古代集落の一部を占めていたことは、まず確

実である。

E主

I 1987年度に馬測が担当して調査。

2 1987年度に河野真知郎氏が担当して誠査。

3 r長谷小路南遺跡一一ダイヤモンドクラブ保養荘建設に伴う由比ヶ浜所在遺跡、の発掘調査一一』長谷小路南遺跡発掘調

査団 1986 

4 r鎌倉材木座発見の中世遺跡とその人骨』日本人類学会編 岩波書庖 1956 

5 河野真知郎 「神奈川県今小路周辺遺跡 (御成小学校内)J r日本考古学年報J38 1985年版他

。。
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図 1調査地点名と文献

l 由比ヶ浜一丁目 128番地点 (本地点)

2 伝安達泰盛邸跡 1977年度調査 『鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報IJ鎌倉市教育委員会 1983 

3 日産保養荘建設予定地内遺跡、 1978年度調査

4 長谷小路南遺跡 1985年度調査 『長谷小路南遺跡、』長谷小路南遺跡発掘調査団 1986 

5 長谷小路南遺跡 (仮称、第 2地点) 1987年度調査

6 長谷小路南遺跡 (仮称第3地点) 1987年度調査

7 長谷小路周辺遺跡 1987年度調査

8 由比ヶ浜中世集団墓地遺跡、(仮称、第 I地点) 1986年度調査

9 由比ヶ浜中世集団墓地遺跡 (仮称第2地占) 1986年度調査

10 材木座中世遺跡 1953年調査 『鎌倉材木座発見の中世遺跡とその人骨』 日本人類学会編 岩波書応 1956 

11 今小路西遺跡 (由比ケ浜一丁目 148番11地点)1982年度調査『神奈川県鹿蔵文化財閥査報告J 26神奈川県教育委員会

1984 

12 今小路西遺跡 (御成小学校建設用地) 1985・1986年度調査 河野真知郎「神奈川県今小路周辺遺跡、J r日本考古学年報』

38 1985年版他

13 今小路西遺跡 (仮称社会得祉総合センター建設予定地) 1987年度調査

14 千葉地遺跡、 1980年度調査 『千葉地遺跡』千葉地遺跡発掘調査団 1982 

15 御成町228番ー2他地点遺跡 1985年度調査 『御成町228番ー 2他地点遺跡』千葉地東遺跡発掘割査団 1987 

16 諏訪東遺跡 1981年度調査 『諏訪東遺跡、』諏訪東遺跡調査会 1985 

17 御成町806-3番地地点遺跡、 1981年度調査 r御成町806-3番地地点』鎌倉考古学研究所 1982 

18 千葉地東遺跡 1984年度調査 『千葉地東遺跡』神奈川県立埋蔵文化財センター 1986 

19 蔵屋敷東遺跡 1981年度調査 『蔵屋敷東遺跡』江ノ電鎌倉ピル発掘調査団 1983 

20 蔵屋敷遺跡 1982年度調査 『蔵屋敷遺跡』鎌倉駅舎改築にかかる遺跡調査会 1984 

21 小町一丁目75番地 l号地点遺跡 1979年度調査 『小町2丁目61番地21号地点・小町一丁目75番地 l号地点』鎌倉考古学

研究所 1982 

22 小町二了目61番地21号地点遺跡 1979年度調査 21に同じ

23 二ノ烏屑西遺跡 1977年度調査 2に同じ

24 小町二丁目345番-2地点遺跡1983年度調査 r小町二丁目345番ー2地点遺跡』小町二丁目345番 2地点遺跡発掘調査

団 1985

25 鎌倉スイミングスクール用地内遺跡 1978年度調査 2に同じ

26 小町一丁目309番 5地点遺跡 1982年度調査 『小町一丁目309番 5地点発掘調査報告J (推定)藤内定員邸跡発掘調査団

1983 

27 島森書庖用地 1979年度調査

28 (推定)藤内定員邸跡遺跡 1979年度調査 r(推定)藤内定員邸跡遺跡』鎌倉市教育委員会 1985 

29 本覚寺旧境内 1982年度調査

30 大巧寺旧境内 1986年度調査

31 小町一丁目106番地占遺跡 1987年度調査

32 由比ヶ浜一丁目118番地点遺跡、 1987年度調査

33 和田塚(一帯が下向原古墳群)

34-38 立合い等その他の調査地点
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第二章 調査の概要と経過

1986年 6月に敷地内の二箇所で試掘調査をした結果、地表下70-90cmまで近・現代の客土層が確

認されたので、本調査に際しては約70cmの深度まで機械力を導入して排土した。掘削面積は建物建

築にかかる約250m'、調査期間は1986年 7月14日から同年 8月31日までである。

調査にあたっては、調査区の平面形状に応じて、長軸沿いにA・B. C以下のアルファベット軸

と、これに直交する 1・2・3以下のアラビア数字軸を、各 5m間隔に配した。アルファベット軸

方位は N-48S-Wである (若宮大路は N-270
- E)。また調査の際の便宜上、国道134号線から

みた調査区の奥を北と称することにした。各方眼区画の呼称は、(便宜上の)北西角の軸線交点を

充てることとした。

なお、本調査は原因者負担と国庫補助によるものであり、本報に掲載するのは、図 2に示した如

くその割合 2対 1に応じた南倶IJ3分の lである。つまり約250m'のうち約83m2分を本報で、報告する。

ただし、境界上に位置する道路状遺構に関しては、遺構の性質からいって境界線で分断することは

不可能なので、境界を越えてはいるが遺構全体を掲載することとした。

調査の経過は概ね次の通りである。

7月14・15日 重機掘削

7月16日 粗掘り開始

7月21日 遺構検出作業開始

7月22日 遣方方眼設定

7月25日 上層遺構掘り始める

8月12日 中層以下の遺構掘り始める

8月25日 事務所部分の調査開始

8月29日 全景写真撮影

8月30日 南側深掘り

8月31日 機材撤収

なお、本文中で使用する「土丹」 ・「鎌倉石」は、それぞれ泥岩・凝灰角磯岩の当地方における

呼称、である。
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立早一一一
ル弟 遺構と遺物

第1節層序

調査区の全面にわたって、地表下70-90cm程度まで近 ・現代の客土層が入っており、 これを除く

とすぐに中世層に達する。この中世層は暗褐色で砂質、少量の土丹小塊や焼土等を含む比較的しま

りの弱い土で、遺構面上の包含層を形成している。これは厚昧が10-20cm程あり 、遺構検出面はこ

の下にある (上層遺構面)。

上層遺構面は概ね暗灰色の砂層で、部分的に炭化物や貝片の散布する、ややしまりのある面であ

る。中層の遺構群は上層遺構群と検出面は変らないが、上層遺構群に切られる一群の遺構が確かに

存在するためにこれを設定した。この事情は下層の遺構群においても同様であって、ここでは基盤

層である黄褐色の砂層から切り込まれているものもある。

以上のことから推察されるのは、 上層遺構群によ って中 ・下層のそれが相当に削平されているこ

と、大幅な年代の断絶は認められないこと、 等である。なお本地点の基盤層は上層が黄褐色の砂層、

深度を増すにつれて灰白色の細かな砂と褐色の粗い砂が互層を成す。基盤層上面は海抜6.6-6.7m

であり、地表下110-120cmで、検出される。

第2節 上層の遺構と遺物

切り合い関係から層位的に上であると判断した遺構は図 3に示した通 りである。土嬢22基、方形

竪穴建物 2棟、柱穴5口がその内訳であるが、その殆どが5軸よ り北側に集中しており、本報で詳

報する対象となるのは土墳 1・2である。

1.土墳 1 (図 4) 

C-6北西角にある。東端が切られているが、 東西165cm以上、南北145cm、深さ22cmの不整楕円

形で、底面中央におそらく下層の柱穴の痕跡と思われる凹みがある。覆土は上層が泥岩粒子 ・炭化

物を多く含む暗褐色弱粘質土、下層が少量の貝片を含む暗褐色砂質土である。

主軸方位N-420
- E 

出土遺物

かわらけ片数点と常滑聾胴部片があるがいずれも図化できるほどのものではなかった。

2.土墳 (図4) 

A-5にあって、西側が調査区外に出ている。東西136cm以上、 南北108cm、深さ24cmで、中央の

《

h
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yこと会 7ーし
1 . a音褐色弱粘質土 (i尼岩粒子、炭化物を多く含む)

2 暗褐色砂質土 (員片を少量含む)

3 .暗褐色砂質土 (貝片、 i尼岩粒子含む、下層の往穴ワ)
土墳 1・2図4

もしくは皿状である。膨らんだ不整楕円形を呈する。断面形状は低い逆台形、

主軸方位N-460
- E。

出土遺物

数点のかわらけ片があるが図化できるものは見られない。

上層遺構面上包含層出土遺物(図 5-8) 3. 

青磁 (1-9) 

2-劃花文碗。粕薬は1一同安窯系の皿。口径9.9cm。粕薬は淡青灰色で透明、素地は灰白色。

3-劃花文碗。底径6.4cm。紬薬は暗灰緑色で、 気泡多日音青灰色透明、素地は灰色で非常に堅綴。

く含むが透明、素地は黄灰色で、畳付部分のみ灰黒色に焼けている。高台内に熔着を剥がした痕跡

4 劃花文碗。底径6.2cm。紬薬は灰緑色透明、素地は灰色で非常にきめが細かく堅が見られる。

6一同前。粕薬は5-鏑蓮弁文碗。粕薬は灰青色半透明、素地は灰色、岩石質に近い。綴である。

7一同前。紬は水青色半透明、 素地は灰白色で粘淡水青色半透明、素地は灰白色できめが細かい。

りが強い。蓮弁は幅が狭い。8一同前。粕薬は暗青緑色で気泡多く殆ど失透、素地は灰白色で堅綴。

9-碗底部。おそら く鍋蓮弁文だと思われる。柚薬は水青色半透明、 素地は灰白色で堅綴。畳付の

み露胎。

白磁 (10-13)

10一端反り碗。口径16.1cmo粕薬は多少白濁、粕切れが見られる。素地は黄白色できめが細かい。

焼成やや不良。貫入が外面左下から右上に走る。11 口冗げ碗。粕薬は透明度高く 、素地は灰白色

で結品質。12 口冗げ皿。紬薬は僅かに白濁し、素地は白色で結品質。露目台部分に酸化現象が見ら

れる。 13 口冗げ碗。器壁はきわめて薄く 。11・12とは明らかに系統が異なる。 紬薬はかすかに青

味帯びるが透明、素地は白色で結品質。

青白磁 (14)

唐草文梅瓶肩部。粕薬は淡水青色で気泡が多く 、若干濁る。素地は灰白色でややきめが粗い。二
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次焼成を受けている。

常滑 (15-27)

15一斐口縁部。胎土は灰黒色できめが粗く、 岩石質に焼けている。口縁ー頚部に自然軸の流下が

見られる。16 同前。胎土は灰色で砂質、器表面は黒褐色を呈する。17一同前。胎土は灰黒色で岩

石質。器表面は黒褐色を呈し、二次焼成を受けて自然、紬が白くかせている。18一同前。胎土は芯部

で灰色、器表近くで灰黒色を呈 し、岩石質に焼けている。縁帯は下に長 く垂れる。19一同前。胎土

は芯部で茶褐色、器表近くで灰黒色を呈 し、 堅綴で、it紋が観察でき る。20一同前。胎土は灰黒色

できわめて堅く 、きめが細かい。21 聾胴下半部。唐草文の町き文様が見られる。胎土は灰色で岩

石質、ややきめが粗い。

22一査肩部。頚部径8，3cm。胎土は長石を多く 含む灰ー灰黒色の粗い もので、 気孔を散見する。

肩部に厚く自然粕がかかる。23一同前。胎土は灰色で、22よりややきめが細かい。二次焼成を受け

ている。24一小型査口縁部。片口が付く可能性がある。口径7，lcm。胎土は長石を多く含み、灰黒

色できめが粗い。

25一握ね鉢口縁部。胎土は暗褐色に近く、きめが粗い。器表は全体に明褐色を呈する。焼成やや

不良。26一同前。胎土は赤褐色一黒色できめが粗く、 長石粒子を多 く含む。器表面は茶褐色。内面

はよ く使いこまれてひどく磨耗している。27 同前。胎土は全体に灰黒色で、器表近くが部分的に

赤褐色を呈する。岩石質で非常に堅徴。

渥美 (28-33)

28一翌日縁ー肩部。口径35，3cm前後。胎土は灰色で砂っぽく、 岩石質に近い。紬薬は灰緑ー灰黒

色を呈する。29一室口縁部。胎土は灰黒色で非常に堅綴、粕薬は黒色。30 同前。胎土はH音赤褐色

で岩石質、きわめて堅く 締っている。 紬薬は暗緑色、二次焼成を受けて気泡が吹き出している。31

一同前。胎土は灰白色で砂質、粕薬は灰緑~灰黒色を呈する。

32 握ね鉢。底径14，6cm。胎土は砂質で若干きめが粗い。内面はよ く使いこまれているが、器表

の剥離が目立つ。33一同前口縁部。灰黒色の堅綴な胎土で、内面には降灰が見られる。

山茶碗窯系陶器 (34-41)

34-担ね鉢。胎土は長石を多 く含み、きめが粗 く気孔が目立つ。若干酸化気味で淡褐色を呈する。

35一同前。黄灰色のきめ粗い胎土で、長石を多く 含む。36一同前。胎土は灰色できめが粗く 、大粒

の長石粒子を含む。37一同前。j炎灰褐色、 岩石質に焼けた胎土で、 内面に墨か煤のよ うな、黒色の

付着物が見られる。38一同前。口径31.5前後、底径16，3cm前後、器高12，8cm。胎土は灰色で、きめ

が粗くやや軟質。 内商はよく使い込まれているが、器表面の剥落が目立つ。 39 同前。口径24，3cm、

胎土は灰色で、きめは粗いが締り良く 、岩石質。 二次焼成を受けている。40一同前。灰色で、やや

軟質、きめの粗い胎土。内面は磨耗が激しい。

41一山茶碗。胎土は岩石質で、きめは細かめ、 灰色を呈する。

魚住 (42)
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42一口縁部は模状に上方に尖り、下方にも少し垂れて、縁帯を形成する。胎土は黒灰色で、挟雑

物はあまり見られないが、きめは粗い。

備前 (43)

43 播鉢体部。カキ目は 1束 7条。胎土は芯部で暗赤褐色、器表近くで黒色一灰黒色を呈し、流

紋が観察できる。非常に堅綴に焼けている。器表面は内外とも黒褐色。

瀬戸 (44-47)

44-折縁皿。口径19cm。外面下半部はヘラ削りされる。 粕薬は灰緑色透明の灰紬、胎土は黄白色

で、やや軟質、きめは細かい。

45 行平鍋底部。底径9.8cm。柚薬は灰緑色透明で灰紬で内底面と外面下半部までかけられている。

胎土は灰色できわめて堅く焼き締り、きめが細かく量感がある。外底面は糸切のまま。

46-卸 し皿。底径6.8cm。粕薬は淡灰緑色透明で、外面下半までかかっている。胎土は黄灰色で

挟雑物は少ない。内底面に目痕らしき熔着痕が三箇所見られる。

47 仏花瓶。口径4.9cm、胴部最大径6.8cm。頚部に不遊環、胴部に蓮華唐草丈が配される。秘薬

は黒褐ー褐色の、半失透性のアメ紬、胎土は黄白色できめ粗く、やや軟質。

白かわらけ (48・49)

48ーロクロ成形。底径5.2cm。外底面は糸切りの後に丁寧なナデを施こす。内底面には指頭によ

るナデが見られる。胎土は芯部が黒色、器表面が黄白色できめ細かく 、白色針状物質を含まない。

49一手担ね成形。器表面は内外とも淡い褐色に焼けている。胎土は黄褐色できめが細かく、白色

針状物質を含まない。

かわらけ (50-92)

50-54 手担ね成形の小型。器壁が貧弱で、、底部と器壁の境界に明瞭な稜線のつくもの (50-52)

と、全体に厚手の作りで底部と壁部の境界が不明瞭なもの (53・54)の二群に分けられる。

55-60一同前大型。薄手で低い作りもの (55・57)、ロ クロ成形品のような側面観を呈するもの

(56・59)、全体に厚手で体部が強くくびれるもの (58)とくびれないもの (60)等がある。60の

底部は穿孔されている。

61-80 ロクロ成形の小型。大半が器高の低い模形の小さな器壁を持つものであるが、80のよ う

にやや器高の高いもの、薄手で内管する高い器壁を持つ、明らかに時期が降ると思われるもの (61)

が含まれている。

81・82一同前中型。口径10cm足らずのもの (81) とllcm前後のもの (82)であり、器形的にはこ

れらの同時代の大型品を反映したものである。薄手で内管する高い器壁のものを縮小した器形は時

に散見するが、この器形のものはあまり多くはないと言える。

83-92一同前大型。概して器高の低い、斜め上方に器壁の伸びる ものが多いが、なかにいちだん

と器高の低いものがある (84・90)。これは他のものよりも、若干時期の遡るものであろう。

手倍り類 (93-100)

ヮ
“

円
吋
d



モ空三グ 与=ニ|三z j
一

片ーノノ一---62 63 

¥e;;F=三ヲ にづ?~6 亡コ長弓7 モ=reグ
68 

dゴ、設f!私

¥一子 ク ミ長~ 平三計三ァノ
69 70 

65 

えそこー十 ノ7， 

字三中?ラ76\、~u=:t==ラタ

¥三主イ9 ミ三手ゴイ。 宇井二ヲ

建三|三~ 三二云ヲ

モ壬五号 己主可 。 10cm 

93 -



93一白っぽくできめの細かい、白かわらけのような胎土で、内外面とも櫛歯状工具で整形されて

いる。内面には上部に煤が付着 しており、同じく内底面近くは焼けている。

94一土器質のもの。胎土は黒褐一茶褐色で、きめが粗く、大粒の砂磯が見られる。口縁部にナデ、

全体に二次焼成を受けていると思われる。

95 瓦質のもの。胎土は灰白色で非常にきめが粗く、気孔が多い。器表面は灰色を呈する。内面

に二次焼成痕あり 。96一同前。但し95に較べると丁寧な作りできめが細かい。器表面は内外とも 、

よくヘラで磨かれている。胎土は淡褐色で、外面は灰黒色で、内面は二次焼成を受けて淡褐色を呈

している。

97一脚付きのもの。胎土は淡灰褐色で砂粒を多く含み、きめは粗いが、おそらく頻繁な二次焼成

のせいで堅く焼けている。内底の器面は二次焼成による剥落がひどい。

98一妬器質に近い焼きのもの。内面は刷毛で調整されている。胎土は赤褐色で焼き締 り良く 、砂

粒は見られるがきめは粗くはない。内面に二次焼成による油煤と煤の付着があり、外面も火を受け

ている。 99一同前。胎土 ・調整とも98に共通しており、同一個体の可能性があるが、底部の厚さは

該品の方が薄い。

100一土器質で、ぶ厚い体部を持つ。胎土は灰色できめが細かく、 雲母ら しき光沢ある微粒子を

含む。内面にナデ、外底面に板状圧痕が残る。二次焼成痕は見られない。

土鍋 (101) 

101一伊勢型。胎土は石英・長石を多く含み、灰色一灰色できめが粗く 、流紋が見られる。

土器鉢 (102・103)

102-ロクロ成形。口径16cm前後、底径8.5cm前後、器高5.8cm。胎土は樟色できめがやや粗く軟質。

白色針状物質を含む。 外底面の糸切痕は雑にへラ削りされている。103 ロクロ成形。胎土は黄褐

色を呈し、 102よりもいちだんとき めが粗く、 白色針状物質を目立って多く含む。外面に二次焼成

痕が見られる。

瓦器香炉 (104)

104一口径6.8cm、底径4.6cm、器高2.8cm。外面口縁直下にー列の雷文帯、その下に貼付の列点文、

それ以下を三段の雷文帯で充填している。内面には、何かを掻き取ったような傷が付いている。胎

土は灰色で粘りが強く、器表面は灰黒色を呈する。

不明土器 (105)

105一柱状になった高台部分。底径5.4cm。ロクロ成形で内底面にナデが見られる。胎土は桂色で

軟質の、かわらけと同じもの。

土玉 (106)

106一焼成されたものだが陶丸と呼べる程陶質にはなっていない。土玉、又は土丸。直径3.9cmの

球状。胎土は淡褐色一灰褐色で雲母らしき光沢ある微粒子、白色針状物質を含み、焼きが良いので

質感に富む。こうした小球はしばしば出土するが、用途は詳かにしない。何か中世の飛礁の風習に
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関係があるのだろうか。

砥石 (107・108)

107 粘板岩製。刃物より鍛のようなものを砥ぎ出すのに使われたと思われる。火に遭って明褐

色に焼けている。108一玄武岩製。砥石というよりは磨り石のごときもの。

第 3節 中層の遺構と遺物

上層の遺構と切込み面は変らないが、 一時期古い一群の遺構を纏めた。内訳は土墳 2基、方形竪

穴4棟、柱穴24口、および道路状遺構とその側溝 2条である。このうち本報に掲載する対象は方形

竪穴建物 2棟と道路状遺構南側側溝であるが、側溝に関しては、道路そのものの一部であって、道

路とは不可分なため、 北側側溝を含めた全体を掲載することにした。
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1 暗褐色弱粘質土

2 暗茶褐色弱粘質土

員殻片 を多く含む

3 暗褐色土

3 '. 3よりも土丹粒子が多い

4 暗灰褐色砂質土

5 黄灰色の砂

H 

N 

---
EC∞
∞
 

6 

IC 

6.80m' 

1
8 

2m 。
方形竪穴建物4図10

(図10)方形竪穴建物 4

A . B -5・6にあ り、西南部は調査区外に出ている。東西辺 5m 75cm、南北 4m45cm以上、深

さは切込み面から37cm-45cmを測る。

壁際に凝灰角磯岩 (鎌倉石)が雑な並べ方で、覆土上層に置かれている。また、西側には泥岩 (土

これらのことから本社は建物というより、 竪穴を利用した。基壇状の遺構で丹)が敷かれており、

ある可能性がある。ただ石が相当抜かれているので詳しいことは不明である。

東西軸方位 N-430
- E。

出土遺物 (図11) 

青磁 (1 ) 

1 - I金玉満堂」の押印ある碗。底径6.2cm。柚薬は灰緑色透明。素地は灰白色で、非常にきめ

が細かく、岩石質に近い。焼成に若干むらあり 。高台内側に熔着痕がある。

白磁 (2・3) 

2一口冗げ皿。紬薬は微かに灰味を帯びた透明柏、 素地は白色で結品質。3一同前。口径12.4cmo

粕薬は灰緑色がかつて失透気味、素地は灰白色で結品質。口縁の露胎部分に黒色の油煤が付着して
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いる。

渥美 (4) 

4-担ね鉢。口縁部内側を強くなでているので端部が尖り気味。胎土は灰色できめ細かく、岩石

質に焼き上っている。薄手だが堅牢な作り 。

常滑 (5・6) 

5 斐口縁部。胎土は淡褐色と灰褐色の混ったもので粘性が非常に強く、縞模様の流紋が観察で、

6一同前。幅広の縁帯を持つ。胎土は灰黒色で岩石質。器表きる。器表面は暗褐色で光沢がある。

面は褐色を呈する。

かわらけ (7-10) 

9は全体に厚い作りで体部に8は沈線を持ち、7は口縁端が尖り、7-9一手控ね成形の一群。

稜を持つ。

¥ 

10ーロクロ成形の小型。器壁は小さめで、斜め上方に伸びる。口縁端は丸い。

鉄釘 (11-13)

11 幅1.2cm、厚さ 7mm、長さ8.3cm、重量18.5g 0 12一幅 6mm、厚さ 4mm、長さ6.7cm、重量6.3

g 0 13一幅 5mm、厚さ 5mm、長さ3.9cm、重量3.4g。

14一厚さ 4mm程の浅い皿。無論供膳具ではなく、外面に煤が付いているところからも、煮沸具の

- 98一
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2m 

1 暗褐色弱粘質土

2 灰褐色砂質土

一種であると思われる。

奔 (15)

15一淡賞褐色の牛角製。厚さ 3mm。

(図12)方形竪穴建物 52. 

C-5・6にあり、大半が東側調査区外に出て

6 l
l

・
由・∞
D

ヨ

いる。調査区内で確認できるのは、本土I[の西北角

と西辺の北側である。規模は不明であるが、切込

み面からの深さ41cm-44cmと方形竪穴建物4と変

らない。西辺はほぼ5の東辺に平行しており、両

Ic東3m者の間隔は255cm-270cmで、ある。

m
 

Aυ 。。
内

h
u-

-L
 

5の東西軸とほ西辺方位N-480-Wであり、

ぼ直交していることが判る。

。出土遺物 (図13)

方形E穴建物5図12青磁(1 ) 

1一同安窯系皿。底径4.9cm。紬薬は淡青灰色

透明、 素地は灰色、粘性がありきめが細かい。

白磁 (2) 

2一口冗げ皿。粕薬は若干濁った透明粕。素地は白色結品質できめ細かい。

渥美(3) 

3一重口縁部。灰黒一黒色の器表面に暗緑色失透の灰紬が塗られている。飴土は灰ー灰黒色で非

常に竪綴に焼けている。

常滑 (4・5) 

4-担ね鉢。胎土は褐色で長石等の粒子を多く 含み、非常にきめが粗い。器表面は褐色を呈する。

内面に降灰顕著。

5-査。肩部径17cm。胎土は灰色、 気孔多くきめが粗し、。肩部をへラナデ。 降灰が顕著。割れた

後に二次焼成を受けている。

山茶碗窯系陶器(6・7)

6-担ね鉢。口径26.1cm、底径13.1cm、器高14.5cm。片口が付く 。胎土は灰色で非常にきめが粗

く、様々な粒子を含む。内面は磨耗。7一同前。胎土は灰ー灰褐色で細かな気孔多く 、きめが粗い。

常滑;ちである可能性もある。

かわらけ (8-14)

9は体部の稜があま口縁部が肥厚する。

り目立たず、10は明瞭な稜を持ち体部上半が大きく外に広く 。

ハ
吋
ν

ハヨ

8は小型の薄手のもので、8-10一手担ね成形の一群。
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11-14ーロクロ成形の一群。小型の11-13はそれぞれ形態は異なるが、 いずれも やや古式(13世

紀代)の様相を持っている。大型の14は、外面口縁下に浅い稜を有する。

手熔り (15・16)

15一土器質。灰色の、非常にきめの粗い胎土を持っている。内外面とも二次焼成を受けた痕跡が

目立つ。

16-瓦質。これも非常にきめの粗い胎土で、芯部は黄灰色、器表は灰黒色を呈する。内面に二次

焼成痕。

鉄釘 (17)

17 幅 7mm、厚さ3.5mm、長さ7.5cm、重量4g。

石製品 (18・19)

18-長方硯。底面の両縁を削 り残して脚にしている。残存部は陸部のみで、深さ2-3 mmo石材

は褐色の粘板岩質。 幅llcm、厚さ1.4cm。

19一滑石鍋転用品。滑石鍋の破片の再加工を試みたもの。鍔を落とし、割れ口を削 り、内面に深

い2条の切れ込みを入れただけの未成品。鍋としては口径15.9cmに復元で、きる。銀灰色の滑石製。

3. 道路状遺構(図 9・14)

4・5軸付近を中心に東西に走っており、南北両側に側溝を伴っている。幅は道路面で 5m30cm 

のほほ一定した幅員を保っている。道路面は基盤層上に拳大の泥岩塊を敷き詰めて構築されてお り、

その上層には部分的に明褐色の砂も撒かれている。

側溝は南側 (側溝 1)と北側 (側溝 2)とでは様相が大きく異っている。先ず側溝 lは、数次の
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掘り直しが観察できるのに対し、側溝2にはそれが見られない。何よりの違いは全体の幅と形状で、

側溝 lは当初上端幅約240cm、下端幅160-170cm、深さ約50cm(南岸)-約70叩 (北岸)、箱型の断

面形状を呈するが、側溝2は上端幅約70cm、下端幅20-25cm、断面形状は整った U字形を呈する。

溝 1の掘り直しは、 l回目 2回目とも逆台形、もしくは鉢型の断面である。

主軸方位N-460
- Eで、これは若宮大路と直交も平行もしていない (先述のように若宮大路方

位は N-270
- E)。

泥岩敷面上出土遺物(図15)

青磁 (1~3) 

1一同安窯系皿。紬薬は灰緑色透明、素地は灰色できめが細かい。外面体部下半は露胎。

2-劃花文碗。界線がのぞく 。飛雲文であると思われる。 柚薬は暗灰緑色透明、素地は灰色で非

常にきめ細かく挟雑物を含まない。

3-折腰小鉢。紬薬は暗緑色でほぼ完全に失透。素地は灰色できめがやや粗く、 岩石質に近い。

白磁(4 ) 

4一口冗げ皿。口径9.4cm。紬薬は若干白濁、素地は乳白色結晶状。

青白磁(5・6)

5 唐草文梅瓶肩部。 粕薬は淡水青色透明、 素地は乳白色で結晶状。

6 碗底部。底径 4明。袖薬は灰青色半透明、素地は灰色で岩石質。貫入が外面左下から右上に

走る。粕表は二次焼成を受けて荒れている。

常滑(7)

7一葦口縁部。胎土は灰色岩石質で、器表面は褐色を呈する。内面に降灰が目立つ。

かわらけ (8~15) 

8~11 一手担ね成形。 小型 ( 8 ・ 9) は器形は異なるが共に薄手で、大型

ぞ官7， c r ~ミ

ミ云邑~ 三三工二三グ9 三立~

三ヨ亘弁。

て7コ孟ず

早三三三

(rf: 

図15 道路状遺構泥岩敷面上出土遺物
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(11) がある。と口縁部の内側に折れるもの(10) 壁の小さなもの

12-15 ロクロ成形。小型 (12-14)はいずれも薄手で、ほぼ均一の厚味の器壁を持つもので、

の様相を残している。大型の15は口縁部の丸い、器壁の内管す器高が低いのはやや古式(13世紀)

るもの。

土鍋 (16)

16-伊勢型。胎土は灰色で、長石 ・雲母等様々の挟雑物を含み、非常にきめが組い。内外ともに

二次焼成を受けている。

側溝 1上層出土遺物 (図16・17)

青磁 (1-3)

やや岩石質に近い。1 劃花文碗。蓮華文であろう。袖薬は明灰褐色透明、素地は灰色で堅級、

2-劃花文系無文碗。紬は青灰色で気泡のために殆ど失透、素地は灰色で岩石質。

3一無文鉢。粕薬は暗青緑色で、その厚さと無数の気泡のために失透。素地は灰白色で非常にき

民三子

めが細かい。

とJ
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lOcm 

道路状遺構側溝 1上層出土遺物(2)
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常滑 (4~ g) 

4 輩口縁。縁帯を持たす、、尖 り気味で上面に沈線の廻る端部を持つ。胎土は淡い褐色できめは

細かく、器表面は褐ー灰褐色を呈する。焼成不良。5 同前。縁帯を有する。胎土は灰色できめが

粗く 。岩石質で気孔が多し、。内面は褐色に焼け、外面は灰緑色の自然、粕がいちめんにかかっている。

6一同前。胎土は灰黒色で岩石質。器表面は灰黒~黒色を呈する。内面に漆喰のようなものが付着

している。二次焼成を受ける。7一同前。灰黒一淡褐色の非常にきめの組い胎土で、器表面は黒褐

色に焼けている。

8-担ね鉢。口径31.Zcm、底径14.8cm、器高llcmで、片口が付く。胎土は灰黒色岩石質の、きめ

は粗いが非常に堅微なものO 器表面は黒褐色を呈する。内面は磨耗が激しい。9一同前。口縁端部

は丸く、やや外反気味になる。胎土は灰褐色で挟雑物多く、きめが粗い。やや焼成不良。

山茶碗窯系陶器(10~13)

10一口縁部にくびれを持つ鉢。胎土は灰色で長石など多 く含み、きめが粗い。内面は磨耗してお

り、下半部の器商の剥落も顕著。担ね鉢としても使われたらしい。

11一担ね鉢。口縁部が肥厚し、端部は丸し、。胎土はきめ粗く、灰色。12一同前。底径17.5cm。高

台はきれいに剥がれている。胎土は灰色、きめが非常に粗い。内面はよく使い込まれて磨耗が著し

く、外面は底部と、体部中位に煤が付着しており 、担ね鉢と しても鍋としても使われたと思われる。

13 山茶碗。底径7.7cm。幅の広い、低く潰れた高台を持つ。胎土は灰色で岩石質、きめがやや

粗い。

かわ ら け (14~36)

14~17 手捜ね成形小型の一群。いずれも概ね薄手の作りで、 16を除いて内管する口縁部を有す

る。

18~20一手担ね成形大型の一群。 18は体部下半に浅い稜が形成される。 19 ・ 20は赤褐色の、 きわ

めて堅綴な焼成で、叩くと硬質の高い音を発する。

21 ~30 ロクロ成形小型の一群。概して低く、貧弱な器壁を持つが、21は厚手で体部下半にくび

れを有する焼きのよいもので、 13世紀代前半の様相を持つ。また30は薄手で内管する器高の高いも

ので、これは14世紀代にまで降ると思われる。

31~36ーロク ロ成形大型の一群。 口径/底径比がさ程大きくなく 、 やや厚手で器高も高くない。

焼成が良好で、、これらはおよそ13世紀後半の諸相を持っている。

ふいご羽口 (37)

37 土器質であるが、かわらけ等とは異なり 、堅く焼けている。表面はナデで整形。

砥石 (38)

38~凝灰岩を利用。 刃物用というよりは鍛あるいは尖頭器類の砥ぎ出しに用いたとみられ、 表面

に細い筋が刻まれている。
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板草履 (39)

39一大半を欠失するが、推定で長さ約20-22cm

前後、幅 7-8 cmか。表面には、わらの圧痕が残

る。

側溝 1下層出土遺物(図18)

渥美 (1・2)

1-担ね鉢。外面口縁直下が凹帯状にくぴれ、

尖り気味の端部が形成される。胎土は灰色でやや

粗いが、挟雑物は少なし、。2一同前。底径13.1c泊。

がさっとした灰白色の粗い胎土で、二次焼成を受

けて外面には煤が付着。

常滑 (3) 

(f a-: 
三 三 士三三三

ミF=三 。
図18 道路状遺構側溝 1下層出土遺物

3 担ね鉢。外面口縁直下がくぴれ気味になる。胎土は淡褐色で非常にきめが粗い。器表面は褐

色を呈し、内面は降灰著しいが二次焼成で荒れている。

山茶碗窯系陶器 (4) 

4 山肌。灰色できめ細かく、堅綴な胎土で、岩石質、若干焼成ムラがある。

かわらけ (5) 

5一手担ね成形の大型。全体に均一な厚味で、僅かに内管する器壁を

持ち、焼成が良好。

側溝2出土遺物 (図19)

瀬戸合子蓋。口径7.2cm前後、頂部径6.6前後cm、器高2.1cm。頂部に 0 lOcm 

双鳳文が見られる。粕薬は暗黄褐色半透明、胎土は黄灰色で、きめは細

かいが焼成不良のためやや軟質。

第 4節下層の遺構と遺物

図19 道路状遺構側溝2
出土遺物

上層・中層の遺構群に切られる一群の遺構がある。その殆どが土壌であり、調査区北域に集中 し

¥ ている。この遺構群の切込み面は上層・中層形成の際に削平を受けているため、面上の包含層は南

域の狭い部分にしか残っていなかった。

この層で確認したのは土嬢19基、井戸 2基、柱穴数口である。このうち本報掲載範囲に該当する

南域に位置するのは僅か l基であった。

l.土墳27(図21)

B-6にあり、南側は調査区外に出ている。東西150cm、南北160cm以上、深さ55-60cmで、ほほ
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楕円の平面形を呈し、断面形は逆台形、もしくは箱形で

ある。形態的には、この層で検出された他の土墳と共通

している。

18東 2m/

、久¥・J

主軸方位N-440-W。

出土遺物

常i骨とかわらけ片がそれぞれ数点があるが、いずれも

固化するには至らなかった。

2.下層遺構面上包含層出土遺物 (図22・23)

前述のよう にこの層は大半上層遺構に削平されていた

が、南域に若干包含層が遺存しており、そこからの採集

品を提示する。

6 

。 2m 

図21 土墳27

常滑 (1・2)

1-斐口縁部。頚部は直立に近く、口縁部上縁に粘土紐を接ぎ足して縁帯を形成する。胎土は灰

褐色できめが粗く、大小様々の挟雑物を含む。器表面は黒褐色を呈する。

2一提ね鉢。角型の口縁端を持つ。胎土は黒褐色でがさっと した粗いもの。

山茶碗窯系陶器(3 ) 

3 -1里ね鉢。口縁部ないしは体部上半が外傾し、角型の端部を持つ。胎土は灰色でややきめが粗

く、気孔を含む。
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図22 下層遺構面上包含層出土遺物(1)
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かわらけ (4 ) 

4 ロクロ成形の小型品。薄手の器壁で、器高が低し、。 13世紀代の様相を

持っている。

鉄釘 (5-7)

5-幅6.5mm、厚さ2.5mm、長さ5.1cm、重量1.85g 0 6 -幅4.5mm、厚さ2.5mm、

長さ3.6cm、重量 1g 0 7 幅 6mm、厚さ3.5mm、長さ5.7cm、重量5.15g 。

砥石川)

8一灰黄色の粘板岩製の仕上げ砥。両端を欠失するが、幅3.5cm、厚さ0.8cm、

長さ4.5cm以上、よく使い込まれている。

建具部材 (9) 

9一指物の一部であろう 。長さ39.8cm、幅1.9cm、厚さ1.6cm。

銭(図23)

車E元.宝

乾元二年(759)

図23 下層i量権
面上包含眉出土

遺物(2)

唐の乾元重宝。乾元二年 (759)のものと思われる。なお乾元重宝にはこの他に乾元元年 (758)、

会昌五年 (845)のものがある。

第 5節古 代の遺物 (図24)

調査中に採集したものを一括した。 遺構そのものは検出できなかったが、本地点の立地からみて、

すぐ近くに遺構も存在するのは確実であると思われる。

土師器 (1-6) 

1一葦口縁部。内外とも櫛歯状の工具で整形した後、磨きを与えている。胎土は芯部が灰黒色、

器表面が黄褐色を呈 し、挟雑物は少なし、。和泉期であろう。 2一同前。小型。胎土は非常にきめが

細かく、芯部で灰黒色、器表面で赤褐色を呈する。これも和泉期であろう 。

3 高杯。直線的に伸びる器壁を持つ、口径の大きなもの。胎土は肌色でやや軟質の焼き上がり

であ り、 きめが粗め。和泉期であると思われる。4 同前。 脚部。最大径5.6cm。胎土はきめ組い

がよく締り、白色針状物質を多 く含む。脚柱部で灰黄色、裾部で、明褐色を呈 し、焼成ムラが若干あ

るが焼きは良い。鬼高E期、 6世紀代に属していよう 。

5一杯。体部上半はナデを与えて外反する尖り気味の口縁部を形成し、下半はヘラで削る。胎土

は明褐色できめ細かく、白色針状物質を含む。 5世紀前半頃のものであろう。6一同前。口径llcm

前後。口縁端部が玉縁状に外側に折れる。胎土は明褐色で非常に きめが細かく 、白色針状物質を殆

ど含まない。鬼高Eから皿期、おそらく 7世紀代のものであると思われる。

須恵器 (7-12) 

7 長頚査。頚部径5.2cm。中央部に 2条の平行沈線が廻る。胎土は灰色で、岩石質、きめが細かい。
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図24 古代の遺物

二次焼成を受けている。古墳時代後期のものであろう 。

烹=¥一寸ー弓ラグ

11 。 lOcm 

8-費。黒色の、油煤のような粕が内外に塗られている。胎土は灰黄色で、非常に堅級、きめが細

かい。9 同前。内面に微かに青海波文様の叩き目が残る。胎土は灰色で岩石質。 10一同前。内面

は丁寧になでられている。胎土は灰色できめは粗いが挟雑物は少ない。11一同前。胎土は灰黒色の

きわめて堅綴なもの。

12一杯。底径5.8cm。外底面は糸切りのまま再調整されていない。胎土は灰黒色できめ細かく、

良好に焼き上がっており、ずしりとした質感がある。10世紀頃のものであろう 。
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第四章 ま と め

本報の報告対象範囲は、調資地点の南側 3分の lの遺構と遺物であ り、北似1)3分の 2については

全体凶を掲け、るにとどまった。 従っ て本地点調査の本格的なまとめは、北j~l) 3分の 2の結果を侠た

ねばならないので、今回は若←卜の遺構についての年代観の提示と、問題点を指摘するにと どめたい。

但しこれらの見解は、北側 3分の2を報持する際修正されることも充分にあり得る。 J，t1として別

解されたい。

上層遺構

13世紀前半代に属するものから明らかに14世紀後半以降のものまで、遺物の年代にかな り叫乱が

見られる。これはおそらく 、この而の遺構群構築の際、下層の遺構群を相当削干したためであるの

と (従って古式のものが混入)、後代まで而そのものが残存していたためである(従って新しいも

のが混入)のとによる。北倶1)3分の2からの出土遺物の仔制を未だ把探するに五つてはいないが、

大雑把に言って141吐紀代であると考えられる。

中層遺構

この遺構群は、東西方I"Jに走る道路状遺構と 、その南側、北側に方形竪穴建物が配される、とい

う構成を示している。この、南側の二棟の建物と北側の二棟の建物と は (詳報 していないので、会

体図から判断 して)、主軸方位を|吋じ くしている。つまり 、この軸方位による規制が存在している

ことが判る。五:宵大路とは160ものずれがあるので、明らかに ここでは別の要素が働いていると思

われる。これは道路状遺構も同様であって、主軸方位の N-460
- Eとい う数値は、先述のように

若宵大路とは直交も平行もしてお らず、大路を南liとした街割の規制を受けていなし、。

道路状遺構が往時の長谷小路であっ たかどうかという問題は、 !剖辺の調査例が噌える まで似fdし

たい。この道路のl幅員は5m30cmて、あり、 これは千葉地遺跡、検出の道路のIII両より約80cm程Il、く、か

なり幹線に近いとは思われる。また側溝が南 と北で全 く異なる様相を見せている点や、さらに上!同

遺構盈iの年代にはこの道路は調査区内にはなく、どこかにつけ称えられている点など、 今後追求さ

れねばな らないであろう 。

この遺構群の年代は大体13世紀後半代一14世紀初頭期であると考えている。

下層遺構

遺構群の主体が北側にあり、 当該区域には僅かに土畷 1悲しかないので、詳細については北側部

分報告の際に委ねたい。
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図版 1

"'1 調査前近景

"'2 全景 (南から)
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図版4

.1 方形竪穴建物4

"-2 向上 (泥岩敷除去後)
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図版6

渥美

(握ね鉢)
<41 司V

魚住

備前

<4 3 

<4 4 

4 
2 

向
上

(蔓
)

瀬戸<4 5 

- 118 



図版7
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図版8

...1 山茶碗窯系陶器
....2 同上
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図版9

.1 かわらけ (手提ね成形)
""2 同上 (ロクロ成形)
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図版10
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図版11
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"'2 古代の土器
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3.妙本寺遺跡

大町一丁目1158番 1地点、
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191J ~ 

1 .本報は鎌合市大町一丁目 1158番 lにおける

併|人専用住宅建設にと もなう発鍋調交の幸I~持

者である。

2.調査1は国庫補助事業として鎌倉市教育委員

会が実施した。

3.本書の執年、凶版作成、及び編集は福田が

h なった。

4.調査体制は以下のと おりである。

担当者十'M田 ~I&: (鎌台市教育委員会l嘱託)

調 交 J:~ .1.1，] i日l手IIt.fF.(鎌台市教育委]，)会l腕託)

訴iJJI~補助封 阪田 守・村上手U久・小11jlJi半シゲ子

5. 11"1土品等発掘調査資料は鎌倉市教育委員会

が保管している。
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第一章 遺跡の位置及び歴史的環境

j立問、は、本覚寺山門の東にある夷堂土橋 を波り 、 妙本寺惣門の所をギ1 に.fJiれ八~j~: 十111引に IÎIJかつて約

100m o程qJった左手にある。この場所は旧妙本寺境内の一角にあたる。 さらに50m市にはばたもち

守の名で親しまれている常栄寺がある。

この妙本寺惣門を横切 り八雲神社の前ーを通 り、名越に通じる二ifliillにぶつかるのである。この辺

を妙本寺惣門よ り北にたどると 、JJi有 はとされてしまうが、かつては市川を越えて'ji:J氏、子近くまで

通じていたと いう。

妙本寺は山号を長興山 とサし 、 間 11 1 は日郎である 。 防J 1，1:は、比企).:. ~f:三自1\能本で立:J，~;元年(1260)

間信Ij と伝えられている 。 本尊は三主但師て、、現在境内には組師'止、 符殿 、 防御、 : Íi:Jr./( 、 経iI~i 、 蛇こ:(I，'r

11二本、惣I"J、二ヲミl句、 命庫等がたちなら んでいるo J;f_tllti と して「新制鎌fì;~::J には十六l)j 、 ' J!Jit:L

1;己稿」では十二坊 をあげているが現在は一坊もなし、。

妙本寺の寺地の在る比企ヶ谷は建十 3 年 9 月 、 比企一族減Lの地といわれ、 ，;7~tl l~;.ムiL;i/命の:広場と

図 1 調査地点位置図
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第二章 検出した遺構

1制:各地点は、南北に延びる幅約2.5mの道路に舷ーして約14m、I丸1lきk:'J4.5mの範囲である。この

敷地は道路出より約170cm税出し、。道路に面して駐車場をつくるため段差の削平と道路面下 1mま

で掘削するため、発射調査を行なった。調査の深度は掘削の恨切 り!氏と して、一部深掘 りのトレン

チを入れた。地表 |ご約130cmまで近、現代の埋め土で覆われていた。

，¥Jnl Jf ~"i 1 j(li 

地表下150cmのところで検出した版築出は砕いた土丹(泥日)を突き 出めて面を構築している。

調査区の京1!!11では、調査区に平行 して石組の構築物を検出した。鎌倉石製 (凝灰有)の切り石で、

111M 1 -1.3m、lf石さ33cm、l平さ15cmで、ある。二列のJ帯状に並べた切り石の上面には等間隔で、また

対になるように注みがつけられていた。議としての機能は考えにくく、 むしろ築地の基礎部分では

ないかと思われるものの委細は不明である。

この他に不規則に点在する土境、柱火を検出した。

~ 

。 10m 

図2 調査区設定図
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調1t第 21fli

地点下170mのところで検出した版築闘で、土汁を砕き突き同めて的iを倣築している お1luiと

のIIII~~ には、 I:I~色の砂町土が堆紋していて容易に l射をたどることができる あ 11(11とI'il械にl(tIは倣

く突きl刈められて、 11ぽ水平である。

，}¥j1f.第 31耐

地衣ド185('111で検出したりす版築耐である。第1、2泊iとIriJt革で、 lui上に以色の砂町上が枇航し

ている 調光院と・nJ:して泌を 3本検出した。東岐に沿う織は、都 11Mの石剥iのドにあたり、防tH義
的iの*ß!II のf.HWをぷすものと思われる。 他の 22ドの潟も、w:椛に・I~行してlti~ヒに，じっている これ

らの1/1;はが:)160cmの111]制でAY.んでいる。

~1f.~~ 4 I(II 

j也'N.下250cmのところで検出した版築面である。第3耐が湖11:1)(のql火付近からなだらかに必ち

て行き、部"I(IIとなる。このifriも第 1-3凶と同機に、Jて:lJを突き，，1，1めて版築している。

調1t筋41(ln'

，官~1f.i袈l立が似きり}泌を越えゐ第 4 断下について 2 f聞の トレンチを入れて地!併 を ~'(fí.i~した。 JL本的

に 、 上nを突き I~ìlめた版築 1mが統〈 。 トレンチで地表下340cm まで抗tl りドげ少なくとも 21(tÎ以上の

版築l耐をIìåi必したがi/JjJ災の危険がある為にこれ以上の謝~f:を断念した。

第三章 出土した遺物

j立憾のほとんどがI~i築された IÍlJだったので、いわゆる包イ•• ~~~はほとんど比られなかった。 そのね

にill備に伴う遺物はなく、すべて版築された土憎の中からの出上である

第 1面出土遺物

かわらけ (1-7) 

] 1;1:円筒7.4側、~~，új l.7cmの完形品である。明制色で焼成は良好 2 1;1: Ii h~7 .4側、出向1.7cmで

ある^i炎制色で妓成は良好である。 31まロ経12 . 2cm 、 6~尚3. 7cmのi~~lで内向するかわらけである。

明紛色でt完成は良好である。4は口付13cm、持高3.5cmの内iちしてllilく形のかわらけである。 51.t

中央官IU:J肩関

1.院自己励賞:L柑

2，灰色仙1tJJIf
3， 

5. ~島渇色紗fU:'lf

b，炭化物情

1. 書写I;t(色+.Itf( +'fhJ~る 3

11. 成ft'骨精
<l I与成色給tt+'tf

10.快色砂ttn.

ml面→」
語¥2官官→J

一一-IO.5m司ー

ザー寸

1 ¥. H(色紗領土I!It上丹も:カ・多い

1') 灰色紗1.(f'.!(f !.I:時わが少ない ，. .，ミかけ列車E分.:1.丹申~~曲1

~3 土層堆積図
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~ 
第 1[針金図

o 2m 

ギプレf

第 2耐l全国

~ 
第3面全図

J ん/

第4両全図

打t百L
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口従12cm、器l吉'j3.4cmの内湾して、丸みの強いかわらけである。船土の砂粒の動きから、ロクロは

|時計廻りである ことがわかる。 6は口径11cm、底径5.7cm、器商3.4cmの渇く 、|付湾しながら1ち上

がる硬く焼き締まった11台土である。円径と比べてj氏径が小さし、。 7は口任16.2cm、ほ何8.5cm、出

尚4.5cmの大11!!品で、内湾しながら聞いでし、く、胎土はきめ制かい素地で明褐色である。

火鉢 (8-10) 

8 -10共に口縁が直立する火鉢である。 8と9は大型の菊花の正IJ花を配し、輪花となす。10は小

jlリの菊花のI:IJ花の下に球文帯を配する。

国産陶器 (11-21)

tft'鉢、 11は常i骨で口径は27.4cmで、ある。底部より直線的に聞いてゆく 。体育1I下半には指で撫であ

げが、明瞭に残っている。口縁端部は上方につまみ上げられている。p:.]j1'ljはすり減っている。赤外j

色で大粒の石英を多く合んでいる。20 も 't;~' i'~fで!日後は27 . 7cm、断 I(jjは角ばっており口総端部はシャ ー

フ。に上方へつまみ上げられている。 濁赤褐色で、焼き締まってい る 。 21 は常i"t~ の閉鉢で、|付凶lの条線

は6本である。

瀬戸 12と13は平行鍋である。口縁部は折り返されてやや内湾き、みになる。14は折綜1mである。

口縁部は内湾ぎみに折まげられている。体育1¥下半に箆削 りが見られる。15はおろしJIIIである。口総

端音1Iがやや上方につまみあげられている。16は天目茶碗である。イ本部は内j湾ぎみに;ιち土がり端部

でやや外に聞く 、利Iは鉄紬でJヲくかけられている。17は小査である。紬は鉄紬で内外出共にJFAくか

けられている。18と19仏華瓶である。18はj氏径4.2cm、残高7.1cmで、ある。糊はl火手11Jで、;i'(i部に螺旋

状のj尤線が巡っている。 19は大到の仏幕前iの底部である。糸切り!まで、外iftiにはl火>tlhがかけられてい

る。復!点!i'¥i壬は9.2cmで、ある。

中国磁器 (22-26)

22と24は青白俄である。22は小皿で、内底面iの外j百lに雷丈、内側に花丈状の模僚を配する。素地は

白色で問級である。24は令子の葦である。素地は白色で出紋である。手，1，は透明な/J<.l'j色である。内

側ま でl手く手自をかけている 。 23 と 25は白硲iである。 23は JJJlで口 jじになるも のと !ιわれる 。 25は 白1ii.~

市の底部である。復!京成後は7.4cmである。底部は削 り出されている。四JcLoi戸と忠われる。26は古

磁の鉢である。復JAL底径は9.6cmで、ある。素地は灰白色で堅散である。*1[1は透明な緑色でり くかけ

られている。

その他の遺物 (29-33)

27と28は銭である。計一4枚の銭が出土しているが、判読できたものはこの2枚である。27は元州

通京、 28はn~寧元主であるけ。 いずれも北米銭である。

29-32までは紙石である。 31以外は仕上げ、低で、形は長ーん.形になる。石氏はきめの*111かいilt1i製で

ある。31は荒低で形も六角形になる。

33は須恵器斐の休音1Iハーである。

第2、 3画出土遺物
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図6 第 2・3面出土遺物

中国磁器 (39、40)

かわらけ (34 35) 

34は口径7.6cm、器高l.7cmで、ある。11台土は褐色で端

部は内湾しながら立ち上がる。35は口符1l.2cm、保高

3.1cmで、ある。赤禍色で薄手の体育1¥は|付汚して立ち上

がる。

国産向器 (36-38)

36は山茶碗窯系の控鉢である。37は瀬戸の大型の仏

華瓶である。胎土は)火白色で堅級、粕はl火手IRで不透明

な緑色である。38は瀬戸の折縁JJllである。外耐にロク

ロ成形痕が明瞭に残る。

39は青白磁の梅瓶底音1¥片である。胎土は!火色で堅微である。40は白鶴、口]じ碗である。口任は10.4cm、

胎土は白色で堅綴である。

第 4面出土造物

かわらけ (41-54)

41は口径 7cm、器高1.6cmで、ある。体部中程に軽く段差がつく 。明赤字国色で焼成は良好である。

底部にスノコ痕が明瞭につく 。42は口径 8cm、器高1.7cmで、ある。褐色で体部は丸みを帯びる。43

口径7.7cm、器高1.5cmで、ある。体部中程に段差がつき、淡褐色で、焼成は良好である。4

器高 2cmで、ある。体部中程に段差がつき、 j炎禍色で焼成は良好である。45は口径7.3cm、器高l.9

¥一戸41 に上ニク~3 ¥_主;J745 ~こ主二47 L主~9

Lーと三ク42 L」ニグ~4 ~~ごク46 ¥一巳コ38 ヒ二と二ヲo

h寸-d¥ -Lーイ ¥」LJ」 L二イ

一 人て口前 ιlz f 
k二二十イ

てYYE4¥| イ 。 10cm 



である。休部の立ちがきっく深い印象を受ける。明赤褐色で焼成は良好である。46は口任7.9cm、

器高 2cmで、ある。{本部は薄く仕上げ、淡赤褐色である。47は口任7.9cm、器高 2cmで、ある。体部中

程に段差がつき、淡赤褐色で、焼成は良好である。48は口径7.8cm、器高1.7cmで、ある。薄く仕上げ、ら

れており明赤褐色で焼成は良好で焼き締まっている。49は口径 8cm、一保高1.9cmで、ある。休部中程

に税く段がつく 。I炎褐色で焼成は良好である。50は口径8.2cm、器高l.7cmで、ある。j炎褐色で焼成は

良好である。51は口任1l.7 cm、器高3.4cmで、ある。体部の立ちがきっく深い印象を受ける。明赤褐

色で焼成はD.Hである。54は口径1l.8cm、器高3.4である。内湾しながら立ち上がる体部中程に軽

く段さがつく 。53は口任12.7cm、器高3.4cmで、ある。器高が高く体音fi中程に段がつく 。明赤褐色で

焼成は良好で、ある。54は口任12.5cm、器高3.4cmで、ある。内湾しながら立ち上がる体部は薄く仕上

げられて外出に強いナデがまわる。

第4面出土遺物

国政陶器 (55-61)

55は瀬戸のおろしJlllで、口径13.8cmで、ある。淡褐色で、きめが細かい素地である。断面が角ばって

つまみあげられている。焼成は良好である。 56は瀬戸の入子で、口径 5cm、器高1.8cmで‘ある。輪

花にはならなし、。底部は箆で削っている。口縁端部から|付面にかけて|洋灰が見られる。

57-61は山茶碗窯系の担!鉢である。いずれも小片の為に口径は不明である。外面に強いナデが入

り、口縁端部を丸くおさめている。 61は底部片である。体部に大粒の石英を含む。

62は火鉢である。口任33cm、器高8.7cmで、ある。無文でやや口が広がる体部を持つ。

中国陶磁器 (63-66)

63は輪花状に実IJみが入る青磁腕である。復原口径が8.6cmで、小さな底部が付くものと思われるo

~tì土は白色で昭紙、紬は淡緑色である 。 64は鏑蓮弁丈碗である 。 直線的に開き、 口縁端部が僅かに

外反している。65、66は白鴎口]じである。 65の口径は13cm、66の口径は1O.9cmである。外反しなが

ら聞いてhく。

第 四 章ま と め

当遺跡、は、第 l面から第 4面まで基本的に土汁で版築された道路状遺構であった。現在妙本寺か

ら八雲神社へと抜けている道路と平行していることから道路の位置は大きく変化していないと思わ

れる。遺構に伴って出土した遺物はなし、。すべて土丹版築された客土からの出土である。その為に

おi旧の遺物が混在している。概ね第 4i剖が14世紀前半代に、 第 l由ーが14世紀後半から15世紀初めま

での年代が与えられる。第2、3l雨については遺物の量が少ないが、第 l面に続く 14世紀代の年代

が与えられる。第4j(Lj下については調査が及ばなかったが人為的に積み上げられた士層が続いてい

ることから、iJIに ~[Jiし、l時期の道路が存在している可能性がある。今回不明であった道路丙側の限界

も今後明らかになろう 。

- 1汎
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例目

] .本報は鎌台市城O"!̂f:中村654番 1他におけ

る波辺浩氏低1¥新築.I)}iに{、!とう発掘調査の報刊であ

る。

2.発掘訟ijj年は国庫補助事業として、鎌合市教

育委員会が実施した。調:任期!日jは1Ii{和62年4月27

日から 5月19日迄である。

3. il}可抗参加者名は本ページ下段に乃ょした。

4 .本干!?は、原稿執筆を大河内勉、凶版作成を

木村夫代ifi・大MI人l勉、写真撮影を木村美代的 ・

大iilJ1人j勉・菊川英政がそれぞれ相当した。

5.発射嗣:&.に|剥しては、京久建設株式会tlの

協力を受けた。

l制1f参加者

主任i制作11

il}!;J 1i' Ll 

iiJ~J1向HJJ)Ji1 
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第一章 玉縄城の地理的・ 歴史的環境(第 1~ 3図)

玉縄城は鎌倉市の東北端に位置し、藤沢市及び横浜市戸塚区に近接する。地形的には相模台地の

南端、 三浦半島の基部に位置する。城郭施設は広い範囲で確認でき、城廻を中心lこ補木、 打越、関

谷に及んでいる。本城の立地個所は台地の一部が周囲から隔絶した地点で、主郭部付近を中心とし

て尾根・谷戸が複雑に延び、独立した地形を形成 している。 いわゆる平山城である。標高は最高部

で約80mである。城の前面には柏尾川があり、自然の要害としての役割を巣たしている。城内の地

名には第 2図に示したように、城山、諏訪昼、七曲、 相模陣、城宿、|箪屋坂、ふあん;坂、j青/1<小路

などがある。また支城が戸塚区長尾台(長尾砦)、藤沢市渡内 (二伝寺紫)、高谷(高谷野)、大鋸 (お

んべ山砦)にある。

玉縄域域では昭和30年代から学校建設、大規模な宅地開発、 集合住宅建設が行われ、大きく様相

が変貌している。ただ未開発の地域では、曲輪、堀切、土塁なとが部分的に遺存しているのが現在

でも確認できる。大規模開発以前の状況は、赤星直忠氏に依る詳細な踏査記録によ って、玉縄城の

遺構の全容が理解できる (F鎌倉市史」考古編)。この記録は現在では大変貴重な資料であるといえ

る。これによると、城の存在する丘陵の東半部を中心部 (複郭陣地)、西半部を付属地荷陵として

いる。主要部分は 「本丸」を中心として、 その周囲に土塁 ・堀を隔ていくつもの出輸を配躍し、そ

れから各方向に延びる尾根には山輪と堀切が多数構築されていて、各所の岸には幾段もの切岸と狭

図1 玉縄械と周辺の砦 (1/30000) 
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清泉女学院図書館建設用地内調査地占 主

南西外郭部発掘調査地有

植木ハイツ建設用地内調査地点

城廻字打越165調査地点

北東外周部発掘調査地占

植木小学校建設用地内調査地点

7 本調査地点
一一一戸二与/メー ミ ん _'<'/ ι二よ告官トジ/

< 0 4OOm 

図 2 玉縄城での発掘調査地点 (昭和62年 5月現在)(1/10000) 
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関S 玉縄城廊辺の地形(昭和29年) 図中の数字は鵜表地点(図 2参照)(1/8000) 
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い削平部が見られるという。さらに支械を含む周囲の丘陵地帯が広義の主縄減であり、主防衛方向

は市方にあるとした。減内の各幽輸、支城の状況については赤星氏の詳細な，記録を参照されたい。

玉縄械は水正9王手(1512)JO月に北条早雲 {註 1)が、 三浦半島から相模ーIJ.jに努力を広げてい

た三浦氏を制任するために、交通の要地であり地形的に適した当地に築いたものである (;注 2)。

北条氏は勢}Jをl対米各地に拡大するに従い、各地に多くの支城を設けているが (，it3)、玉縄減も

その一つである。支城は既に存在していた城郭を利用した例が多いが、玉純峻li新たに城を拝読し

たもので、 ~t条氏の築l成ïii去を知る上で重要な城郭と言える。 初代のi成主は北条氏時、以後綱成、

氏紫、氏舜、氏勝の附で械主を勤めた(註4)。その間数度にわたり当械は戦乱に係わるが (詑5)、

務滅することはなかった。ヲミ正18年 (1590) 4 月豊臣秀吉の小田原汀伐にi'I~い、 1I1 中城務滅後本域

は|刻j成した。北条氏の滅亡後は、徳川家康により家臣が配罰されていたが、ほどなく廃滅となった

ものと忠われる (r新制相棋国風土記稿』円光寺の項では、元和 5年(1619)出城とされるんその

後玉純藩の陣屋が械のrtiにほかれていたが、元禄16年(1703)玉縄滋lま泌された。

城内の施設は築械後頻繁に改築、改修が行われたと忠われるが、 7Ì<J~ 6年 (1563)には 5年に一

位ずつの城嚇の修理を定めている。また同 2年 (1559)に械を地築し、何 8i:手 (1563)に的水出i輸

の塀の修理を行っている。

玉縄減内では過去に数個所で発掘調資が実施されている {第3凶)。 北京外崎部に位世する城廻

三安打怠165地点の凋査(4)は丘陵部を対象にしたため、建物銑などは見られないが、綴織 ・蝋切 ・aIl

鎗 .i棒状遺機 ・ 平担面なとが良好に検出され、綴切でのロ ーム質土の地業: を J討II~低武後の溌域の際

の惜慌であるとしている (品6)。主郭内の調査(1)では石積みの対・戸 ・j降などが検出され、 161世紀

の中国製陶舷器が出ょしている(註 7) 。 南西外郭部(2)では平祖国 ・ 段築部 ・ 上J:!~犬遺備などが検

出されているが、北西外間部での調査と同様の廃滅後の地t震が認められた例所がある (註 8)。第

3闘には示していないが、今次調査後に植木地内の 2個所で発抑制査が実施されている。

第二章 調査地点の概況及ぴ調査概要 (第4図、図版 1) 

今回の調査地点は玉制城の北岡外周部に位置する。赤星氏によれば、付属地4i;:陵の一部である。

玉縄城主草~高官から北関に延びる尾恨の西側斜面下部にあたり、玉純城の主郭脅ríからは約550 m離れ

ている。 この厄般の主事~部寄りの地点は既に宅地開発が進み、旧状を失っているが、今回の調査地

点を含む北西側は現在でも雑木林として往日のおもかげをかなり残しているい主 9)。 陪i恨の西側

には尾根と向方riiJに細長い谷戸が延びて {註10)、この谷戸の対岸にはiiT水小路に続〈複雑に入り

組んだj吾線が存在していた (宅造により現状変更されている)。 この谷戸の入門部付近には左右の

尾綴が迫り出している{随所が見られ、敵の進入に備えた何らかの防御施設の存在が想定できる。

調査地点の南側及び北側は小さな沢になっているが、それぞれ数段の幽給状総設が情築されてい

る。特に北側lは温存状態が良い。また調査区内には半円形のプランでd盤を切りiulし、りj品2が現れ
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づ子nl
調査地点の地形及び調査区設定状況図4

もともとは現在よている個所がある。調査地点前面の谷戸は岩盤が深く落ち込んでいる ことから、

りかなり低い位置に形成されていたものと思われる。また谷戸内には水分を含みかな り粘性の強い

土が堆積しており、かつては湿地のような状態であったのであろう。

今次調査地区は西向きの斜面の下部に位置するが、調査区内は形状により 、東区 ・北西区 ・南西

区の 3区に分割できる。東区はかなり急な斜面、北西区はその斜面が小さく 尾根状に張り出した個

所、南西区は周囲を巡る 2段の切岸とその内部の低位の平坦面である。標高は30-54m。南西区の

先端部分 (西側)は道路により削られている。調査対象は、現状変更になる北西区及び南西区の切

岸部とした。

発掘調査では重機によ って表土を除去 した後、遺構の検出を行った。南西区の切岸状遺構は既に

一部露出している状態であった。北西区で検出された地業遺構は、玉縄城跡、の既往調査でも見られ

た廃城後の造作と思われたため、上面での精査は行わずに地業土を除去し、土層断面の観察に重点

トレ ンチを 3個所設定するに留めた。を置いた。現状変更されない地点には、

調査の結果、玉縄城関連の遺構あるいはその前後の時期の遺構 ・遺物が検出された。伴出する遺

物が僅かなため、正路な年代を示すことは困難であるが、各遺構の時期は概ね次のように考えられ

る。

玉縄城築造以前 (16世紀初以前)……やぐら状遺構、土墳 l

玉縄城期 (16世紀初-17世紀初)……曲輪状遺構 1-3、切岸状遺構、段状遺構、通路状遺構、階
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段取り付け遺構、 i綜

玉縄減!発滅後 (17世紀初以降)…・・・地業遺構、土綴 2

第三章検出遺構 (第 5図、図版 2・3-1) 

1.地業遺情 ( t!~ 6 同一 1 、 ~l版 3-2 )

調査区の」ヒ阿隅で検出された。 調査区外 (北側) に続くことか鴨，忍できる。 IJ~1tできた範囲は南

北 8111、京阿14111れである。ほぽ1111輪状遺構 lの上部に位世し、この曲輸の機能を失わせるために

J1l!業したものと思われる 。 調筑前の観察では、西に傾斜する小さなjιfl~が延びているように忠われ

た。地梁のりさは50-t70仰を iÞ.IJる 。 地業土はハー ドロ ーム 、 玉f沙手1) を悦人する |昨ぷ尚色i;~粘11土で 、

以〈締まっている。地支:土の上には約80cmの厚さで、表土及び表土と地;(A土の混合Mが見られた。

この地撲は成城後の所þ~と考えられる。 石臼片が]点;地業上中より出土した。

2. 1111愉状)ii情

ml輪状ill構は3倒見rrで見られた。

幽紛状遺燭 1 (~7 図 、 図版 3ー 3 ) 

調子E区の」ヒ間隔、地業遺併の下で検出された。上下に 2枚の生活断をイIする。 ドluiは地山面、上

極iは地山面に40-130仰の地業を行い、その上碩を生活白.としている。 地業土 li土)H~ .傑を含む

時総色土、地山のJI1i務と思わ

れるjij灰色シルト唱などであ

る。広さはよl雨・下両iとも同

じで、尚北6.5-10111、東丙

9-1)1116在E認できた。地業遣

椛と同じく、 1ヒfl!lJ は~流区外

に延びており、また両自!IJも迫

路で自IJられており、全体の一脱

線は不明。l判断とも内側にIn)

かつて級〈下っている。*U!IJ

lま斜l師に接し、 l将官11]1立小さな

段を隔て通路状遺構が存在:す

る小平坦函となる。面上の遺

構としては、たdi.Îで土峻 l~

(トレンチで検出)、下而で

段が1f随所見られたのみであ

る。

。 10m 

図7 胸給状遺精 1(治山面)付近平面図
(1/180) 
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幽輪状遺構2

第3トレンチ付近の切岸状遺構の上部に存在する。一部しか検出 しておらず、全体の形状 ・規模

は不明。小規模な腰曲輪的なものと思われる。切岸状遺構とは階段取り付け遺構 1により接続して

いる。また北側の段状遺構とも接している。 東側は急斜面となっている。

曲輪状遺構3

切岸状遺構の内側下部に存在する。一部分検出した。切岸状遺構に沿って半円形に細長く延びて

いるものと思われる。形状は帯曲輪状を呈するのであろう 。幅は第 2卜レンチ付近で2.9m、反対

倶IJの第 3トレンチ付近で2.4mを測る。この遺構の内側は地山面がさらに落ち込んでいるのが確認

されており、おそらく内側の低位にさらに平坦面が形成されているものと思われる。この遺構に伴

うものに講 1・2がある。また階段取り付け遺構2によって通路状遺構3と結ばれている。

3.切岸状遺構 (註11)(図版 4) 

斜面の下部を半円形のプランで構築されている。上下 2段構造になっており 、上段は曲線での長

さが40m、下段は同じく 56m確認できた。構造は上下 2段とも岩盤をオーパ、一 ・ハング気味に削り

出し、下部を通行可能な程度に緩い傾斜にしている。下段はそのまま曲輪状遺構 3に続いている。

調査前に既に一部は露出しており、他の部分でも後世での土砂の堆積は少ない。

上段の北側部分は通路状遺構となって曲輪状遺構 1に続いている。また階段取り付け遺構 1で曲

輪状遺構 2と通じている。下段の階段取り付け遺構は通路状遺構 3と曲輪状遺構 3を結んで、いる。

上段の階段取り付け遺構 1付近で染付の碗片が2点出土した。

4.段状遺構

20-30cm程度の段が上下に 3段構築され、それによ り幅 1-1.5m程の細長い平坦面が3面造成

されている。長さ約10m を測る。斜面の下部を掘削して作られている。内部にピ y トなどの遺構は

検出されていない。一部は通路のような用途を有していたものと思われ、由輪状遺構 3と接してい

る。段状遺構の上にはやぐら状遺構の平坦面が存在する。

5.通路状遺構

通路状遺構は 3個所で検出された。

通路状遺構 1 (図版5-1) 

調査区北端の斜面の途中で検出された。南北に走行する。確認できた長さは約 2m、上端幅1.3m、

下端幅O.3mを測る。断面は台形に近く、深さは約40cm。調査区外に延びるが、おそらく北側に存

在する曲輪(未調査)に通じるものと思われる。 もう 一方は斜面で消失してしまう。本遺構は議の

可能性もある。

通路状遺構2 (図版5-2) 

曲輪状遺構 1の南側で検出された。東西に走行する。確認マ、きた長さは9.5m。西側は下 り降 り

る形状になっている。幅は 1m前後、掘り込みは浅い。

通路状遺構3

内ペ
U

Fhυ 
1
1
-



段状遺構の下に存在する。切岸状遺構上段の一部を利用している。南端は階段取り付け遺構 2、

北jHlJはiJll輪状遺構 1に接続している。長さ 13.5m、幅約 1mである。断面形は浅い凶状を呈する。

6. 階段取り付け遺構

切岸状遺構を昇り 下りするための階段あるいは梯子を設置した部分の遺構である。 2個所存在す

る02、角度の岩盤面を垂直に浅く掘り込み、下出に階段等を据えるためのピットを設けている。

階段取り付け遺構 1 (図版 5-3) 

切 i:'f: tl\遺構の上段に存在する 。 I出輪状遺構 2 に接続する 。 高さ約 2 日1 、幅O.7~ l. Pl o ピソトは

律20X40cmで長方形を半し、深さ 8cm。

階段取り付け遺構 2 (図版 5-4) 

切出状遺構の下段に存在する 。 通路状遺構 3 と ål l輪状遺構 3 を結んでいる 。 高さ 2 . 4 m 、幅O.7~

O.9m 0 ピソ トは50X65cmで、長方形を主し、深さ約20cm。

7. i持

議は 3条検出された。

溝 1・2

両遺構とも aB輪状遺構 3の上i面で検出された。はぼ並行に走っている。溝 1. 2はそれぞれ幅

15cm、40cm、確認できた長さは9.6m、6.5mである。両遺構とも非常に浅い(深さ lOcm以下)。双

方とも成のレベルは西側に向かつて低くなっている。排水目的の講であろう 。

溝 3

切jょっ伏遺構の南端i白下で検出された。検出された長さは2.2m0 111品 20cm、深さ lO~20cm を測る 。

断山形は箱形をidする。

一一/ 

ー~十~

〈

¥ ¥jl 

~ 

。 2m 
J (1/60)ミ

図8 やぐら状遺構
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8.やぐら状遺構 (第 8凶、凶版 6-1) 

段状遺構の上に存在する。遺存する形態は、ほほ垂直の奥壁と手前に小さな平I日fttiを有する構造

である。I丸暗は高さ1.75m 、 ~J同3.05 m 、 平坦国jの奥行きは 11~ :人で約 3 m である。 天井音1\が失われた

「やぐら」と見る ことができるが、納骨穴等は検出できなかった。控土の最下層に宝永の火山!火が

堆積していた。遺物は出土していなし、。

9.土騒

土墳 1 (第9図、図版 6-2) 

段状遺構と通路状遺構 3の間の斜

面で検出された。計佐凶iでの検出の

ため、南阿|側は旧状をうたっている。

平illi7杉はブJ形に近く、任は1.25X 

1.2m、深さ0.95mをiWJる。底[師は

平坦である。底面直上で銭貨が6枚

出土した。枚数からみて六道銭と思

われ、この遺構は墓吸の可能性がi点j

し、。出土した銭貨の鋳造年代、存在

している位置から見て、この土墳は

玉縄城築城以前(15世紀前後)の所

産であろう。

土境2 (第10図、図版6-3) 

A 
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A LifプA l 
2m 
(1/60) 

図9 土墳 1
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(1/60) 

図10 土績2
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切岸状遺構 (下段)中に存在する。幅2.9m、奥行きl.omの小テラス内に土壊が掘り込まれてい

る。テラスの奥壁は高さ2.4m。土墳はテラスのほぼ中央にあって、円形を呈する。径は80-85cm、

深さ75cm。底面はほぼ平坦だが、一部やや深くなっている。土墳内の覆土中から染付皿 I片、同碗

1片 (切岸状遺構で出土したものと接合)、瓦 1片が出土した。出土遺物からみて、玉縄城廃城後

の遺構である。用途は不明。

第四章 出土遺物 (図版8) 

1.染付 (第11図 1-4) 

碗が3点、皿がl点出土した。 1・2は外面に二重の網目文を施した碗である。 1は見込みに菊

花文を描いている。網目文の描き方はlの方が密である。素地は lが灰黒色で、 2が灰白色を呈す

る。 1は復元口径が10.2cm、同高台径3.6cm、器高5.0cmo2は復元口径9.9cmで、ある。 1は南西部

表採、 2は土墳 2覆土中と切岸状遺構(上段)の堆積土中から出土し、接合したもの。3は体部内

面に唐草文を施した皿である。素地は灰白色を呈する。見込み部分の紬は蛇の目に削り取っている。

高台畳付は露胎し、砂粒が付着している。口径13.0cm、高台径7.0cm、器高3.5cm。土旗2の覆土中

から出土。4は外面に花井文が施された碗である。素地は灰白色を呈する。復元口径9.6cm。切岸

状遺構 (上段)の堆積土中より出土。

2. 瓦 (第11図 5) 

瓦は土嬢 2の覆土中から桟瓦片が1点出土した

のみである。14本単位の条線が施されている。

3.石臼 (第11図 6) 

地業遺構の客土中より上臼片が1点出土した。

復元径42cm、高さ13.4cmを測り、やや大ぶりであ

る。条線は下面の外周部3/5程度の幅に施されて

いる。6単位で、 1単位は11条である。

4. 銭貨 (第12図)

土墳 2の底面直上から 6枚出土した。六道銭で

あろう 。 1-3は照寧元宝 (1068年初鋳)、 4は

元祐通宝 (1086年初鋳)、 5は宣和通宝 (1119年

初鋳)、 6は永楽通宝 (1408年初鋳) である。永

楽通宝が明銭、その他は宋銭である。

巧
/

p
h
d
 

唱

E
A

2 照寧元宝

4 元祐通宝

5 宣和通宝

3. ~E;寧元宝 6.永楽通宝

図12 銭貨 (1/1) 



ま・品 と め

今Inlの:J.ll1f.地，I，'，i.(まみJ1l.氏によれば、玉縄械の主要地411・ 主:;y，品川辺)の内側に広がる付属地l:ij:C;去

のお;である たたしt<uri観察でもその関連遺併の存在は篠;認でき、地形的な判断からむ玉縄峻の

外立1;部としての構造・役1ilJを訂していたことは確実である 今flllの発似，JI.l1tてーも五純械の脆i立の一

部と見られる遺憎が多く検出されており、上記の.LJ~を袋づけるものとなろう

，J，~査地{'.I;t I引'Uの 1'4" !íIJ きの余:凶1下部である。 検出された遺憾のうち、明E在 l二 I~純械関連の.i1'H蒋と

思われるものとしては、 1111給状造械、切j禁状追情、通路状泣備などがある 1111+制j、j削船主調流地1，，(

外の近接するfI"ll~rでもイ(作:しており、制資地点佑l辺では多く比られる ただJ~制械の中心庁1;に存在

していたような、 11i Jl!! I(，i.fl'iが11: く、土i:i - 技i!などに閉まれた rtil紛とはヤや~;HII 7) f~'，~， なり、J.r1，mや小

さな ~fにテラス状に 1;2けられるケースが多く 、 j訪問に I>l~~や挑d はは られな b、いわゆる担IIIUJ輪ある

いは際1111怖のような形態である。 これらのnh輪状の施設は谷戸 1Mよりは刈I~rに築かれ、 谷戸とは切

出により脳級されており、 Mらかのl防御施設と考えられる。 出城後の地~行為 (.U成としての機能を

?i'j:たさせるために行われたものと思われるが、副総状遺構 lの上白1;に地法-が秘されたことは、この

jll tt4が防御胞ぷとしての役割を保イfしていたためと理解できる，今[ulの訓1tでは1111給状のj!i構内に

は特に明敏な;m/l;は{(:{t:していなかった。

今回，/.;，剖1f.だが、切;;~に l刈まれた内側の範同にも・|ξJll泊lが形成されていると思われる。 ここは谷

μ1Mとの比尚昆も大きくなく、比較的広いことから、防御用の施g立を1!.¥返するよりも、何らかの建

物がu:{t'していたのではないかと思われる

，J~1f.地l.í.の・45はす~n寺にはその下部を家臣などの}，'T住区として利丹j し、 i成攻めの際にはj毛侠上の

脱i~，立により、敵のj且人をr.n11:するような役割をも有していたのであろう たたj己般を合むl王岐部は

ポ1M間伐で 、 ある.f'I:J支:当"長期の遺構のイ'0熊、形状を判断する ・J~ができるが、作) i部分は後IU:の上砂

のJ1g紛がJ'/く、 1i.純城I1JJ}1lの施設としてどのようなものであるか不IVJである 過去の，別代でも谷戸

内を 1・]'~誌にした例はなく、谷} i庁1¥の状況如何によ っては、 別の叫ん・ができるかもしれない。

今 |口|の ，J，\J 1tでも倣認されたローム質土での地業は、減量~'(打総165 Jtlu，'，(ならひ九ニHN4"外羽山1;の挑tl

切、段築部、 1):\て‘検tl \ されたものと制緩のものと忠われ、五純城)j~J，成後のI~r ，q: と 47えられる。 !.5

i刈AIはlU¥;は卜.叫 2地点のこのiiE作について、「おそらく、 J(;;fll催式後のI必械の|;来いっせいにとられ

た抗W(であると忠われる」とした(，l..tl2l 。 これらの械の機能をJ1~:たさせるような地来:行為が、北

条氏滅亡後の的m.であることは、その地業の肘位から見ても明らかであるが、 '.lh事u，yJ!iJ • .JIIl rIlなど

についてはIVJ6'(J・ではない 徳川必府は大坂夏の隊直後の元手口元年 (1615)、武家諸il:J主により 一国

-峨令を定め、人名のか;1.成以外の綴困内の峻郭を破却するよう命じている この制肢はl何日本の人;

をうをI.þ，(.、に~m されたものであるが、 m8 本でも前年のiE長]9~ (1611)には徳川家tliの命により

小mJJ;(!J在外郭の k依1~1が実施されている 。 これらの江戸時代初期の域.n俄よJJは砕J(.fが北大名の・単:ド

)J を抑制する 1 1 的で行われたものである。 玉縄城内の各地l.~で検出された地主行為lまiUil時代の初
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期に、大城郭であった当城の要害としての機能を失わせるために実施されたものと思われる。地業

が玉縄城の全域を対象にしたものか、或いはこれまでの調査で検出されている外郭部 ・外刷部にの

みに対して行われたものか、今後の調査例の増加を侠って検討したし、。

註

(1) 駿河守護今川氏に仕えていた北条早雲は興国寺城主となったのち、延徳 3年(1491)伊豆堀越

公方の内紛に際し、足利政知の子茶々丸を殺し、韮山城に移り伊豆を制した。明応 4年(1495)大

森藤頼の小田原城を奪い、さらに永正 9年(1512)三浦義同が屈していた岡崎城(伊勢原市 ・平塚

市)、住吉城 (逗子市)を陥し、同13年 (1516)新井城(三浦市)を攻め、三浦氏を滅ぼした。こ

れにより、北条早雲は相模を平定し、北条氏の関東進出の足がかりを築いた。小田原に本拠を置い

た北条氏は初代早雲の後、氏綱、氏康、氏政、氏直と 5代続き、その問に関東南半を制したが、天

正18年 (1590)滅亡した。

(2) 当時、近隣に大庭城 (藤沢市)と いう使用に堪えうる大規模な城郭があったにも拘わらず、新

たに当地に築城したのは、三浦氏を抑止する目的が第一に考慮されたためと判断される(~藤沢市史』

第4巻中世編890ページ、伊札正雄氏寄稿文)。

(3) 北条氏の支城としては、韮山城 ・下回城 ・山中城 (伊豆)、足柄城 ・JII村城・津久井城 ・三崎

城 (相模)、小机城・江戸城 .i竜山城・八王子城 ・河越城 ・岩付城 ・鉢形城・ 21城(武蔵)、松井田

城(上野)などがある。以上の一次的な支城に対して、さらに支城(枝城・砦)が存在する。

(4) 北条氏時は早雲の三男で、 小田原城主氏綱の弟。氏時は級河の葛山城主も務めた。天文11年

(1542) に死亡(杉山博「玉縄城とその城主J ~藤沢市史』 第 4 巻中世編) 。 氏時開基の寺としては

円光寺、二伝寺がある。

綱成は遠江土方城主福島正成の子だが、後に氏綱の庇護を受け、女婿となって北条姓を名乗った。

玉縄北条氏のはじまりである。制成は天文 6・7年 (1537・8)から同15年 (1546)頃まで武蔵iilI

越城の城代であったが、天文15-18年(1546-49)頃玉縄城主になっている(佐藤博信「玉縄北条

氏とその文書J ~相州玉縄城主玉縄北条氏文書考.J 1973年)。綱成は 『関八州古戦録』などでは、武

将としての誉れが高し、。綱成開基の寺には大長寺と龍宝寺がある。天正15年(1587)没したO

氏繁は綱成の子。綱成の出家後、家督を継承したO 綱成の出家動機は、元亀2年 (1571) 10月の

小田原城主氏康の死であるとされる(w藤沢市史』及び佐藤氏前掲論文)。氏繁も綱成と同様に武勇

の聞え高く、関東各地で活躍した。天正 6年 (1578)城主であった下総飯沼城で没したという 。

氏舜は氏勝とともに氏繁の子である。従来玉縄北条氏は綱成 氏繁 氏勝と城主が相続されてい

ると考えられていたが、氏舜の発給文書などから、天正 5年(1577)から|百J8年 (1580)にかけて、

城主であったとされる(佐藤博信 「玉縄城主北条氏舜考J ~日本歴史.J 313号泣び佐藤氏前掲論文)。

氏勝は玉縄城の最後の城主である。天正18年(1590) 4月の開城後は徳川家康に従い、下総計富

の城主となっている。氏勝の玉縄城主時代の発給文書は少ないが、 天正10年(1582)以降のものが

見られる。
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(5) 永正13年 (1519)、上杉朝興による三浦氏支援に対し、北条早雲は玉縄城の北方に陣を敷し、て、

これに対抗した。

大永 6年(1526)、安房の里見義弘の鎌倉乱入に際し、北条氏時は戸部川あた りで防戦した。

永禄4年 (1561)、上杉謙信が小田原城を攻めた帰途、玉縄城を包囲した。

永禄12年(1569)、武田信玄が小田原城に進撃する途中、藤沢を通過する際、玉縄城の支城であ

る大谷氏の砦を陥した。

(6) 馬淵和雄 『キ目模玉縄城一城廻字打越165地点の発掘調査一~ 1986年

(7) 鎌倉考古学研究所 『掘り出された鎌倉~ r戦国の世」 一鎌倉の山城一 1981年

(8) 馬淵和雄「玉縄城南西外郭部発掘調査概報J IF鎌倉考古~ 4 1980年11月

(9) 赤星氏の踏査報告によると、この付近は殆ど手を加えた施設はないと されているが、 今回の調

査地点周辺には城郭施設の一部と見られる遺構が存在している。また赤星氏は、この尾根の先端に

ある相当な広さの削平面を物見の個所と推測している。

(10) 赤星氏の踏査報告では、この谷戸の入口に群集している民家は、城下町的に発達した民家の名

残と考えられるとしている。

(11) 阿蘇品保夫氏は中世城郭での切岸について、大友宗麟の感状中の表現から考察し、「斜面と直

角に近く切り落として、敵の登禁攻撃を防げる目的のもの」とし、「当時の切岸には、これを保持

する石垣などはなく、風雨等による浸蝕 ・土砂崩壊などの危険があるうえ、用具と労働力の投下量

の限界と相まって、 一気に高い切岸を造ることなく、階段状に造成することによ って右の問題点を

解決したものと考えられる」と説明している (r文献に見られる九州の中世城郭J IF日本城郭大系」

別巻 1 1987年)。

(12) 前掲書(6)。

参考文献

赤星直忠「玉縄城跡J IF鎌倉市史』考古編 1959年

杉山博「後北条氏の藤沢支配J IF藤沢市史』第4巻中世編

『新編相模国風土記稿』巻104 村里部鎌倉郡巻36

伊札正雄「後北条氏と城郭一序論の序論一J IF年報後北条氏研究』倉IJ刊号 1971年

『 日本城郭大系~ 6 神奈川県 1980年
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図版 1

xi:戸

41 調査地点遠景 (調査前)

42 向上 (胴査後)
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"'1 調査区全景 (南から)

"'2 同上 (北から)
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図版2



....1 調査区パノラマ写真 (240・)

.....2 調査区北壁土層断面

.....3 調査区北側部分
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図版4

<41 切岸状遺構北側部分

<4 2 向上 、南側部分 (東から)

<4 3 同上南側部分 (西から)
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図版 5
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図版6

~1 やぐら状遺構

~ 2 土域 1

~ 3 土墳 2
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....3 第3トレンチ
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図版8
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5.長倉小路周辺遺跡

長谷一丁目284番 1地点
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第一章 調査地点と歴史的環境

長谷小路!占il:i2l遺跡は、長谷寺前から六地蔵までの道 (長谷小路)の南北阿世!IJに存在する遺跡であ

る。長谷小路は鎌倉の主嬰幹線道路の一つで、ある大町大路の内側の一斉1¥である。大関J大路は六地蔵

から下の下馬橋で若宮大路と交蒸 し 、 ~t越から逗子方面にぬけている。 この大UlT大路の道iii し 、には

回]崖が多く 、鎌倉~室町時代における鎌倉の繁華街の一つであった。建長三年(1251)・文永二年

(1265)に定められた鎌食中で商売をわーって良い区域の中に大町が入っており、大11fT・小町に私、せ

られる ごとく 、鎌1.iでM:も繁栄した地域であったようである。

長谷苛.'i請は一人聞大路の阿端に位置するが、この地はは.大人仏I以b反〈を下つた道 (以下「大仏』坂h反〈迫」と 11呼|呼手私称: 

する) と桓根式楽f寺占寺三坂を下つた道が合j流玩して大H町汀-大人路となるj地也点で、あり、 l長企f谷千寺はそうした迫の1交交父j点，1，1λ 、

(境) に建立された寺院でで、ある O 訴調l査資1地はこの長谷寺所前Jの:火火交今=又くι}点i
に:至辛る県道鎌倉 .藤j沢尺線の大μ仏、と長谷寺l前抗の中問に位筒 しているO この道は明治13年(1880)に大

仏トンネルが開削されるのに伴って造られたものである。それ以前のも のと考えられる迫は、当追

跡の東側25mに南北に走る道があるが、これも中世からの道ではなさそ うである。一方、相1楽寺坂

を下った道は御霊神干」前を通り長谷寺南側に至 り、現在寺前の駐車場に接して東へ折れているが、

本来はそのまま北進して長谷寺山門で大仏坂道と合流していたものであろう 。

大仏坂がいつからあったかわからなし、。大仏の地が深川!H.といわれ、現在のj約)(が大仏以を越 し

た西側であることから、また鎌倉権五郎景正を刷る御霊神社が坂ノ下にあり 、 そのj ~r伯!が大j岩佐Il lJIt

であり、 一族に深沢の梶原を名とする一族が居ること等から、鎌倉時代以前から道があった事が推

測される。 また元弘の乱に際し、武蔵方面iに出兵 した幕府軍の|付、 「梅松論」 にある中の道の大将

北条貞通の通った「中の道」は大仏坂道であるとする説もある。いずれにしろ記録には明維な形で

は表れてはこない。

人仏坂道の周辺にには、鎌倉側の坂の登り口に鎌倉大仏があり、さ らに下っ た内側谷には相楽守

忍性が痢病患者のためにたてた施療所(桑ガ谷療病所)があったとされている。，人仏坂道は相楽寺

坂下と共に極楽三千万，'1:11の1舌動の重要拠点で、あったとされている。
A，. 予勺き

鎌倉一人イムの近 く には北条時房が{主し 、 大仏殿と号 した。 11守凶の子!:í}Jf~1 は大仏氏を称し、子イ系は大

仏氏を名のった。大仏氏を名のる人には連著大仏宣時他、元弘の乱に検楽寺1)J(でi淡い戦死 した大仏

貞li'r等がいる。 大仏氏の館はどこにあったのかわからなし、。時械は佐介氏を称し、 その子u寺崎の了

係は代々佐介氏を称しているから、佐介の地以外に館を求めたんA が良いと思われる。北条氏は一門

を鎌倉の出入口の要地に配しているので、大仏氏の館はやはり大仏坂に近い土地がuいと思われる。

調査地の現在の地名は長谷である。長谷が地名として使われるのは長谷寺建立 (文永元年 1264 

頃)以降であるが、前述 したと おり 時房が大仏殿と称され、大仏氏を:f'tのる人々がいる事から、ぷl
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査地周辺の土地は大仏と称されていたと考えられる。吾妻鏡には長谷の地名はなし、。江戸時代になっ

てから甘縄と深沢の一部を合せて長谷村にしたという伝えがある。これらの地名それぞれの範囲が

どの程度であったかは解らなし、。なお、調査地東側に近接して甘縄神干上があるため、鎌倉市史総説

編をはじめ、神社周辺の地が中世の甘縄であるとする説があるが、斉木明美氏が指摘するように甘

縄の中心はず、っと東側であると考えられる。その西辺に佐々目が含まれるが、現在の甘縄神社の他

が含まれている資料はなし、。現在の甘縄神社の地は含まれないと考えた方が良し、。筆者は以下に述

べる理由から調査地から現在の甘縄神社にかけての地は、吾妻鏡の大仏関係記録(暦仁元年三月二

十三日像、同五月十八日係、仁治二年三月二十七日後)にある 「深沢の里」の一部と考えている。

調査地は稲瀬川が大仏の谷を出た右岸にある。稲瀬川は大仏の東側の谷 (大谷戸)、西側の谷 (小

谷戸)の支流が大仏山門前で合流して本流となる。さらに南下して遺跡、の阿側を流れ、長谷寺前の

交叉点でやや東にまがり、南下して江ノ電長谷駅北側で東に折れ、さ らに南にまがって由比ガ浜に

そそいでいる。河口の東30mには美奈ノ瀬川の河口がある。二つの}IIは河口付近が埋められたため

分離されているが、本来は一つの川であった。古名は水無瀬川である。美奈ノ 瀬川は長楽寺谷から

発すると考え られ、佐々目谷の水系とは異なる。調査地周辺の旧地形を略述すると、調査地は稲瀬

川東岸に形成された自然提防上にある。 この40m程北では!現地表から1.5mの深さまで近代の思土

があり、これは旧河川を埋めたものである。また西側30m程の所に現在の河道がある。 しかし長谷

交叉点以南の河道西岸は砂丘であり 、その上に遺跡が形成されている。調査地は稲瀬川東岸にわず

かに形成された自然提防上にあることがわかる。美奈ノ瀬川南 ・東岸は海岸砂丘である。長谷小路

はこの砂丘上を東西につらぬいている。 旧長谷諸戸邸内遺跡では、山下の平場の下に東西に走る木

組の大溝があり、その南側には中世遺跡の下から弥生時代の住居士止が発見されている。この住居士止

は砂層を掘って造られており 、砂丘の北辺であると考えられる。こうした地形を考えると 、大仏が

つくられた深沢の里は水無瀬川流域を再開発したもの と考えるのが妥当であろう 。長谷小路以南は

砂丘であるから、それ以北の水無瀬川流域が開発対象とされよう 。

こうして開発された地域に鎌倉大仏が造営されたため、この地の別称と して大仏が使われた可能

性があるのではないだろうか。

参考文献

l 高相1I光寿編 「鎌倉市 総説編」 古川弘文館 "日午1134年10月

2. 白井永二編 「鎌倉事典」東京堂出版 Ils和61年 5月

3.斉木明美 「第一章 遺跡の位置と歴史的環境J W千葉地遺跡、~ jiji収 千葉地遺跡発掘調子正|寸|
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第二章調査の経過

U(jf1l62年 5月J8日ー19日にかけて予定地について 1筒所の伴似りを行い、 J:MのJ監獄状況、遺構

の線付!のJ巴併を行った この結果、遺構ifuが非常・に浅く工学によりJI1!.磁文化財が消滅することが判

明したため、~!削純州全1Mについて発掘調査を実施することになった ，J，¥]1f.に光悦ち、友土を}l!:機

で除去し 、 JI!lf1l62午・ 8 JllO n から発投t!調査を開始した。 ，湖査は~J~上鍛11\ のため，Jl411: 1ベ」ヒ内問;分を残

し、米側から.JI.J1f.をIIfJ始した。応部分は 8月30自に剥資を終 fしたため、8月31ロー 9月 1Uにか

けて 'W%U"í.の協)J を作て北 1)日lí分の表土除去、 ìUlJ品;法単線の設定を~J・った。 9)J211から泊併の線

認を行い、 9)J 9 11 に現地，U~J伐を終了した。 この問、大j\~の Jl: J I 1 ).~をは じめ、淋、 I:JJg竹Fを紘認

した。
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。 5m 

図2 調査区位置図

1 ー- b()l)m

2 

3 

J • IA上
2. '揖jJ;割高貨i長色紗;cム・

3. IAIU色儲ft砂

o 50cm ‘---・..... 
図3 標準土磨断面図

- 17，1-



第三章 発見された遺構と遺物

第 1節発見された遺構

l.井戸

(1) 1り・Jt-I寸 ((宅J5 ・6 ) 

J可1t1反中火山flllJで発見されたHJ伝の本組)1:戸で、T:'Iqhは N-31020'-Wである。抗1IりJiはiN北

I¥lOrm、*(14' 380c'mで、 (i((iI!!， ((ljからの深さは211cmである。J1: r i枠は、 JI:Iiが出来される際にぬき取

られている。 ζ のため鍛造、 J〈相:~~;はイド1Eしないので、)1:戸のj形式・風船はrPIかではなし、。現状か

ら餓認できる大きさは長辺205師、魁辺180cmで、夜間んilIIJがi毛し、。縦似のi毛さ I.i:230cmnである

1髭請さに際しでは)1:戸内fl!llのよu等をぬき取った後、間 ・北側の縦似をぬき取り、その後点。!Ilの縦阪

を)1・戸内側に引き例し、さらにIH側縦似を内側に引き倒している 造物'.i:~lぷ1Mから60仰向下から

集中 して11¥ドしているが、それ以 Fは符禁である

井戸枠はややけjに偏して{(:{I:する :ll:戸枠i釘辺には、n戸J長から約 1mの川にIhに桜する 2~;-JI: 

戸から絞〈木樋が按絞している。 よれば上辺12 . 5側、 f与さ 13 . 5酬のんnf~の flJ材で11'られている i毛

さは不明である 本備は角材の上旬;からIEyJ:さ3.5側桂の般を*11ぎ取り、ぬったflJ材の中!たお;に l辺

7 cm托の携を彬った後、 ~l ぎlfJ(った似を釘でとめて管としたものである。 1 .>，;. )1・戸に指し込まれた

部分は17cmで、その部分のみ Icm位ì~草〈作られている。

(2¥ 2 -}j n戸 (1立15)

lサ)1'，1寸の l t.ifJlll50cmのi~rに 1 ~，~-井戸に岐して存在する。 そのí14辺は 1 ~;. JI'.} iと桜枕する本樋の品d

り)jにより州り 1-.げられているが、 I4;引4戸掘りゾJï釘辺のほぼ中火にftiftする。 こうしたf.i:ir.~1刻係

から I~)' JI:戸より 戸川、 と」5・えられる。 扮!り方の鋭艇は本悩の-llt! り Ji も~めると 」ヒ辺で270cmれ:であ

り、 I .~~. )1:戸より 一回り小さし、。石在日立i如.から90cm程w.り下げたが、 Jt.戸わく l.ili(11必できなかった。

造物はほとんどtlJ• 1:しなかった。

2 i梓

1 ~;.W~ 

調子1:1'><:(何側で党凡された門主総は Nー31"20' -¥¥'で 1J，;.)t-戸と守zしい 訓1tl><: を (t~ ~ヒにl'll，.、てお

り、新!日てや;がif(っているc ，Ii 1，. 、iWは上端申制5cm、下端申lJ30cmで、 i奈さは35C'm，f'，'て・ある 析しい滞
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品

C
C
ヨ

¥ヘ
」

6.00m 

一一一一一2m

図5 1号井戸

はそのほほ直上に位置するが、上端幅が60cmとjよく、下端幅は不明で、あるが、深 さはlOcm程で、断

面*~は浅い U字形をなしている。この構からかわらけ等がまとま って出土 した。

(2) 2号I善

l号i存の西側80cm-90cmのところに 1号議と並行して存在する。上端幅25cm-50cm、下端幅15cm

-25cmで、深さはlOcm程で、ある。 1. 2号講共、 ItiJ-!MI線上に形成された小樽の集イ河本と考えられ

る。

3.土旗
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主正二二一一

- 一一一A'
i ¥」/¥¥

。
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B一一一 C一一一

。 20cm 

図 6 1号井戸出土木樋
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、¥

¥ 

(1) 12号土墳 (図7) 

2号i葬の西側に接して存在する長しりj、判形の土墳である。 2号講との間隔は20cm-25cmで、ある。

掘り直しが行われたらしく南北端に高さ10cm、長さ50cm程の段がある。長辺は520cm、内側で、420cm、

短辺175cmで、中央部の深さ約20cmで、あり、底は平担である。当土蹟の南西側にはこれと拍手交する

位置にほぼ同規模の 8号土績が存在する、 12号土壊からはまとまって遺物が出土 した。

~ ~ 

B一一

C一一一

¥ 

/〆

一一一一一一一一/
戸ーー一一ーーーーーーーーー一一

〈

第2節 出土した遺物

一-8'

一一c'

《

図 7

1. 1号井戸出土品 (図8-11 図版 9-10上段)

82三Om

C 5.80m -

1) 

12号土士広

一一 8'

一一一C'

~ m 

1 -78はかわらけである。口経12cm-13cm程の中形のものと、7.5cm-8 cm程の小形のもとがある。

中形のものは底面から内湾気味に大きく開く、浅い杯形のものである。口幹部は厚さがほとんど変

化しないもの、うすくなるもの、やや肥厚するもの等があるが、全体に外樫に稜がなく、九l床があ
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図 9 1号井戸出土かわらけ

り、口径と底径の差が明らかである。しかし胎部外側面に稜を残し口唇が外反するもの (27)も混

入している。また素地は粉性で雲母・赤色粒子 ・泥岩粉子を含むものが主である (1-27)が、砂

質で雲母 ・赤色粒子を含むが非常に薄手で灰白色に仕上がっている一群 (28-31)と、粉性で混和

物をほとんど含まず、樫赤色で、非常に堅綴に仕上がっている一群 (32・33)がある。

小形のものは浅い皿形のものが主であるが、やや深いものもある。 内i湾気味に開くもの (34-58)

が主であるが、胴部に稜を残すもの (59-66) もある。また外反気味に開くものでは、 中形に含め

た方が良いかもと思われるものもある。やや外反気味のもの (67-69)もあるが、胴中央外側面に

-181 



二亡二つJi 三 一 「国

¥_ l二二_~C=ゴ4
¥ 

一、l F 

~ 

tシ

、
¥ 

て一 一 ---1 1-_/ 
;" / ー一

， 88 

図10 1号井戸出土中国陶磁・国産陶磁

。

、、

82 83 

/
 

/
i
 

87 

ノ
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lOcm 

明瞭な稜を有し、大きく 聞くもの (71-74) ものがある。また非常に薄いっ くりのもの (75) もあ

る。やや深いものでは直線的に開く もの (70) と内湾気味に開くものとがある (78)。

79は火舎の底部である。

80-82は中国陶磁で、ある。80は青白磁小査の蓋、81は青白磁梅瓶の蓋、 82は褐柚大査の胴部であ

る 。 この他青磁蓮弁丈砂~小片等が出土している 。

83-89は国政陶磁である。83-86は常滑の牽 ・斐である。83はN字状の口縁である。85は大斐の
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成育1¥である (S= YG') 0 87は常滑のこね鉢である。88・89は山茶碗窯系のこね鉢である。

90-94は折敷である。90・91は身である。90は一辺17.6cmあり 、辺の中央に一孔が穿たれている。

相対する孔の~I~離は 1 5 .8cm で、ある 。 91 は一辺18cmで、あり、辺中央の相対する孔の距離は 1 6cmで、あ る。

92-94はその総である。 93は一辺17cm、94cmは16cmて、ある。

94・95は箸である。長さは94が22.1cm、95が21.5cmで、ある。

96は紋草履の芯である。表面に植物質の付着がある。長さは23.8cmで、ある。
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97は漆絵小皿で、ある。土圧によ り変形しており、径・高さ共知り難し、。無高台である。内面全面

に笹が朱色で描かれている。外側而口唇部にも一部笹葉状の線が描かれている。98は内面は朱絵り

で外面は黒地に朱色で桐丈が描かれている。漆絵の製品は二点共文様の7R間配南:に余裕がある。99

は総黒漆塗りの椀である、胴上部に稜があり、くの字形に内似1)に折れている。捻りは非常に良好で

ある。

これらの遺物は井戸時認出ーから60cm程下の井戸の思土からほぼ面的に出土したものであ り、一時

期の廃棄と考えられる。また井戸を埋める際の廃棄ではなく、井戸周没後、窪地に!従棄 したものと

考えられる。

2. 12号土岐出土品 (国12・13、図版11-12)

100-150はかわらけである。口律11. 5cm -12cm程の中型のものと、 7.5cm -8cm桂の小形のもの ・

4.6cmの内折れの小形のもの (123)、14.2cmの大形のもの(121) とがある。

中形のもの (100-117. 119. 120)は素地、製作上の特徴は 1J，土井戸の大部分の中形土器と同じ

である。しかし器高は 3cm前後が一般的で、あるのに対 し、4cmのものが2点(118. 120)合まれて

いる。

小形のもの(124-150)は内湾気味に聞くもの(124-140)とJlIdj部に稜を持ち外反するもの (141

-150) とカfある。

151-155は中国陶磁である。151は折縁の青磁小鉢である。内側耐には鍋丈がある。良品である。

152は青磁蓮弁文碗の高台部である。153は口はげ、の白磁皿又は碗である。154は暗茶褐色の州器官

である。155は青磁の者あるいは花瓶であろう 。外側jMには!許草状の草花丈が彫られている。

156-158は土製品でLある。156は土錘である。157，158は伊勢系(?)土釜χは鍋である。

159-166は国産陶磁である。159は肯瀬戸の入子である。160は常滑系の山茶碗である。161は常

滑系のこね鉢である。162、163は山茶碗窯系こね鉢である。164-166は常滑である。査か斐か不明

である。166は復元最大筏84.4cmであ り、肩部に叩きの丈機がある。これのみ図而の縮尺は1/6で

ある。このほか県地に朱色で藤の業を描いた漆器小JITlが同土したが、箔のみであり取り上げられな

かった。

3 1号議出土品(凶14、凶版10下段)

167-189はかわらけである。口筏12cm-13cm.高さ3.6cm-4cmの比較的向さのある中形のものと 、

口径7cm-7.7cmの小形のもの、内折れのものとがある。

中形のもの(167-182) は内湾気味に聞く形で、素地、製作上の特徴は I号井戸の大部分の中形

土器と同じであるが、高さがある。また182は砂質の素地を用いた丸l床の強い土器である。

小形のもの(183-188) はいづれも外側面iに稜を持ち内湾気味に聞く器形であるが、 188のみ直

線的に聞いている。189は内折れのもので、口待4.2cmで、ある。

190は白かわらけの底部である。

191 は常"1骨系山茶碗の底音1Iである。
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第四章 ま と め

当調査では井戸 ・溝 ・土墳・ ピ y トが検出されたが、遺構相互の関係は不明である。ピットの並

び、組み合せが明作でないため、建築物の想定ができないが、井戸 ・構 ・土墳の方向は一致してい

る。また井戸の木治|みは l辺180cm程と非常に規模が大きしこれに必適する規模の木組み井戸は、

若宵大路周辺遺跡群の|村「小町 1丁目75番地 1号地JRJJl発見の長辺2.4m、短辺1.55mの長方形

の井枠を持つものがある程度である。市内発見の井枠は 1辺90cm-120cmのものが主であり 、当遺

跡発見の:).1戸は市内最大級のものの一つである。前記の井戸から三鱗文のある木製円盤 (斐の蓋と

推定されている)が出土したとされており、 三鱗文が北条氏の紋であ り、若宵大路に面iした地点で

あるところから北条氏との関係も想定される。兎も角、井戸の規模は使用者の力が反映されている

と考えられるから、当該遺跡についても大仏氏等想応の居住者を考えるべきであろう 。

遺物については遺構出土のもののみ取り上げたが、かわらけを見る限り鎌倉第町期のものを主体

に明らかに同 V期に合ま れるもの (28-31、76-78、182)がある。全体に丸みがあり薄手化の傾

向が強し、。一方、共伴遺物をみると 、第百期に共伴関係にあるものばか りであり、明確に第V期に

属するものはなし、。こうしたことから、遺物の年代は第町長月後半から第V期にかかる時期、すなわ

ち14criij半代を考えておきたし、。

なお、調交に当り津波の痕跡、を民意して探したが、残念ながら把燥できなかった。これは明応4

年(1495)、津波が大仏まで達した記録がある (鎌倉大日記)からである。当調査で発見された遺

構はそれ以前のものである。

設 1 鎌fT考前学研究所「鎌合考古学研究所調査1研究幸lift第 1集 小IIIJ2丁目65番地21与す地点 ・小

町 1丁目75番地 HJ地点J D併[157年10月
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A 調査地遠景 (雨量、ら)

A 調査区全景 (~から)
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図版4
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1号井戸出土木樋
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図版10
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12号土横出土かわらけ
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6.台 山 遺 跡

台字西ノ台1730番 1、1732番 1地点、
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例百

1 本報は鎌倉市台字西ノ台1730番 1、1732番

lにおける、粟田口次男の個人専用住宅用宅地造

成に関わる発射調交の記録である。

2.本報の執筆は第一章 ・第四章は玉林美男が、

第二 ・三章は新国哲也が行い、玉林美男が補正 し

た。

3.本報で使用した写真は、遺構は玉林美男、

新国哲也が、 遺物は木村美代治が撮影した。

4. j調査体制

m当者 玉林美男 (鎌倉市教育委員会文

化財保護課主事)

調査員 j京l責志

調査補助員 新国哲也・片井裕子・及川加代子

5. l'出t十7

カがf汗f保呆f儒活:している。

6.発fJal制査および資料整理に際しては、以下

の諸氏 ・諸機関から貴重な御教示と街l援助を賜っ

た。記して感謝の意を表する。 (jll員不同 敬称略)

斎木秀雄、 手塚直樹、河野真知郎、 木村美代治、

佐藤 泉、鎌倉考古学研究所、薬凹口次男、 (干1:)

シルパ一人材セ ンター鎌倉市高齢者事業問、

(株)美樹建設
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第一章 遺跡の位置及び歴史的環境

当遺跡、は、台山遺跡、と呼称されている。調査地は鎌倉市台字西之台1730番一 l他であ り、遺跡の

中央部、地形的には南西から北東に伸びる丘陵の北東緩斜面に位置する。

周囲は西方を除き、柏尾川の小支流で、ある小袋川によって開析された谷によって固まれている。

当遺跡の調査は過去 3回行われている。1970年、調査地の南約60mに位置する台1737番の地を東

京大学教養学部が故三上次男氏を団長として調査を行い (註 1)、弥生、古墳時代の住居士止及び縄

文時代の遺物を検出している。1984年には当調査地の北東約10mの台874番を赤星直忠氏を団長と

する調査問が調査を行い (註 2)、弥生、古墳時代の住居壮及び縄文時代~中世にかけての遺物を

発凡している。さらに1985年には、手塚直樹氏を団長とする調査団が、当調査地南西約190mの台

914番の調査を行い(註 3)、弥生時代一平安時代の住居祉と縄文時代~中世の遺構、 遺物を検出し

ている。

これらの調査から、台山遺跡は、本調査地を含めた台地上に広範囲に存在する縄文時代一中世に

かけての複合遺跡、であり、特に弥生時代から古墳時代にかけては大集落の存在が予想されている。

註 1) 東京大学教養学部 「神奈川県鎌倉市台遺跡調査報告書」 人文科学紀要第59輯

1974年3月

註 2) 台山遺跡発掘調査団 「台山遺跡調査報告」 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書ー I 

1985年3月

註 3) 台山藤源治遺跡発掘調査団 「台山藤源治遺跡J 1985年3月
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第二市調査の経過

BlHII62年 9JI16日 'J~業.r.-の協 )J を得て、予定地について 2 ケ所の時制を行ったところ、地表ド

20cm院でIVJIItローム梢が現れ、削子が行われていることが明らかになった しかし弥生式上持一例

イ紛がまとまって出 1-.したため、造機カf有在する可能性があり、川れこ先立ち発槻JI.l1Eを実施する

こととなった J~11Eの範1mは峨峨の法礎部分のみとし、北側機慢の点、I~分については削 'I~により遺

憾が令く (1:犯しないため、 i誠1f.対象から除外した。 調査は10月 8 ロから衣 k除去を行い、途中，'J~1'i~

の中断があったが、 ~~;/ I~n!iitの照穴住肘J1l:鮎床等を線認し、 11 )115 口先制;~~1f.を終 f した、

ご¥

バ
A
り￥
l
e
l

図 3 OI査区設定図 (4∞分の1)
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第三章 発見された遺構と遺物

1. 1 ~;'O: I":-.l1I: 

(1';(15・6) 

調子k区北1'4に似附す

る 。 1Ur'4I，Li官[11 を削・I~ され

I匂」ヒ附iiWIは JI~ に，州代lメu攻

外であるため、 ' 1~ l fIi プラ

ンは不明である。出上も

l未 Ifti付近ま でl'jlJ ・ I~ されて

おり、 y~イバ犬j兄 iJ:fミくな

し、。

I示前j!ま似の~):f主による

ためかやや軟質で、 nMポ

(!ii俗色紡質上)が部分

的に認められたのみであ

る。

かはひょうたん刷で、

62cmX36加をiUI)り、深さ

はW:s!I) 8 cm iJ41Jl1) 5 cmて・あ

る。焼1-.1立上九時に特に集

中していた。

州土地物は、lが賞、

A ~.ÎO回
一

ω 
4湾伐区外

f 

咽"'tr~
qB 

の)~ハ

調査区外
m 

-A' 

ol 
liL 0 

図 5 1号住居祉

、写{-<=~t:aJ 

E 
fさ

回 æt~主主:t:

1 m 

2 -6'れ:'~(である 。 4 はiJJ，I;'.lJUヒ阿部保凶iから 5 cm程i1.いた状態でn:1こした。 5はf1:1，';' W: 1Ill)J，t; 1Mか

らやや浮いた状態で、 6 はJ.UflllJ寄りのl州自iから出土した。 6 はllI，g1~i;下'1".のみつぶれた状態で11'， L:し

ており、鉢として 11何り されたuJ能性もある。

)<. I 1 ~;'fI:J，，:..trJ:II: 1ニ活物鋭第六

訟州;ト'止トtト一説紺射イ作IZ吊1私;以ドい伏i. 1川岬l時肘t紋榔昔m峨鮫j八ιir.)'附一外州i的“h“i一被桁伽似んH川川川j脚ilν刊lド仲"

内l耐h“j-t似弘jん'jjI，jν，ハ、ケ H船f台itニ一1汗干j泌必也，~妓定h成lè:-~野Pi泌並 色，J絹~-i淡炎担均?格悦i色 i偽晶与一f絞主f介i(け1*紋t 

2 ~'~ J lH，-Jji{{$!:，. 11h~i~般Ji'。 調書喜一外Ifti ーハケのちrlh~えび外1Mに純えをぬすo 11*~i~l; ド渇に料、

|払I.HJti'.ilによる制限内1(11ーハケの山脈日i必刷-f~'~1i ~，.t4 - 1川ι 川一

後ÚII*~ . ，11:彩l;t外I(，iにもぬされていたと与えられる。
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3 1古 Ijt~ td: 現干了書I¥f!i 胴音1¥破片。前H喜一外而ハケ、のち 4本l単位の姉歯状TJ-lによる波状文とi白線文

を施す。内而ノ、ケ。Rfi土一史家付多し、。焼成 首通。色調 i炎黄褐色。

4 I 帝|法盆 口径15.3cm。胴音1¥最大23.4cm。底音1¥8.0cm。器高28.8cm。現存音1¥佼yz。司司教 外而ハケ、の

ち4本 l単位の御歯状:1:J-[. による平行直線文を 3 段、その 11\1に同じU~による波状文、直線文の下

に備描き文を施す。 文様帝より下に粗雑なへラみがき、内而胴部下半及び頭部に木目を~m く残すヘ

ラナデ、胴部上半はユビによる抑続、口縁はハケのち縄文を施す。胎土一白色粒多し、。焼成ーやや

不良 色部，J-II首位j色。備考一外而にー音1¥スス付着。

5 Iボ |法量 胴古1¥最大径32.8cm。成径7.4cm。現有部f立 JI阿部%。調主主一外商胴最下部指頭抑圧、胴音1¥下半

縦方lil]lmい木目を残すヘラナデ、中伎は横方[ilJへラナデ。胎土一省。焼成ー背通。色調 j炎貿信J色。

6 1者 Ii去最一底径9.0cm。現存音1¥位 胴音1¥下半。調弊一外而ハケ。内而へラナデ。lff土 やや組し、。焼成

一白i盈。色調-i炎貰悩色。備考一外而に 部スス付着。

C，議GL12、:

/ 7ι 
鱗
ず ¥ 

I I 1 、、

3 

--------------

1¥ 

/ーナ2
二U-Jア~

5 

/ / 

¥ミ骨

宅事室

~ τ 
¥ 

入 、/J.、d
6 。 10cm 

図 6 1号住居祉出土遺物
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4i: ( ):.I，，;..tJL I Ukイf:状況が

:!l::く、明バはできないが、

H¥ t:造物からはて、久ケ

If，OUJと考・えたい。 《 ω 

2. 2.}}住}，';-Jll

<1;'(17・8)

必街区米側lに f.i:祝す

る。11:1日;.jJI:のJヒと(J4fJ!lIの

大'''..1J(I';リ・1<され、かつ東

側(j:品作l正域外であるた

め'1'1(11プランは不明であ

る lti似IjI湾政イllf:jはIilcm

である。 床1M'ム 'ilf ‘r~

JL(で、北側にIl')ってやや

!尽くなっており、明くし

まっている

カi(ま不核1'1形で、 68cmX50cmを測る。焼i:は、上桝に集中するか令{与にf.I.く焼けている。

11\上;n物は少なし、。 l- iIは伝である。 5 は鉢である。 1 、 21ま ltill，~ピノト付近、 3 はがの附}j

/ 

2 

~I i 
E 
I? 

《 ∞ 
国

。 1m 

図7 2号住居士止

ノ

¥ 

11 

国8 2号住居地w.t.i!物
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衣2 2~J1ll川社 /1\土遺物繊祭表

" ・Be 1i 2 ititl~ 一刷古lí最大任2 1.9cm。氏i1':6，9cm。現イヂ音li位 11同部下司'--y2' 0 1制移 外Iflfヘラナデのち利l維なヘラ

ミガキ。内Iflfヘラナデ (自ij日以浜残す)0 IIfi土-n.t1i:jリ含みやや官。焼成 常通。色調 iJH苦悩色。

備考 外Iflf.-剖;スス付稿。

2 4ath-a j去最 乃i作古川、I 胴剖;下1¥1.0 :u司書冬一外而ハケo I人]Iflfハケ。lfi土一石英多し、。焼成ーやや悪い。色

調 HiT制色。

3 1::' 法泣ー11阿部;最大作30.4cm。刻。古li仙胴音li中位約y:i0 ;\If，J~長 外Iflf横万rilHHjv、木目を残すヘラナデの

ち亦彩。|人Jlfff%し、木目を妓すヘラナデo Hfi土 将通。焼成 時通。色調淡位制色。

4 E止"‘t 法i辻 乃lイr i司í1立 II~;Ii'ili破片o 1制移 外flIi。ハケのち波線によって!ヌjUlfされる;J:J状縄文を施す。内!日i

ハケ。内外IfliJl 丈採信を l徐き赤彩を施す。 IIfì土-(;Í主主1 ・j 、思'1~1:Jを合む。 焼成-11通。 色調 - /炎燈

件j色。

5 H 法 id 一刻イ(i'ilíf，!口紙百lí十J i!l:彼汁 0 1出l終一外jill ハケのちヘラミガキ。口紋下地に体状 I }.l.による:j1j1 j;j~ o

|付Ifliノ、ケのちへラミガキ。IIfi土-1:'主1:)含む。焼成一良好。色調-1炎黄件j色。備考ー復fT口縁。

で、すべて床}白lからややI手いた状態

でILH土した。

本{トH'i士Ilは、 l中I土遺物から凡て久

ケ!反jtJJか、弥生町期に比'"iごされる。

3 遺構外出土遺物(凶 9) 

l、2共にト レンチ制削中に出土

したものである。 1は鉢、2は敵石

である 。 2 の I~Ji石は出土位置から、

弥生時代に属するものと考えたい。

表3 遺構外出土遺物観祭表

'，/ .............. ，//. 

IfWflfJ!I， 

ノノ l

o lOcm 

図9 遺構外出土遺物

f* 位、定 口任12.9cm。刷部最大任20.8cm。現有音lif¥l:胴青li卜il'Y.。訪l繋外jfliハケのちiWぃへラミ

ガキ、のち口紋に縄文を施し、口縁部下端にヘラ状r:.!!iFjによる抑徐を施す。胴音li外1mに赤彩。

内IfllハケのちihJし、ヘラミカキ。HfI土一首ilii。焼J!.X:一背通。色調ー赤燈色。備考ー複介口獄。

2 I;'~干{ 11;;詑ー全長10.6cm、帆¥10.6cm、原さ1O.3cm(球形に近い)。現存部位完全。干ITf一安111?i。加 1

民なし。 使用jh 正 Ifli;悦び裏nlî中央部に~jHH丸。
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第四章 ま と め

本遺跡は、通科、 「台ILI J と呼ばれる li:陵の北京斜IiIIに存在する、弥生時代- -I'I-j:白u寺代、中併にか

けての遺跡の一部である 。 かなり規模の大きな遺跡であると考えられるが、宅地化がl，~ くから進み、

遺跡、の範|井!を確定することができなし、。 今回の調交は狭しゅi~1奔|のトレンチ謝資であり、遺跡、の脱税

等を把Mできる状態ではないが、 ftJr'汁11-.の残存を係i訟できた。 こうした小規模な~-Ui~J1tの積み煎ねが、

宅地化してしま った遺跡、においては、その規模、性格等を解明して行く煮裂な手段の一つであると

俗信している。

なお、 lサf干肘士l上出土のlift形土器(凶 6-4)は、文様、JJti::f二等から、外米系のものと考え られ

る。114JWJは宵ノ前期に遡るかもしれなし、。鎌余市内では白山遺跡、において知例が1点げ!こ1--している

にすぎなし、。

註 1 及川良彦 「弥生土器の移動と地域性 鎌倉出土の弥生土器を中心と して J 'i'illl考内第 5

ガ 1987年背山考[1，-学会
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企遺跡遠景 (易は調査地点を示す。北東から望む)

A 調査t也近景 (調査箇所はコンクリート擁壁基礎部分)
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弥生式土器・石器
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